
パ
エ
ス
有
利
も
油
断
で
き
ず

　

喪
失
面
積
が
群
を
抜
く
ア

マ
ゾ
ン
と
セ
ラ
ー
ド
で
は
、

各
々
、
２
６
万
９
８
０
０
平

方
キ
ロ
と
１
５
万
２
７
０
０

平
方
キ
ロ
を
失
っ
た
。
喪
失

面
積
最
少
は
パ
ン
タ
ナ
ル
の

２
１
０
９
平
方
キ
ロ
で
、
喪

失
率
は
１
・
６
％
。
喪
失
率

が
最
も
高
か
っ
た
の
は
、
パ

ン
パ
の
１
６
・８
％
だ
。

　

土
地
の
用
途
変
更
は
全
生

態
系
で
見
ら
れ
、
原
生
林
の

８
％
を
喪
失
し
た
ア
マ
ゾ
ン

の
場
合
、
２
４
万
８
８
０
０

平
方
キ
ロ
だ
っ
た
牧
草
地

が
４
２
万
６
４
０
０
平
方

キ
ロ
に
７
１
・
４
％
増
え

た
。
大
豆
な
ど
の
栽
培
地
は

２
８
８
・６
％
増
え
て
い
る
。

　

用
途
変
更
が
最
も
進
ん
だ

の
は
パ
ン
パ
と
パ
ン
タ
ナ
ル

で
、
パ
ン
タ
ナ
ル
で
は
、
用

途
変
更
の
度
合
い
が
最
も
激

し
い
レ
ベ
ル
３
が
、
変
更
地

の
７
５
・
３
％
に
上
る
。
パ

ン
パ
は
レ
ベ
ル
３
が
６
０
％

だ
っ
た
。
パ
ン
タ
ナ
ル
の
場

合
は
牧
草
地
が
、
パ
ン
パ
で

は
畑
が
増
え
て
い
る
。
パ
ン

パ
で
は
、
農
業
生
産
拡
大
が

容
易
な
高
原
状
の
土
地
に
村

を
作
っ
て
の
開
発
が
多
い
。

　

２
４
日
、リ
オ
の
選
挙
地
域
裁
が
マ
ル
セ
ロ・ク
リ
ヴ
ェ
ラ・リ
オ
市
長（
共
和
者・

Ｒ
Ｐ
）
の
職
権
乱
用
に
関
す
る
審
理
を
再
開
し
、
７
対
０
で
有
罪
判
決
を
下
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、同
市
長
は
２
０
２
６
年
ま
で
被
選
挙
権
は
く
奪（
出
馬
無
効
）と
な
っ

た
。
控
訴
は
可
能
だ
が
、
１
１
月
の
リ
オ
市
長
選
へ
の
出
馬
は
不
透
明
な
も
の
と

な
っ
た
。
２
５
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

２
４
日
、
イ
ポ
ッ
ピ
に
よ

る
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
政
権
へ
の
世
論

調
査
が
発
表
さ
れ
、「
良
い
」

が
４
０
％
で
「
悪
い
」
が

２
９
％
と
、
政
権
発
足
後
、

最
良
の
数
字
を
記
録
し
た
。

た
だ
、「
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領

へ
の
信
頼
度
」
は
「
信
頼
し

な
い
」
が
５
１
％
で
、「
信

頼
す
る
」
が
４
６
％
に
達
し

の
推
薦
で
判
事
に
な
っ
た
ば

か
り
だ
っ
た
こ
と
だ
。
同
判

事
は
大
統
領
長
男
フ
ラ
ヴ
ィ

オ
上
議
の
恩
師
で
も
あ
る
。

　

そ
う
し
た
事
情
も
あ
り
、

票
の
行
方
が
注
目
さ
れ
た

２
４
日
だ
っ
た
が
、
結
局
、

票
を
覆
す
判
事
は
現
れ
ず
、

ロ
ド
リ
ゲ
ス
判
事
も
「
有

罪
」
に
票
を
投
じ
た
。
こ

の
結
果
、
７
対
０
で
ク
リ

ヴ
ェ
ラ
市
長
は
有
罪
と
な
っ

た
。
報
告
官
の
ク
ラ
ウ
ジ

オ
・
ル
イ
ス
・
デ
ロ
ル
ト
判

事
は
、
２
０
１
８
年
か
ら
８

年
間
の
被
選
挙
権
は
く
奪
と

１
０
万
６
千
レ
ア
ル
の
罰
金

を
求
め
て
お
り
、
ク
リ
ヴ
ェ

ラ
氏
は
２
０
２
６
年
ま
で
選

挙
に
出
馬
で
き
な
く
な
っ
た
。

つ
ま
り
、
１
１
月
の
リ
オ
市

長
選
挙
に
は
出
馬
で
き
な
い
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

同
市
長
に
は
選
挙
高
裁

や
最
高
裁
へ
の
控
訴
が
認
め

ら
れ
る
た
め
、「
出
馬
無
効
」

は
最
終
決
定
で
は
な
い
。
だ

が
、
判
事
投
票
で
「
無
罪
」

を
支
持
し
た
判
事
が
皆
無

だ
っ
た
こ
と
は
、
ク
リ
ヴ
ェ
ラ

氏
に
と
っ
て
は
痛
い
展
開
と

な
っ
た
。

　

こ
れ
で
、
リ
オ
市
長
選
は

か
な
り
混
沌
の
度
合
い
が
高

ま
る
。
ク
リ
ヴ
ェ
ラ
市
長
は
、

最
新
の
世
論
調
査
で
も
、
元

市
長
の
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
パ
エ

ス
氏
（
民
主
党
・
Ｄ
Ｅ
Ｍ
）

に
１
０
％
ポ
イ
ン
ト
近
く
の

差
を
つ
け
ら
れ
て
２
位
と
、

選
挙
裁
が
満
場
一
致
で
有
罪

　

用
途
変
更
の
度
合
い
が
少

な
い
の
は
、
大
西
洋
岸
森
林

の
７
・
９
６
％
と
カ
ア
チ
ン

ガ
の
７
・
４
４
％
だ
。
カ
ア

チ
ン
ガ
は
大
西
洋
岸
森
林
と

の
期
間
中
の
原
生
林
喪
失
は

徐
々
に
減
速
化
し
て
い
た
。

一
例
は
聖
州
や
リ
オ
州
に

広
が
る
大
西
洋
岸
森
林
で
、

０
０
〜
１
０
年
の
喪
失
面
積

は
８
７
９
３
平
方
キ
ロ
だ
っ

た
が
、
２
０
１
６
〜
１
８

年
は
５
７
７
平
方
キ
ロ
だ
っ

た
。

　

た
だ
し
、
大
西
洋
岸
森
林

は
開
発
・
市
街
地
化
が
最
も

進
ん
で
お
り
、
残
っ
て
い
る

原
生
林
は
１
６
・
６
％
。
大

西
洋
岸
森
林
は
、
原
生
林
が

半
分
以
下
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
唯
一
の
生
態
系
だ
。

　

地
理
統
計
院（
Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
）

が
２
４
日
に
出
し
た
初
回

「
生
態
系
ア
カ
ウ
ン
ト
」
に

よ
る
と
、
２
０
０
０
〜
１
８

年
の
原
生
林
喪
失
面
積
は

４
８
万
９
８
７
７
平
方
キ
ロ

で
、
８
・
３
４
％
を
失
っ
た

と
２
４
、２
５
日
付
伯
字
紙
、

サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

こ
の
報
告
は
、
ア
マ
ゾ
ン

や
カ
ア
チ
ン
ガ
、
パ
ン
タ
ナ

ル
、
セ
ラ
ー
ド
、
マ
ッ
タ
・

ア
ト
ラ
ン
チ
カ
（
大
西
洋
岸

森
林
）、
パ
ン
パ
の
全
生
態

系
を
網
羅
し
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
に
よ
る
と
、
こ

ア
マ
ゾ
ン
で
は
農
業
用
地
急
増

ワ
セ
フ
氏
が
収
賄
で
起
訴
さ
れ
る

現
政
権
下
の
見
解
に
は
疑
問

の
境
に
あ
た
る
部
分
で
開
発

が
進
ん
だ
が
、両
生
態
系
共
、

１
６
〜
１
８
年
の
喪
失
速
度

が
０
０
〜
１
０
年
を
大
き
く

下
回
っ
た
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は

当
選
直
後
、
食
糧
確
保
の

た
め
の
ア
マ
ゾ
ン
開
発
や

先
住
民
保
護
区
で
の
鉱
物

採
掘
を
容
認
す
る
発
言
を

行
い
、
国
内
外
の
環
境
団

体
や
環
境
問
題
へ
の
意
識

の
高
い
国
や
地
域
か
ら
の

批
判
を
買
っ
た
が
、
次
回

報
告
書
は
２
年
後
の
た
め
、

現
政
権
下
で
の
生
態
系
の

変
化
へ
の
言
及
は
な
い
。

　

ま
た
、
初
回
報
告
で
は
生

態
系
の
変
化
と
経
済
と
の
関

係
に
つ
い
て
は
分
析
し
て
お

ら
ず
、
原
生
林
の
喪
失
面
積

と
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

上空から見たアマゾン（Valter Campanato/Agencia Brasil）

ワ
セ
フ
弁
護
士
（Tw

itter

）

知
事
罷
免
問
題
に
続
く
激
震

元大統領弁護士
か
な
り
苦
し
ん
で
い
た
。
同

氏
と
し
て
は
フ
ラ
ヴ
ィ
オ
氏
、

次
男
カ
ル
ロ
ス
氏
と
い
っ
た
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
の
息
子
た

ち
が
所
属
政
党
の
Ｒ
Ｐ
に
移

籍
し
た
こ
と
に
よ
り
、
巻
き

返
し
が
期
待
で
き
る
と
目
算

し
て
い
た
が
、
逆
転
出
馬
が

か
な
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
裁

判
は
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
に
な

り
か
ね
な
い
。

　

だ
が
、
一
方
の
パ
エ
ス
氏
も

完
全
に
安
全
で
は
な
い
。
そ

れ
は
、
同
氏
に
も
収
賄
疑
惑

が
あ
り
、
選
挙
地
域
裁
で
被

告
と
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
同

裁
が
裁
判
を
実
行
す
れ
ば
、

先
行
き
不
透
明
感
が
増
す
。

　

な
お
、
世
論
調
査
の
第
３

位
は
ベ
ネ
ジ
ー
タ
・
ダ
・
シ
ウ

ヴ
ァ
氏
（
労
働
者
党
・
Ｐ
Ｔ
）

で
、
４
番
手
を
マ
ル
タ
・
ロ
シ
ャ

氏
（
民
主
労
働
党
・
Ｐ
Ｄ
Ｔ
）

と
夫
婦
で
州
知
事
を
務
め
た
ア

て
い
た
。
一
方
「
悪
い
」
と

評
価
さ
れ
た
分
野
は
「
失
業

対
策
」
で
６
０
％
、「
環
境

対
策
」
で
５
７
％
、「
保
健
」

で
５
２
％
だ
っ
た
。
こ
れ
で
、

政
権
不
支
持
率
が
２
９
％
し

か
な
い
の
は
不
思
議
な
気
も

す
る
が
、
緊
急
支
援
金
が
出

た
上
、
外
出
自
粛
規
制
も
緩

ん
で
き
て
日
々
の
息
苦
し
さ

が
和
ら
い
だ
か
ら
、
多
少
の

不
満
は
あ
る
も
の
の
、
世
の

中
的
に
は
安
定
し
て
い
る
か

ら
許
せ
る
、
と
い
っ
た
感
じ

だ
ろ
う
か
。
と
り
あ
え
ず
、

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
に
と
っ
て

は
一
安
心
の
数
字
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

２
３
日
か
ら
、
聖
市
地
下

鉄
２
号
線
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
電
光
掲
示
板
に
、「
電
車

の
混
雑
具
合
」
が
表
示
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、

同
じ
地
下
鉄
で
も
運
営
団
体

が
異
な
り
、
最
も
モ
ダ
ン
な

４
号
線
に
は
４
年
前
か
ら
導

入
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
が

導
入
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

２
号
線
は
市
内
で
最
大
の
人

通
り
を
誇
る
パ
ウ
リ
ス
タ
大

通
り
沿
い
を
走
る
線
で
、
コ

ロ
ナ
禍
の
現
在
、
特
に
必
要

と
さ
れ
る
も
の
な
の
で
、
あ

り
が
た
い
。
導
入
費
用
は
か

か
る
が
、
地
下
鉄
全
線
と
Ｃ

Ｐ
Ｔ
Ｍ
に
も
取
り
入
れ
て
ほ

し
い
と
こ
ろ
。

　
　
　
　
　

◎

　

今
週
末
の
サ
ッ
カ
ー
の
全

国
選
手
権
は
好
カ
ー
ド
が
目

白
押
し
。
今
日
は
、
現
在
３

位
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
が
敵
地
ポ

ル
ト
・
ア
レ
グ
レ
で
２
位
の

イ
ン
テ
ル
ナ
シ
オ
ナ
ル
と
対

戦
。
勝
っ
て
、
首
位
ア
ト
レ

チ
コ
・
ミ
ネ
イ
ロ
に
迫
り
た

い
と
こ
ろ
。
明
日
は
、
パ
ル

メ
イ
ラ
ス
が
本
拠
地
で
フ
ラ

メ
ン
ゴ
を
迎
え
て
戦
う
。
優

勝
を
本
命
視
さ
れ
て
い
る
両

チ
ー
ム
だ
け
に
、
か
な
り
の

注
目
度
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

ジ
ェ
ツ
リ
オ
・
ヴ
ァ
ル
ガ
ス

財
団
（
Ｆ
Ｇ
Ｖ
）
が
２
４
日
、

９
月
の
商
業
界
信
頼
感
指
数

は
５
カ
月
連
続
で
上
昇
し
て

９
９
・
６
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
前
の

水
準
に
戻
っ
た
と
発
表
し
た
と

同
日
付
伯
字
紙
サ
イ
ト
が
報

じ
た
。

　

同
指
数
は
、
外
出
自
粛
の

段
階
的
解
除
が
始
ま
っ
た
５

月
以
降
、
徐
々
に
回
復
し
て

い
る
。
９
月
は
特
に
、
８
月

の
９
６
・
６
ポ
イ
ン
ト
を
３
ポ

イ
ン
ト
上
回
り
、
３
カ
月
間

の
上
昇
分
５
・
１
ポ
イ
ン
ト
の

半
分
以
上
を
占
め
た
。
Ｆ
Ｇ

Ｖ
は
、
今
後
数
カ
月
間
の
状

況
は
さ
ら
に
改
善
す
る
と
い

う
期
待
が
９
月
の
指
数
を
押

し
上
げ
た
と
い
う
。

　

第
４
四
半
期
に
は
ブ
ラ
ッ
ク

フ
ラ
イ
デ
ー
や
ク
リ
ス
マ
ス
商

戦
が
あ
る
上
、
外
出
規
制
が

緩
み
、
営
業
時
間
も
伸
び
て

き
て
い
る
事
な
ど
で
、
今
後
の

業
績
の
伸
び
に
期
待
し
て
い
る

よ
う
だ
。

　

だ
が
、
Ｆ
Ｇ
Ｖ
で
は
、
コ
ロ

ナ
禍
に
伴
う
緊
急
支
援
金
の

支
給
額
半
減
や
、
支
援
金
支

給
期
間
が
終
わ
り
に
近
づ
い
て

い
る
事
、
消
費
者
信
頼
感
指

数
の
回
復
は
緩
や
か
で
あ
る

事
、
失
業
率
が
上
昇
し
た
事

な
ど
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ

る
と
警
告
を
鳴
ら
す
。

　

９
月
は
６
分
野
中
４
分
野

の
指
数
が
、
現
状
認
識
（
Ｉ

Ｓ
Ａ
）
と
将
来
へ
の
期
待
（
Ｉ

Ｅ
）
の
双
方
で
改
善
し
た
。

Ｉ
Ｓ
Ａ
は
４
・
６
ポ
イ
ン
ト
増

の
１
０
６
・
６
ポ
イ
ン
ト
で
、

１
３
年
５
月
の
１
０
７
・０
ポ

イ
ン
ト
以
来
の
高
水
準
だ
っ

た
。
ま
た
、
Ｉ
Ｅ
は
１
・
１
ポ

イ
ン
ト
増
の
９
２
・
４
ポ
イ
ン

ト
で
、
こ
ち
ら
は
コ
ロ
ナ
禍
が

始
ま
っ
て
以
来
の
高
水
準
だ
。

　

た
だ
、
回
復
度
合
い
は
セ

グ
メ
ン
ト
毎
に
異
な
り
、
調

査
の
対
象
期
間
に
よ
っ
て
も
違

い
が
あ
る
事
へ
の
注
意
も
必
要

だ
。
第
３
四
半
期
の
Ｉ
Ｓ
Ａ

は
コ
ロ
ナ
禍
で
低
下
し
た
分
以

上
に
回
復
し
、
感
染
拡
大
前

の
水
準
を
上
回
っ
た
が
、
Ｉ
Ｅ

は
低
下
分
を
取
り
戻
せ
て
お

ら
ず
、
現
在
同
様
の
ペ
ー
ス
で

回
復
が
続
く
か
が
不
確
実
で

あ
る
事
を
示
す
と
Ｆ
Ｇ
Ｖ
は

見
て
い
る
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
一
家

の
元
担
当
弁
護
士
、
フ
レ
デ

リ
ッ
ク
・
ワ
セ
フ
氏
が
２
５

日
、
リ
オ
州
検
察
局
か
ら
横

領
や
資
金
洗
浄
の
疑
い
で
告

発
を
受
け
た
。
２
５
日
付
伯

字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
９
日
に
行
わ
れ

た
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト
作
戦

の
中
の
「
エ
ス
ケ
ー
マ
Ｓ
作

戦
」
に
伴
う
も
の
だ
。
リ
オ

州
商
業
連
盟
（
フ
ェ
コ
メ
ル
シ

オ
）
が
弁
護
士
事
務
所
に
対

し
て
行
っ
た
と
見
ら
れ
て
い
る

汚
職
捜
査
の
結
果
、
２
５
日

に
ワ
セ
フ
氏
を
は
じ
め
、
フ
ェ

コ
メ
ル
シ
オ
元
会
長
の
オ
ル

ラ
ン
ド
・
ジ
ニ
ス
氏
、
弁
護

氏
の
マ
ル
シ
ア
・
カ
リ
ー
ナ
・

カ
ス
テ
ロ
・
ブ
ラ
ン
コ
・
ザ
ン

ピ
ロ
ン
氏
、
同
じ
く
弁
護
士

の
ル
イ
ー
ザ
・
ナ
ジ
ブ
・
エ

ル
ー
フ
氏
の
計
４
人
が
起
訴

さ
れ
た
。

　

リ
オ
州
検
察
局
に
よ
る
と
、

ワ
セ
フ
氏
の
口
座
で
は
す
で

に
、
フ
ェ
コ
メ
ル
シ
オ
に
よ
る

入
金
と
見
ら
れ
る
不
審
な
現

金
の
動
き
が
確
認
さ
れ
て
い

る
と
い
う
。

　

告
発
状
に
よ
る
と
、
ワ
セ

フ
氏
は
４
５
０
万
レ
ア
ル
を

ル
イ
ー
ザ
・
エ
ル
ー
フ
氏
か

ら
受
け
取
っ
て
い
た
痕
跡
が

あ
る
と
い
う
。

　
こ
の
捜
査
で
は
、
ラ
ヴ
ァ
・

ジ
ャ
ッ
ト
作
戦
で
ル
ー
ラ
元

大
統
領
の
弁
護
を
務
め
て
い

る
ク
リ
ス
チ
ア
ー
ノ
・
ザ
ニ

ン
氏
と
ロ
ベ
ル
ト
・
テ
イ
シ
ェ

イ
ラ
氏
、
連
邦
高
等
裁
判
所

の
ウ
ン
ベ
ル
ト
・
マ
ル
チ
ン
ス

長
官
の
息
子
の
エ
ド
ゥ
ア
ル

ド
・
マ
ル
チ
ン
ス
氏
ら
も
捜

査
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

　

ワ
セ
フ
氏
は
２
０
１
４
年

の
下
院
議
員
選
挙
の
頃
か
ら

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
の
担
当
と
な

り
、
そ
れ
以
降
、
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
一
家
と
懇
意
と
な
り
、
リ

オ
州
議
だ
っ
た
長
男
の
フ
ラ

ヴ
ィ
オ
氏
（
現
上
議
）
の
担

当
弁
護
士
も
つ
と
め
る
よ
う

に
な
っ
た
。
１
８
年
の
大
統

領
選
の
際
に
は
、
ワ
セ
フ
氏

は
大
統
領
か
ら
信
頼
を
置
か

れ
て
い
る
人
物
と
し
て
報
じ

ら
れ
て
も
い
た
。

　

ワ
セ
フ
氏
の
名
前
は
、
フ

ラ
ヴ
ィ
オ
氏
の
リ
オ
州
議
時

代
の
ラ
シ
ャ
ジ
ー
ニ
ャ
疑
惑
の

主
犯
と
見
ら
れ
、
州
議
付
職

員
だ
っ
た
フ
ァ
ブ
リ
シ
オ
・
ケ

イ
ロ
ス
容
疑
者
が
６
月
に
逮

捕
さ
れ
た
際
、
聖
州
ア
チ
バ

イ
ア
に
あ
る
ワ
セ
フ
氏
の
別

宅
で
か
く
ま
わ
れ
て
い
た
こ

と
が
発
覚
し
た
こ
と
で
、
一

躍
有
名
と
な
っ
た
。
ボ
ウ
ソ

も
み
合
い
に
な
っ
た
。
ジ
ョ
ル

ジ
ェ
氏
は
こ
の
人
物
が
撮
影
に

使
っ
て
い
た
携
帯
電
話
を
奪

い
、
同
局
の
中
に
持
ち
込
ん

だ
後
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
中
に

逃
げ
た
。

　

レ
ミ
ス
氏
は
携
帯
電
話
を

取
り
戻
そ
う
と
マ
ー
ラ
氏
を

追
っ
た
が
、、
口
論
の
末
、
ジ
ョ

ル
ジ
ェ
氏
が
レ
ミ
ス
氏
に
銃

弾
５
発
を
発
砲
。
レ
ミ
ス
氏

は
即
死
し
た
。
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
氏

は
逃
走
中
だ
。

外国為替市況
中銀サイトより

9月25日午後 4時現在
米ドル相場

売　5.5550  R$
買　5.5540  R$

円相場
売　0.0527  R$
買　0.0525  R$

信
頼
感
指
数
が
コ
ロ
ナ
前
並
に

緊
急
援
助
金
減
額
な
ど
の
影
響
は
？

エ
ス
ケ
ー
マ
Ｓ
作
戦
で
の
疑
惑
で

原生林喪失

１
８
年
間
で
５
０
万
平
方
キ
ロ

商 業 界

市
長
候
補
が
殺
害
さ
れ
る

汚
職
告
発
中
、
現
職
の
肉
親
に

ミナス・ジェライス州

クリヴェラ市長（Tania Rego/Agencia Brasil）
　

こ
の
裁
判
は
、
ク
リ
ヴ
ェ

ラ
氏
が
２
０
１
８
年
７
月
４

日
に
持
た
れ
た
、
下
議
候
補

で
同
氏
の
息
子
の
マ
ル
セ
ロ
・

ホ
ッ
ジ
・
ク
リ
ヴ
ェ
ラ
氏
と
、

リ
オ
州
議
選
に
出
馬
し
た
ア

レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
コ
ス
タ
氏
の

選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
、
市
の

ご
み
収
集
業
者
「
コ
ン
ル
ル

ブ
」
社
の
車
や
従
業
員
を
大

量
動
員
し
た
こ
と
を
問
わ
れ

た
も
の
だ
。

　

ク
リ
ヴ
ェ
ラ
氏
は
同
時
に
、

教
会
関
係
者
を
招
い
た
イ
ベ

ン
ト
で
、
白
内
障
と
静
脈
瘤

の
手
術
を
希
望
す
る
信
者
に

便
宜
を
図
り
、
土
地
家
屋
税

で
困
っ
て
い
る
牧
師
の
相
談

に
も
の
る
と
持
ち
掛
け
た
後
、

や
は
り
下
議
選
に
出
馬
し
、

補
欠
当
選
と
な
っ
た
ル
ー
ベ

ン
ス
・
テ
イ
シ
ェ
イ
ラ
氏
へ
の

支
援
を
呼
び
か
け
た
こ
と
で

も
訴
え
ら
れ
て
い
た
。

　

こ
の
裁
判
は
２
１
日
に
は

じ
ま
り
、
そ
の
時
点
で
６
対

１
と
、
ク
リ
ヴ
ェ
ラ
氏
の
敗

色
が
濃
厚
に
な
っ
て
い
た
。

だ
が
、
ま
だ
未
投
票
だ
っ
た

ヴ
ィ
ッ
ト
ル
・
マ
ル
セ
ロ
・
ロ

ド
リ
ゲ
ス
判
事
が
「
票
の
見

直
し
」
を
求
め
た
た
め
、
結

審
が
２
４
日
に
持
ち
越
さ
れ

て
い
た
。

　

懸
念
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
ロ

ド
リ
ゲ
ス
判
事
が
、
ク
リ
ヴ
ェ

ラ
氏
を
リ
オ
市
長
選
で
推
薦

し
て
い
る
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領

　

ミ
ナ
ス
・
ジ
ェ
ラ
イ
ス
州
で

２
４
日
、
１
１
月
の
市
長
選

の
候
補
が
殺
害
さ
れ
る
事
件

が
起
こ
っ
た
。
２
５
日
付
伯

字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

殺
害
さ
れ
た
の
は
同
州
パ

ト
ロ
シ
ー
ニ
オ
市
の
市
議
会

議
長
も
務
め
た
カ
シ
オ
・
レ

ミ
ス
氏
（
民
主
社
会
党
・
Ｐ

Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
で
、
２
４
日
午
後
、

同
市
の
事
業
局
の
付
属
施
設

の
中
で
殺
害
さ
れ
た
。

　

死
の
数
分
前
、
レ
ミ
ス
氏

は
事
業
局
前
で
動
画
を
撮
影

し
、
同
局
の
不
正
を
訴
え
て

い
た
。
そ
こ
に
事
業
局
長
で
、

同
市
市
長
の
デ
イ
ロ
ー
・
マ
ー

ラ
氏
の
兄
弟
の
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
・

マ
ー
ラ
氏
が
現
れ
、
レ
ミ
ス

氏
を
撮
影
し
て
い
た
人
物
と

ン
ト
ニ
オ
・
ガ
ロ
チ
ー
ニ
ョ
氏

と
ロ
ジ
ー
ニ
ャ
氏
の
娘
の
ク
ラ

リ
ッ
サ
氏（
社
会
秩
序
共
和
党
・

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
）
が
争
っ
て
い
る
。

　

リ
オ
州
で
は
前
日
も
、
リ

オ
州
議
会
が
ウ
イ
ル
ソ
ン
・

ヴ
ィ
ッ
ツ
ェ
ル
知
事
に
対
す
る

罷
免
審
理
開
始
を
満
場
一
致

で
決
め
た
ば
か
り
で
、
連
日

の
激
震
と
な
っ
た
。

再選出馬に赤信号クリヴェラ・
リオ市長

（１） ２０２０（令和二）年第５５８０号  ９月 ２６日 （土曜日）

と
の
関
係
な
ど
へ
の
言
及
は

な
い
。
だ
が
、
２
５
日
付
エ

ス
タ
ー
ド
紙
は
、
農
地
や
牧

草
地
の
拡
大
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
対

す
る
農
業
の
貢
献
度
を
大
き

く
上
げ
て
お
り
、
農
業
用
地

を
原
生
林
に
戻
す
可
能
性
は

薄
い
と
見
て
い
る
。

　

現
政
権
下
で
の
森
林
伐

採
や
火
災
増
加
で
国
際
社

会
か
ら
の
批
判
が
増
し
、

テ
レ
ー
ザ
・
ク
リ
ス
リ
ー

ナ
農
相
は
ア
マ
ゾ
ン
を
開

発
し
な
く
て
も
農
産
物
増

産
は
可
能
と
発
言
。
食
肉

会
社
も
自
社
製
品
が
環
境

破
壊
と
は
無
縁
で
あ
る
事

を
監
視
・
証
明
す
る
必
要

に
迫
ら
れ
て
い
る
の
に
、

正
副
大
統
領
や
安
全
保

障
室
長
官
、
環
境
相
は
、

「
デ
ー
タ
改
ざ
ん
」「
根
拠

な
き
批
判
」「
伯
国
は
環
境

保
護
の
模
範
国
」
と
語
っ

て
い
る
。

ナ
ロ
一
家
の
担
当
弁

護
士
を
降
り
た
の
は

こ
の
頃
だ
。

　

同
氏
に
は
こ
の
後

も
、
ケ
イ
ロ
ス
氏
の

癌
治
療
入
院
費
用
の

負
担
疑
惑
や
食
費
大

手
Ｊ
Ｂ
Ｓ
社
か
ら
の

収
賄
疑
惑
な
ど
が
浮

上
し
て
い
る
。



　

あ
ら
、
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
、
説
明
が
長
す
ぎ
た
か
し
ら
。
と
に
か
く
、
そ

う
い
う
事
情
で
、
こ
ち
ら
で
私
は
日
本
語
学
校
の
先
生
を
し
て
ま
す
け
ど
、

そ
れ
は
別
に
、教
会
か
ら
命
令
を
受
け
て
や
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
。
ち
ゃ

ん
と
、
そ
れ
な
り
の
報
酬
を
頂
い
て
働
い
て
い
ま
す
よ
。
あ
、
で
も
そ
ん
な

こ
と
、
あ
な
た
に
報
告
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
わ
ね
」

「
ア
ハ
ハ
ハ
、、、
そ
の
辺
り
は
、
ア
ヤ
の
正
直
さ
が
ま
と
も
に
出
て
い
る
と

い
う
感
じ
だ
ね
。

　

な
る
ほ
ど
、
今
の
説
明
で
、
今
ま
で
僕
の
中
に
あ
っ
た
疑
問
が
大
分
解
け

て
き
た
と
い
う
と
こ
ろ
か
な
。
い
や
、
僕
は
最
初
、
ア
ヤ
は
教
会
の
一
員
で
、

日
本
語
学
校
の
先
生
の
仕
事
も
そ
の
一
部
だ
と
思
っ
て
い
た
か
ら
、
か
な
り
、

誤
解
し
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
ね
。
と
な
る
と
、
こ
れ
か
ら
は
あ
ま
り

そ
の
点
に
は
気
を
使
わ
な
く
て
も
い
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
ね
」

「
そ
れ
は
、
ど
う
い
う
意
味
な
の
、
マ
ル
コ
ス
。
教
会
が
後
ろ
盾
に
な
っ
て

い
な
い
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
私
に
そ
れ
ほ
ど
敬
意
を
表
す
る
必
要
は
な
い
と

い
う
こ
と
か
し
ら
」

「
あ
、
い
や
、
と
ん
で
も
な
い
。
ア
ヤ
に
は
こ
れ
か
ら
も
ち
ゃ
ん
と
敬
意
を

表
し
て
い
き
ま
す
か
ら
、
そ
の
ご
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
ね
、
今
ま
で

僕
は
、
ア
ヤ
は
結
局
将
来
は
修
道
女
の
道
を
進
む
の
か
な
と
い
う
ふ
う
に
考

え
て
い
た
か
ら
、
何
と
い
う
か
、
あ
る
種
、
近
寄
り
が
た
い
よ
う
な
存
在
と

し
て
見
て
い
た
わ
け
だ
ね
。
で
も
、
今
の
話
を
聞
い
て
、
何
だ
か
ほ
っ
と
し

た
よ
う
な
感
じ
に
な
っ
た
ね
。

　

も
っ
と
人
間
ら
し
く
な
っ
た
と
い
う
か
、
身
近
な
人
に
な
っ
た
と
い
う
感

じ
か
な
。
は
い
、
そ
う
い
う
こ
と
で
す
」

「
何
だ
か
、
苦
し
い
言
い
訳
の
よ
う
に
も
聞
こ
え
る
け
ど
、
で
も
、
そ
う
い

う
ふ
う
に
言
っ
て
も
ら
え
る
と
私
の
方
も
気
が
楽
に
な
る
し
、
私
た
ち
の
会

話
も
、
も
っ
と
親
し
み
や
す
い
感
じ
に
な
る
の
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
。
あ
ま
り

先
生
と
か
、
教
会
の
要
人
だ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
、
そ
ち
ら
で
意
識
し
て

も
ら
う
と
、
こ
ち
ら
も
ち
ょ
っ
と
話
し
に
く
い
と
い
う
感
じ
に
な
る
か
ら
。

こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
、
お
互
い
に
友
だ
ち
と
し
て
話
し

合
っ
た
ら
い
い
と
思
う
け
ど
、
ど
う
か
し
ら
」

「
そ
う
で
す
ね
、
僕
の
方
も
そ
れ
を
希
望
し
ま
す
。
で
も
ね
ア
ヤ
、
急
に
そ

う
い
う
ふ
う
に
、
つ
ま
り
友
だ
ち
同
士
の
よ
う
に
す
ぐ
変
え
ろ
と
言
わ
れ
て

も
、
簡
単
に
は
い
か
な
い
と
思
う
ね
。
ま
あ
、
時
間
を
か
け
な
が
ら
だ
ん
だ

ん
そ
う
い
う
形
に
持
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
ど
う
で
す
か
」

「
マ
ル
コ
ス
が
そ
う
い
う
ふ
う
に
希
望
す
る
の
な
ら
、
そ
れ
で
い
い
で
し
ょ

う
。
こ
う
い
う
こ
と
は
、
一
々
意
識
す
る
こ
と
じ
ゃ
な
く
、
自
然
に
変
わ
っ

て
行
く
と
い
う
の
が
一
番
い
い
か
も
し
れ
な
い
わ
ね
。
で
も
、
こ
こ
の
と
こ

ろ
、
私
た
ち
は
何
だ
か
随
分
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
喋
っ
て
き
て
い
る
わ
ね
。

こ
れ
だ
け
話
し
合
っ
て
や
っ
と
、
友
だ
ち
の
領
域
に
達
す
る
こ
と
と
い
う
の

は
、
ど
う
な
の
か
し
ら
。
時
間
を
か
け
過
ぎ
て
い
る
と
い
う
か
、
お
互
い
を

理
解
し
あ
う
の
が
遅
す
ぎ
る
と
い
う
か
、
と
に
か
く
、
あ
ま
り
普
通
の
こ
と

と
は
言
え
な
い
よ
う
ね
」

「
そ
れ
は
ね
、
ア
ヤ
、
さ
っ
き
僕
が
言
っ
た
よ
う
に
、
あ
な
た
の
方
に
責
任

が
あ
り
ま
す
」

「
私
に
は
何
の
責
任
も
な
い
わ
。
あ
な
た
が
勝
手
に
、
近
寄
り
難
い
と
い
う

ふ
う
に
考
え
て
い
た
だ
け
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
マ
ル
コ
ス
の
方
で
遠
慮
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
」

「
そ
う
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
で
も
、
ア
ヤ
に
は
ど
う
も
、
そ
う
い
う
雰
囲

気
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
事
実
で
す
ね
。
何
と
い
っ
て
も
あ
な
た
は
僕
の

先
生
と
い
う
こ
と
に
は
違
い
な
い
ん
だ
か
ら
、
ど
う
し
て
も
そ
こ
に
引
っ
か

か
っ
て
し
ま
う
と
い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
」

（46）

県け
ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

が
独ど

く

自じ

ア
プ
リ
開か

い

発は
つ

若
わか

手
て

大
だい

活
かつ

躍
やく

で８００食
しょく

販
はん

売
ばい

！北
ほっ

海
かい

道
どう

本ほ
ん

紙し

へ
の
寄き

付ふ

者し
ゃ

芳ほ
う

名め
い

（２）２０２０（令和二）年 第５５８０号 ９月 ２６日 （土曜日）

鈴
すず

木
き

南
なん

樹
じゅ

（貞
てい

次
じ

郎
ろう

）夫
ふ

妻
さい

左
ひだり

から大
おお

沼
ぬま

宣
のり

信
のぶ

会
かい

長
ちょう

、平
ひら

野
の

オストン副
ふく

会
かい

長
ちょう

（１３）

首し
ゅ

相し
ょ
う

表ひ
ょ
う

明め
い

、
全ぜ

ん

世せ

界か
い

対た
い

象し
ょ
う

来ら
い

月げ
つ

１
日た

ち

、
条じ

ょ
う

件け
ん

付つ

き
緩か

ん

和わ

中ち
ゅ
う

長ち
ょ
う

期き

滞た
い

在ざ
い

者し
ゃ

の
入に

ゅ
う

国こ
く

再さ
い

開か
い

へ

い
う
形か

た
ちで
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し

て
い
っ
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
事じ

情じ
ょ
うと
移い

民み
ん

社し
ゃ

会か
い

の
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うの
一い

っ

括か
つ

紹し
ょ
う

介か
い

を
目も

く

的て
き

に
、
１
９
２
２
年ね

ん

９
月が

つ

に
ブ
ラ
ジ
ル
時じ

報ほ
う

社し
ゃ

が

『
新し

ん

進し
ん

之の

伯ぶ

剌ら

西じ

爾る

』、
聖せ

い

州し
ゅ
う

新し
ん

報ぽ
う

社し
ゃ

が
『
北ほ

く

西せ
い

年ね
ん

鑑か
ん

』

（
１
９
２
４
年ね

ん

３
月が

つ

）、『
の

ろ
え
す
て
年ね

ん

鑑か
ん

』（
１
９
２
７

年ね
ん

）、『
ノ
ロ
エ
ス
テ
、
ソ
ロ
カ

バ
ナ
、
パ
ウ
リ
ス
タ
線せ

ん

邦ほ
う

人じ
ん

年ね
ん

鑑か
ん

』（
１
９
３
０
年ね

ん

）
な

ど
の
年ね

ん

鑑か
ん

モ
ノ
が
こ
の
時じ

代だ
い

に

始は
じ

ま
っ
た
。
前ぜ

ん

半は
ん

に
特と

く

集し
ゅ
う

記き

事じ

、
後こ

う

半は
ん

に
各か

く

地ち

の
商

し
ょ
う

店て
ん

や

農の
う

家か

の
広こ

う

告こ
く

を
載の

せ
る
年ね

ん

鑑か
ん

の
形け

い

式し
き

が
一い

っ

般ぱ
ん

的て
き

に
な
っ
た
。

　
一い

っ

方ぽ
う

で
、
地ち

方ほ
う

か
ら
聖せ

い

市し

コ
ロ
ナ
の
影え

い

響き
ょ
うも
あ
っ
て
な
か

な
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

久ひ
さ

し
ぶ
り
に
皆み

な

さ
ん
の
顔か

お

を

直ち
ょ
く

接せ
つ

み
る
こ
と
が
で
き
て
嬉う

れ

し
い
で
す
」
と
笑え

顔が
お

を
浮う

か

べ
た
。

　

同ど
う

祭さ
い

販は
ん

売ば
い

物ぶ
つ

の
評

ひ
ょ
う

判ば
ん

に
つ

い
て
も
「
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

に
ち
な
ん

で
、
家い

え

で
食た

べ
れ
な
い
も
の
を

…
と
思お

も

い
に
し
ん
と
イ
カ
を

提て
い

供き
ょ
うし
ま
し
た
。
お
陰か

げ

様さ
ま

で

評ひ
ょ
う

判ば
ん

も
よ
く
、
お
客

き
ゃ
く

様さ
ま

の
中な

か

で
も
『
こ
れ
が
食た

べ
た
い
か
ら

コ
ロ
ナ
が
始は

じ

ま
っ
て
初は

じ

め
て
家い

え

か
ら
で
た
』と
い
う
方か

た

も
い
て
、

と
て
も
嬉う

れ

し
か
っ
た
で
す
。
既す

で

に
次じ

回か
い

は
何な

に

に
し
よ
う
か
と

仲な
か

間ま

内う
ち

で
話は

な

し
て
い
ま
す
ね
」

（
２
）
戦せ

ん

前ぜ
ん

の
邦ほ

う

字じ

紙し

全ぜ
ん

盛せ
い

期き

（
１
９
２
６
〜
１
９
３
６
年ね

ん

）

時じ

期き

で
も
あ
る
。

　

経け
い

済ざ
い

基き

盤ば
ん

が
整

と
と
の

っ
て
、
文ぶ

ん

化か

を
語か

た

る
精せ

い

神し
ん

的て
き

な
余よ

裕ゆ
う

が

出で

来き

た
時じ

代だ
い

と
な
っ
た
。
初し

ょ

期き

の
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

で
は
同ど

う

好こ
う

者し
ゃ

に

よ
る
短た

ん

歌か

や
小

し
ょ
う

説せ
つ

な
ど
の
集つ

ど

い
が
も
た
れ
る
な
ど
の
文ぶ

ん

芸げ
い

活か
つ

動ど
う

の
萌ほ

う

芽が

が
見み

ら
れ
、
ま

ず
は
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

の
青せ

い

年ね
ん

会か
い

の
会か

い

報ほ
う

に
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
て
腕う

で

試だ
め

し
を
し
、

次つ
ぎ

に
邦ほ

う

字じ

紙し

に
発は

っ

表ぴ
ょ
うす
る
と

段だ
ん

落ら
く

し
、
た
だ
牛

ぎ
ゅ
う

馬ば

の
ご
と

く
働は

た
らい
て
き
た
初し

ょ

期き

移い

民み
ん

た

ち
は
よ
う
や
く
一ひ

と

息い
き

つ
い
た

状じ
ょ
う

態た
い

に
な
り
、
味あ

じ

気け

な
い
開か

い

拓た
く

生せ
い

活か
つ

の
中な

か

で
楽た

の

し
み
を
求も

と

め
る
気き

持も

ち
が
強つ

よ

く
な
っ
た
。

サ
ン
パ
ウ
ロ
州し

ゅ
う
の
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

で

日に

本ほ
ん

人じ
ん

地じ

主ぬ
し

や
借

し
ゃ
く

地ち

自じ

営え
い

農の
う

が
増ふ

え
、
経け

い

済ざ
い

基き

盤ば
ん

が
よ
う

や
く
固か

た

ま
り
、
文ぶ

ん

学が
く

活か
つ

動ど
う

が

徐じ
ょ

々じ
ょ

に
盛さ

か

ん
に
な
っ
て
き
た

が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

翌よ
く

１
９
２
３
年ね

ん

に
は
こ
れ

ま
で
の
公こ

う

使し

に
代か

わ
っ
て
初は

じ

め

て
大た

い

使し

館か
ん

が
設せ

っ

置ち

さ
れ
、
初し

ょ

代だ
い

田た

付つ
け

七し
ち

太た

大た
い

使し

が
派は

遣け
ん

さ

れ
る
な
ど
、
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

の
勢せ

い

威い

を
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

に
示し

め

す
よ
う

な
こ
と
が
相あ

い

次つ

ぎ
、
在ざ

い

留り
ゅ
う

邦ほ
う

人じ
ん

は
自じ

信し
ん

を
深ふ

か

め
た
。

　

１
９
２
０
年ね

ん

代だ
い

前ぜ
ん

半は
ん

に
は

黎れ
い

明め
い

期き

の
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

造ぞ
う

成せ
い

も
一い

ち

⑤
娯ご

楽ら
く

を
求も

と

め
る
心し

ん

理り

、
団だ

ん

体た
い

組そ

織し
き

化か

　

１
９
２
２
年ね

ん

に
は
ブ
ラ
ジ

ル
独ど

く

立り
つ

百ひ
ゃ
く

周し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

日び

を

祝し
ゅ
く

福ふ
く

し
て
日に

本ほ
ん

帝て
い

国こ
く

海か
い

軍ぐ
ん

の

練れ
ん

習し
ゅ
う

艦か
ん

が
初は

つ

訪ほ
う

問も
ん

し
、
サ
ン

ト
ス
港こ

う

に
海か

い

国こ
く

日に

本ほ
ん

の
偉い

容よ
う

を
示し

め

し
た
。
長な

が

い
間

あ
い
だ

日に

本ほ
ん

に

触ふ

れ
た
こ
と
な
か
っ
た
移い

民み
ん

の

中な
か

に
は
、
隊た

い

員い
ん

た
ち
の
腕う

で

に

し
が
み
つ
い
て
感か

ん

涙る
い

す
る
も
の

取と

り
を
チ
ェッ
ク
で
き
る
機き

能の
う

の
ア
プ
リ
を
独ど

く

自じ

開か
い

発は
つ

、
提て

い

供き
ょ
うし
て
く
れ
た
の
は
本ほ

ん

当と
う

に
び

っ
く
り
し
ま
し
た
」
と
想そ

う

定て
い

外が
い

の
出で

来き

事ご
と

に
心し

ん

底そ
こ

驚お
ど
ろい
た

様よ
う

子す

。

　

平ひ
ら

野の

オ
ス
ト
ン
第だ

い

２
副ふ

く

会か
い

長ち
ょ
う（
三さ

ん

世せ
い

・
４
９
歳さ

い

）
は
、

「
今こ

年と
し

初は
じ

め
て
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

協き
ょ
う

会か
い

で
イ
ベ
ン
ト
を
行お

こ
ない
ま
し
た
。

青せ
い

年ね
ん

部ぶ

や
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

な
ど
各か

く

方ほ
う

面め
ん

か
ら
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
５
０
人に

ん

程ほ
ど

集あ
つ

ま
っ
た
。

大お
お

沼ぬ
ま

会か
い

長ち
ょ
うは
「
こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
告こ

く

知ち

か
ら
食

し
ょ
く

材ざ
い

の
仕し

入い

れ
、
販は

ん

売ば
い

に
至い

た

る
ま
で
わ

ず
か
４
５
日に

ち

程ほ
ど

で
し
た
。
当と

う

会か
い

の
平ひ

ら

野の

第だ
い

２
副ふ

く

会か
い

長ち
ょ
うが
先せ

ん

頭と
う

に
立た

ち
、
若わ

か

手て

中ち
ゅ
う

心し
ん

に
開か

い

催さ
い

で
き
て
本ほ

ん

当と
う

に
心

こ
こ
ろ

強づ
よ

い
で

す
」
と
誇ほ

こ

ら
し
げ
に
語か

た
っ
た
。

　

さ
ら
に
「
何な

に

よ
り
も
若わ

か

手て

は
ワ
ッ
ツ
ア
ッ
プ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
の
ネ
ッ
ト
を
大お

お

い
に
活か

つ

用よ
う

し

準じ
ゅ
ん

備び

し
て
い
た
の
で
、
ス
ピ

ー
ド
が
早は

や

く
本ほ

ん

当と
う

に
驚お

ど
ろ
き
ま

し
た
。
現げ

ん

在ざ
い

、
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

に
県け

ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

中ち
ゅ
うの
協

き
ょ
う

会か
い

メ
ン
バ
ー

が
今こ

ん

回か
い

の
イ
ベ
ン
ト
の
た
め

に
、
購こ

う

入に
ゅ
う

者し
ゃ

に
購こ

う

入に
ゅ
う

番ば
ん

号ご
う

を
自じ

動ど
う

で
割わ

り
振ふ

り
し
受う

け

年ね
ん

６
月が

つ

か
ら
『
塾

じ
ゅ
く

友ゆ
う

』
を
発は

っ

行こ
う

し
、
こ
の
種し

ゅ

の
教

き
ょ
う

養よ
う

雑ざ
っ

誌し

の
嚆こ

う

矢し

と
な
っ
た
。

て
、
各か

く

人じ
ん

口こ
う

の
２
％
に
相そ

う

当と
う

す
る
人に

ん

数ず
う

を
そ
の
国く

に

か
ら
の

年ね
ん

間か
ん

移い

民み
ん

許き
ょ

可か

数す
う

に
設せ

っ

定て
い

し

た
も
の
で
、
法ほ

う

律り
つ

の
条

じ
ょ
う

文ぶ
ん

に

は
直

ち
ょ
く

接せ
つ

に
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

の
禁き

ん

止し

と
は
書か

い
て
い
な
い
が
、「
帰き

化か

不ふ

能の
う

外が
い

人じ
ん

の
入

に
ゅ
う

国こ
く

を
禁き

ん

じ
対た

い

象し
ょ
うと
し
て
、
全ぜ

ん

世せ

界か
い

か
ら

の
入

に
ゅ
う

国こ
く

を
条

じ
ょ
う

件け
ん

付つ

き
で
認み

と

め

る
と
表

ひ
ょ
う

明め
い

し
た
。
観か

ん

光こ
う

客き
ゃ
くを

除の
ぞ

き
１
０
月が

つ

１
日た

ち

か
ら
開か

い

始し

す
る
。
入

に
ゅ
う

国こ
く

者し
ゃ

数す
う

は
限げ

ん

定て
い

的て
き

今こ
ん

度ど

は
パ
エ
リ
ア
祭ま

つ

り
開か

い

催さ
い

高こ
う

知ち

県け
ん

人じ
ん

会か
い

イ
ベ
ン
ト
第だ

い

２
弾だ

ん

　
「
コ
ロ
ナ
禍か

に
も
関か

か

わ
ら
ず
、
各か

く

方ほ
う

面め
ん

か
ら
５
０
人に

ん

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集あ

つ

ま
り
ま
し

た
。
人ひ

と

は
宝た

か
ら
だ
と
改あ

ら
た
め
て
感か

ん

じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
ね
」
―
―
ブ
ラ
ジ
ル
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

の
大お

お

沼ぬ
ま

宣の
り

信の
ぶ

会か
い

長ち
ょ
う（
二に

世せ
い

・
７
２
歳さ

い

）
は
、
そ
う
嬉う

れ

し
そ
う
に
語か

た
っ
た
。
既き

報ほ
う

の
高こ

う

知ち

県け
ん

人じ
ん

会か
い

や
滋し

賀が

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
イ
ベ
ン
ト
に
続つ

づ

き
、
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

協き
ょ
う

会か
い

で
も
９
月が

つ

１
３

日に
ち

「
第だ

い

２
５
回か

い

北ほ
っ

海か
い

道ど
う

祭ま
つ

り
」
が
行お

こ
なわ
れ
、
新し

ん

世せ

代だ
い

が
大お

お

い
に
活か

つ

躍や
く

し
た
。

中ち
ゅ
う

心し
ん

担に
な

う
次じ

世せ

代だ
い

の
青せ

い

年ね
ん

ら

焼
や

きにしんの煙
けむり

が立
た

ち込
こ

める調
ちょう

理
り

場
ば

と
笑え

顔が
お

で
語か

た

る
。

　

同ど
う

協き
ょ
う

会か
い

青せ
い

年ね
ん

部ぶ

の
池い

け

尻じ
り

直な
お

美み

部ぶ

長ち
ょ
う（
三さ

ん

世せ
い・２
９
歳さ

い

）は
、

若わ
か

手て

の
協

き
ょ
う

力り
ょ
くが
増ふ

え
た
と
い

う
。

　
「
私わ

た
しの
両

り
ょ
う

親し
ん

は
以い

前ぜ
ん

イ
ベ
ン

ト
の
手て

伝つ
だ

い
を
よ
く
行

お
こ
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
今こ

ん

回か
い

は
年ね

ん

齢れ
い

に

よ
る
コ
ロ
ナ
の
リ
ス
ク
を
考か

ん
が
え

参さ
ん

加か

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
他ほ

か

に
も
同お

な

じ
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うの
方か

た

が
い
ま

し
た
が
、
そ
の
ぶ
ん
前ま

え

よ
り

も
若わ

か

手て

が
増ふ

え
、
よ
り
補お

ぎ
な
お

う
と
い
う
力ち

か
らが
強つ

よ

く
な
っ
た
と

　

ブ
ラ
ジ
ル
高こ

う

知ち

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
片か

た

山や
ま

ア
ル
ナ
ン
ド
会か

い

長ち
ょ
う）は
、

７
月が

つ

に
行お

こ
な
わ
れ
た
フ
ェ
イ
ジ
ョ

ア
ー
ダ
祭ま

つ

り
に
続つ

づ

き
、
１
０

月が
つ

３
日か

に
は
「
パ
エ
リ
ア
祭ま

つ

り
」
を
開か

い

催さ
い

す
る
。「
パ
エ
リ

ア
」
は
、
米こ

め

と
一い

っ

緒し
ょ

に
、
野や

菜さ
い

、
魚ぎ

ょ

介か
い

類る
い

、
肉に

く

な
ど
の
食

し
ょ
く

材ざ
い

を
炊た

き
込こ

む
ス
ペ
イ
ン
を

代だ
い

表ひ
ょ
うす
る
世せ

界か
い

的て
き

人に
ん

気き

料
り
ょ
う

理り

だ
。

　

片か
た

山や
ま

会か
い

長ち
ょ
うは
「
前ぜ

ん

回か
い

の
祭ま

つ

り
で
は
本ほ

ん

当と
う

に
多お

お

く
の
方か

た

に

買か

っ
て
い
た
だ
き
本ほ

ん

当と
う

に
感か

ん

謝し
ゃ

焼や

き
」
を
販は

ん

売ば
い

し
、
な
ん
と

約や
く

８
０
０
食し

ょ
く
も
売う

り
上あ

げ
た

と
い
う
。
当と

う

日じ
つ

は
同ど

う

協き
ょ
う

会か
い

の

　

同ど
う

祭さ
い

で
は
、
母ぼ

県け
ん

の
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
「
焼や

き
に
し
ん
」
と
「
イ
カ
の
姿

す
が
た

な
範は

ん

囲い

に
と
ど
め
、
感か

ん

染せ
ん

拡か
く

大だ
い

の
防ぼ

う

止し

と
経け

い

済ざ
い

活か
つ

動ど
う

の
両

り
ょ
う

立り
つ

を
図は

か

る
。
来ら

い

夏か

の
東と

う

京き
ょ
う

五ご

輪り
ん

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開か

い

催さ
い

準じ
ゅ
ん

備び

を
加か

速そ
く

さ
せ
る
狙ね

ら

い
も

あ
る
。

　

首し
ゅ

相し
ょ
うは
会か

い

合ご
う

で
「
経け

い

済ざ
い

再さ
い

生せ
い

の
た
め
に
は
国こ

く

際さ
い

的て
き

な
人ひ

と

の
往お

う

来ら
い

再さ
い

開か
い

が
不ふ

可か

欠け
つ

だ
。

日に

本ほ
ん

人じ
ん

、
外が

い

国こ
く

人じ
ん

を
問と

わ
ず
、

検け
ん

査さ

を
し
っ
か
り
行

お
こ
な
っ
た
上う

え

で

で
き
る
限か

ぎ

り
往お

う

来ら
い

を
再さ

い

開か
い

し

て
い
く
」
と
述の

べ
た
。

　

西に
し

村む
ら

康や
す

稔と
し

経け
い

済ざ
い

再さ
い

生せ
い

担た
ん

当と
う

相し
ょ
うは
会か

い

合ご
う

後ご

の
記き

者し
ゃ

会か
い

見け
ん

で
、

入に
ゅ
う

国こ
く

制せ
い

限げ
ん

の
緩か

ん

和わ

に
つ
い
て

「
各か

っ

国こ
く

の
感か

ん

染せ
ん

状じ
ょ
う

況き
ょ
うを
見み

な

が
ら
、
ニ
ー
ズ
の
高た

か

い
も
の
か

ら
進す

す

め
て
い
く
」
と
説せ

つ

明め
い

し

た
。出

し
ゅ
っ

国こ
く

前ま
え

の
検け

ん

査さ

証し
ょ
う

明め
い

や
、

入に
ゅ
う

国こ
く

後ご

２
週

し
ゅ
う

間か
ん

の
自じ

宅た
く

待た
い

機き

な
ど
を
、
受う

け
入い

れ
る
企き

業
ぎ
ょ
う

や
団だ

ん

体た
い

が
確か

く

約や
く

す
る
こ
と
が

条じ
ょ
う

件け
ん

と
な
る
。

　

政せ
い

府ふ

は
現げ

ん

在ざ
い

、
１
５
９
カ

国こ
く

・
地ち

域い
き

か
ら
の
外が

い

国こ
く

人じ
ん

の

入に
ゅ
う

国こ
く

を
原げ

ん

則そ
く

拒き
ょ

否ひ

し
て
い

る
。

　

入
に
ゅ
う

国こ
く

制せ
い

限げ
ん

の
緩か

ん

和わ

は
、
こ

れ
ま
で
ビ
ジ
ネ
ス
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

が

主お
も

な
対た

い

象し
ょ
うだ
っ
た
。
タ
イ
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
１
６
カ

国こ
く

・
地ち

域い
き

と
の
間あ

い
だ
で
往お

う

来ら
い

再さ
い

開か
い

に
関か

ん

す
る
協

き
ょ
う

議ぎ

を
個こ

別べ
つ

に

進す
す

め
て
お
り
、
一い

ち

部ぶ

で
は
既す

で

に

再さ
い

開か
い

し
て
い
る
。

　

今こ
ん

回か
い

は
ビ
ジ
ネ
ス
に
加く

わ

え
、

私し

費ひ

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

や
技ぎ

能の
う

実じ
っ

習
し
ゅ
う

生せ
い

、
医い

療り
ょ
う、
文ぶ

ん

化か

芸げ
い

術じ
ゅ
つ、
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
を
目も

く

的て
き

と
す
る

入に
ゅ
う

国こ
く

も
認み

と

め
る
。
羽は

ね

田だ

、
成な

り

田た

、
関か

ん

西さ
い

の
３
空く

う

港こ
う

の
ほ
か
、

中ち
ゅ
う

部ぶ

空く
う

港こ
う

で
も
検け

ん

査さ

体た
い

制せ
い

の

拡か
く

充じ
ゅ
うを
進す

す

め
る
。

　
一い

っ

方ぽ
う

、
茂も

て

木ぎ

敏と
し

充み
つ

外が
い

相し
ょ
うは

２
５
日に

ち

の
記き

者し
ゃ

会か
い

見け
ん

で
、
出

し
ゅ
つ

入に
ゅ
う

国こ
く

制せ
い

限げ
ん

に
関か

ん

し
、
駐

ち
ゅ
う

在ざ
い

員い
ん

な
ど
長

ち
ょ
う

期き

滞た
い

在ざ
い

者し
ゃ

を
対た

い

象し
ょ
うと

し
た
往お

う

来ら
い

を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

は
３
０
日に

ち

か
ら
、
ブ
ル
ネ
イ

は
１
０
月が

つ

８
日か

か
ら
そ
れ
ぞ

れ
再さ

い

開か
い

す
る
と
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
相す

も

撲う

連れ
ん

盟め
い

の
赤あ

か

木ぎ

政ま
さ

敏と
し

相そ
う

談だ
ん

役や
く

、
エ
ン
ポ
リ

オ
古こ

賀が

（
ニ
ッ
ケ
イ
新し

ん

聞ぶ
ん

代だ
い

理り

店て
ん

）、
大お

お

矢や

進ゆ
き

貞さ
だ

さ
ん
、

お
も
い
で
酒さ

か

場ば

パ
ブ
カ
ラ
オ

ケ
、
林は

や
しヨ
シ
ノ
ブ
・
パ
ウ
ロ
さ

ん
、
平ひ

ら

延の
べ

渉わ
た
るさ
ん
、
匿と

く

名め
い

希き

望ぼ
う

の
篤と

く

志し

家か

の
皆み

な

さ
ま
よ
り

寄き

付ふ

を
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

思お
も

い
ま
す
」
と
コ
ロ
ナ
禍か

に
起お

き
た
変へ

ん

化か

を
語か

た

る
。

　

同ど
う

祭さ
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
半は

ん

分ぶ
ん

以い

上じ
ょ
うを
占し

め
る
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
の
藤ふ

じ

井い

・
ヒ
カ
ル
ド
・

シ
ン
ジ
さ
ん
（
四よ

ん

世せ
い

・
４
５

歳さ
い

）
も
、「
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

活か
つ

動ど
う

も
今こ

年と
し

は
オ
ン
ラ
イ
ン

ば
か
り
で
す
。
今こ

ん

回か
い

久ひ
さ

し
ぶ

り
に
皆み

ん
な
の
顔か

お

を
み
れ
て
本ほ

ん

当と
う

に
嬉う

れ

し
か
っ
た
で
す
。
笑え

顔が
お

で

買か

っ
て
い
く
お
客

き
ゃ
く

様さ
ま

の
顔か

お

も
み

れ
て
疲つ

か

れ
も
吹ふ

っ
飛と

び
ま
し

た
」
と
額ひ

た
いの
汗あ

せ

を
拭ふ

い
た
。

に
転て

ん

住じ
ゅ
うし
て
く
る
移い

民み
ん

も
増ふ

え
、
１
９
２
５
年ね

ん

に
唯ゆ

い

一い
つ
の

親し
ん

睦ぼ
く

団だ
ん

体た
い

、
当と

う

時じ

の
コ
ロ
ニ

ア
の
上

じ
ょ
う

流り
ゅ
う

階か
い

級き
ゅ
うと
も
い
え
る

「
サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

本ほ
ん

人じ
ん

倶く

楽ら

部ぶ

」
が
生う

ま
れ
た
。
そ
の
よ

う
な
聖せ

い

市し

の
環か

ん

境き
ょ
うに
お
い
て
、

１
０
キ
ロ
以い

内な
い

。
配は

い

送そ
う

料り
ょ
うは

１
０
レ
ア
ル
。
提て

い

供き
ょ
う

時じ

間か
ん

は

「
昼

ち
ゅ
う

食し
ょ
く」
１
０
時じ

か
ら
１
４

時じ

、
ま
た
は
「
夕ゆ

う

食し
ょ
く」
１
５

時じ

か
ら
１
８
時じ

ま
で
の
２
パ

タ
ー
ン
と
な
る
。
注

ち
ゅ
う

文も
ん

は
１

セ
ッ
ト
か
ら
可か

能の
う

。

　
メ
ニ
ュ
ー
は
パ
エ
リ
ア
６
０

レ
ア
ル
（
１
セ
ッ
ト
２
人り

分ぶ
ん

の
量り

ょ
う
）、
焼や

き
そ
ば
２
５
レ
ア

ル
、
桜

さ
く
ら

餅も
ち

２
個こ

セ
ッ
ト
５
レ

ア
ル
・
８
個こ

セ
ッ
ト
１
５
レ

ア
ル
。
注

ち
ゅ
う

文も
ん

の
締し

め

切き
り

は
１
０

月が
つ

１
日た

ち

ま
で
。

　

質し
つ

問も
ん

・
予よ

約や
く

・
注

ち
ゅ
う

文も
ん

は

次つ
ぎ

の
ワ
ッ
ツ
ア
ッ
プ
に
連れ

ん

絡ら
く

を
。

（
ワ
ッ
ツ
ア
ッ
プ
＝
１
１
・ 

９
７
６
８
２
・
７
２
８
２

／
１
１
・
９
７
３
５
８
・
５ 

５
５
１
／
１
１
・
９
９
９
４ 

５
・１
５
４
１
）
ま
で
。

パエリア祭
まつ

りの告
こく

知
ち

　
【
共

き
ょ
う

同ど
う

】
菅す

が

義よ
し

偉ひ
で

首し
ゅ

相し
ょ
うは

２
５
日に

ち

の
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対た

い

策さ
く

本ほ
ん

部ぶ

会か
い

合ご
う

で
、
感か

ん

染せ
ん

防ぼ
う

止し

策さ
く

の
一い

っ

環か
ん

で
実じ

っ

施し

し
て
い

る
入

に
ゅ
う

国こ
く

制せ
い

限げ
ん

に
関か

ん

し
、
ビ
ジ

ネ
ス
な
ど
３
カ
月げ

つ

以い

上じ
ょ
うの
中

ち
ゅ
う

長ち
ょ
う

期き

間か
ん

滞た
い

在ざ
い

す
る
外が

い

国こ
く

人じ
ん

を
る
」
と
の
条

じ
ょ
う

項こ
う

が
あ
り
、「
米べ

い

国こ
く

市し

民み
ん

に
な
る
こ
と
の
で
き

な
い
外が

い

国こ
く

人じ
ん

」
と
は
即す

な
わ

ち
、

ア
ジ
ア
系け

い

移い

民み
ん

を
意い

味み

し
た
。

（
敬け

い

称し
ょ
う

略り
ゃ
く、
つ
づ
く
、
深ふ

か

沢さ
わ

正ま
さ

雪ゆ
き

記き

者し
ゃ

）

す
る
ば
か
り
で
す
。
こ
の
勢

い
き
お

い
で
第だ

い

２
弾だ

ん

も
開か

い

催さ
い

し
ま
す
。

エ
ビ
や
イ
カ
、
タ
コ
、
貝か

い

な

ど
具ぐ

だ
く
さ
ん
の
パ
エ
リ
ア
を

販は
ん

売ば
い

し
ま
す
。
美お

味い

し
い
で

す
よ
。
ぜ
ひ
家か

族ぞ
く

で
食た

べ
て

自じ

粛し
ゅ
くの
ス
ト
レ
ス
を
発は

っ

散さ
ん

し

て
く
だ
さ
い
」
と
語か

た

る
。

　
「
高こ

う

知ち

県け
ん

人じ
ん

会か
い

パ
エ
リ
ア

祭ま
つ

り
」
は
、
同ど

う

会か
い

館か
ん(R

u
a 

dos M
iranhas, 1

9
6
, 

P
in
h
eiros)

を
会か

い

場じ
ょ
うに
持も

ち
帰か

え

り
、
ま
た
は
宅た

く

配は
い

方ほ
う

式し
き

で
行お

こ
な
う
。

　

宅た
く

配は
い

地ち

域い
き

は
同ど

う

会か
い

館か
ん

か
ら

移い

民み
ん

の
子し

弟て
い

教き
ょ
う

育い
く

を
目も

く

的て
き

に

し
た
雑ざ

っ

誌し

と
し
て
、
小こ

林ば
や
し

美み

登ど

利り

が
設せ

つ

立り
つ

し
た
聖せ

い

州し
ゅ
う

義ぎ

塾じ
ゅ
くが
１
９
２
４
年ね

ん

１
月が

つ

か
ら

雑ざ
っ

誌し

『
市し

民み
ん

』
を
、

１
９
２
７

①
ノ
ロ
エ
ス
テ

地ち

方ほ
う

に
激げ

き

増ぞ
う

し
た
読ど

く

者し
ゃ

層そ
う

　

日に

本ほ
ん

で
は

昭し
ょ
う

和わ

恐き
ょ
う

慌こ
う

（
１
９
３
０
〜

１
９
３
４
年ね

ん

）

が
、
国こ

く

民み
ん

の

生せ
い

活か
つ

を
直

ち
ょ
く

撃げ
き

し
、
都と

市し

部ぶ

は
も
ち
ろ
ん
農の

う

村そ
ん

部ぶ

に
お
い

て
も
不ふ

況き
ょ
うと
凶

き
ょ
う

作さ
く

が
重か

さ

な
り

移い

民み
ん

送そ
う

出し
ゅ
つ

圧あ
つ

力り
ょ
くを
た
か
め
て

い
た
。
と
こ
ろ
が
最さ

い

大だ
い

の
移い

民み
ん

受う

け
入い

れ
国こ

く

だ
っ
た
米べ

い

国こ
く

で
は
、
別べ

つ

名め
い

「
排は

い

日に
ち

移い

民み
ん

法ほ
う

」

と
よ
ば
れ
る
１
９
２
４
年ね

ん

移い

民み
ん

法ほ
う

が
作つ

く

ら
れ
た
。

　

こ
れ
は
、
１
８
９
０
年ね

ん

の

国こ
く

勢せ
い

調ち
ょ
う

査さ

の
時と

き

の
外が

い

国こ
く

移い

民み
ん

の
人じ

ん

口こ
う

を
出

し
ゅ
っ

生し
ょ
う

国こ
く

別べ
つ

に
分わ

け



　
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
氏し

は
、
鳴な

り
や
ま
な
い
万ば

ん

雷ら
い

の
拍は

く

手し
ゅ

と
歓か

ん

声せ
い

の
な
か
、
演え

ん

壇だ
ん

を
降お

り
た
。・
・
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
の
窓ま

ど

と

い
う
窓ま

ど

が
振し

ん

動ど
う

し
た
。
…
ロ
ビ
ー
で
は
、
大お

お

勢ぜ
い

の
群ぐ

ん

衆し
ゅ
うに
取と

り

囲か
こ

ま
れ
て
握あ

く

手し
ゅ

攻ぜ

め
と
サ
イ
ン
攻ぜ

め
に
あ
い
、
自じ

分ぶ
ん

の
席せ

き

に
も

ど
る
の
に
、
護ご

衛え
い

官か
ん

が
出で

る
ほ
ど
だ
っ
た
と
い
う
。［
野の

口ぐ
ち

、
Ｐ

１
０
７
］

　

１
９
５
１
年ね

ん

９
月が

つ

、
日に

本ほ
ん

と
米べ

い

英え
い

ソ
な
ど
交こ

う

戦せ
ん

国こ
く

５
１
カ

国こ
く

と
の
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講こ

う

和わ

会か
い

議ぎ

で
、
セ
イ
ロ
ン
の
ジ
ュ

ニ
ウ
ス
・
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
代だ

い

表ひ
ょ
うが
行

お
こ
な
っ
た
演え

ん

説ぜ
つ

の
様よ

う

子す

を
、
現げ

ん

地ち

紙し

「
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
」

は
こ
う
伝つ

た

え
ま
し
た
。

　

日に

本ほ
ん

代だ
い

表ひ
ょ
うの
吉よ

し

田だ

茂し
げ
る

首し
ゅ

相し
ょ
うは
、
気け

高だ
か

い
演え

ん

説ぜ
つ

に
涙な

み
だ
を
あ
ふ

れ
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
日ひ

の
う
ち
に
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル

ダ
ナ
氏し

を
宿

し
ゅ
く

舎し
ゃ

に
訪ほ

う

問も
ん

し
て
、
心こ

こ
ろか
ら
の
お
礼れ

い

を
述の

べ
ま
し
た
。

　

セ
イ
ロ
ン
は
現げ

ん

在ざ
い

の
ス
リ
ラ
ン
カ
で
、
こ
の
国こ

く

名め
い

は
「
光ひ

か

り

輝か
が
やく
島し

ま

」
と
い
う
意い

味み

で
す
。「
光ひ

か

り
輝か

が
やく
島し

ま

」
か
ら
や
っ
て
き

た
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
氏し

が
、
戦せ

ん

後ご

の
日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

に
希き

望ぼ
う

の
光ひ

か
り
を

投な

げ
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
氏し

の
演え

ん

説ぜ
つ

の
内な

い

容よ
う

を
ご
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る

前ま
え

に
、
そ
れ
に
至い

た

る
ま
で
の
氏し

と
ス
リ
ラ
ン
カ
国こ

く

民み
ん

の
日に

本ほ
ん

へ

の
思お

も

い
を
辿た

ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
氏し

は
、
昭

し
ょ
う

和わ

５
４
（
１
９
７
９
）
年ね

ん

、
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うと
し
て
来ら

い

日に
ち

し
、
９
月が

つ

１
１
日に

ち

、
天て

ん

皇の
う

皇こ
う

后ご
う

両り
ょ
う

陛へ
い

下か

が

主し
ゅ

催さ
い

さ
れ
た
宮

き
ゅ
う

中ち
ゅ
う

晩ば
ん

餐さ
ん

会か
い

に
て
、こ
う
ス
ピ
ー
チ
し
て
い
ま
す
。

　
陛へ

い

下か

が
１
９
２
０
年ね

ん

代だ
い

に
皇こ

う

太た
い

子し

と
し
て
ス
リ
ラ
ン
カ
を
訪ほ

う

問も
ん

さ
れ
た
時と

き

、
陛へ

い

下か

が
航こ

う

海か
い

さ
れ
た
船ふ

ね

を
見み

る
た
め
に
誇ほ

こ

ら
し

い
思お

も

い
で
港み

な
と
を
訪お

と
ず
れ
た
の
を
覚お

ぼ

え
て
お
り
ま
す
。［
野の

口ぐ
ち

、
Ｐ

１
６
４
］

　

大た
い

正し
ょ
う１
０
（
１
９
２
１
）
年ね

ん

に
裕ひ

ろ

仁ひ
と

皇こ
う

太た
い

子し

が
欧お

う

州し
ゅ
う

訪ほ
う

問も
ん

の
途と

上じ
ょ
う、
お
召め

し
艦か

ん

が
セ
イ
ロ
ン
に
立た

ち
寄よ

っ
た
時と

き

の
こ
と

で
す
。
全ぜ

ん

長ち
ょ
う１
４
０
ｍ
の
堂ど

う

々ど
う

た
る
戦せ

ん

艦か
ん

を
日に

本ほ
ん

人じ
ん

だ
け
で

自じ

在ざ
い

に
操

あ
や
つ
っ
て
大た

い

洋よ
う

を
渡わ

た

り
、
イ
ギ
リ
ス
の
対た

い

等と
う

の
同ど

う

盟め
い

国こ
く

と

戦せ
ん

後ご

日に

本ほ
ん

に
希き

望ぼ
う

の
光ひ

か
り

を
与あ

た

え
て
く
れ
た

    
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

２０２０年
ねん

6 月
がつ

7 日
か

版
ばん

し
て
公こ

う

式し
き

訪ほ
う

問も
ん

す
る
と
い
う
事こ

と

か
ら
、
同お

な

じ
ア
ジ
ア
人じ

ん

と
し
て

「
誇ほ

こ

ら
し
い
思お

も

い
」
を
抱い

だ

い
た
の
で
し
ょ
う
。

　
ス
リ
ラ
ン
カ
は
紀き

元げ
ん

前ぜ
ん

５
世せ

い

紀き

か
ら
の
古ふ

る

い
歴れ

き

史し

を
持も

つ
国く

に

で
す
が
、
１
５
０
５
年ね

ん

に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
１
６
５
８
年ね

ん

か
ら

は
オ
ラ
ン
ダ
、
１
７
９
６
年ね

ん

か
ら
は
イ
ギ
リ
ス
と
、
そ
れ
ぞ
れ

１
５
０
年ね

ん

ほ
ど
も
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

支し

配は
い

を
受う

け
て
き
ま
し
た
。
当と

う

時じ

は
、
ア
ジ
ア
の
ほ
と
ん
ど
の
地ち

域い
き

が
同ど

う

様よ
う

に
欧お

う

米べ
い

の
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

に

な
る
中な

か

で
、
日に

本ほ
ん

だ
け
が
世せ

界か
い

の
強

き
ょ
う

国こ
く

と
し
て
独ど

く

立り
つ

を
保た

も
っ
て

い
た
の
で
す
。

　
ス
リ
ラ
ン
カ
の
国こ

っ

会か
い

事じ

務む

総そ
う

長ち
ょ
うを
務つ

と

め
た
サ
ム
ソ
ン
・
Ｓ
・

Ｓ
・
ウ
ィ
ジ
ェ
シ
ン
ハ
氏し

は
、
こ
う
語か

た
っ
て
い
ま
す
。

　
日に

ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

に
つ
い
て
は
、
私わ

た
しは
子こ

供ど
も

の
頃こ

ろ

に
父ち

ち

か
ら
聞き

か
さ

れ
ま
し
た
。
１
９
３
０
年ね

ん

代だ
い

の
頃こ

ろ

だ
っ
た
と
思お

も

い
ま
す
。
そ
の

戦せ
ん

争そ
う

で
初は

じ

め
て
、
ア
ジ
ア
の
国く

に

が
西せ

い

欧お
う

の
国く

に

を
打う

ち
負ま

か
し
た

の
で
し
た
。

　
日に

ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

当と
う

時じ

、
父ち

ち

は
ま
だ
若わ

か

か
っ
た
の
で
す
が
、
日に

本ほ
ん

の

勝し
ょ
う

利り

の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞き

い
て
非ひ

常じ
ょ
うに
喜よ

ろ
こん
だ
そ
う
で
す
。［
桜

さ
く
ら

の
花は

な

、
９
６
７
］

　

有ゆ
う

色し
ょ
く

人じ
ん

種し
ゅ

の
国く

に

な
が
ら
大た

い

国こ
く

ロ
シ
ア
の
侵し

ん

略り
ゃ
くを
払は

ら

い
の
け
た

日に

本ほ
ん

は
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
さ
ら
に
は
ト
ル
コ
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
な
ど
、
ロ
シ
ア
帝て

い

国こ
く

に
圧あ

っ

迫ぱ
く

を
受う

け
て
い

た
国こ

く

民み
ん

に
希き

望ぼ
う

の
光ひ

か
り
を
与あ

た

え
ま
し
た
。
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
少

し
ょ
う

年ね
ん

の
胸む

ね

の
う
ち
に
も
、
そ
の
希き

望ぼ
う

が
生う

ま
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

先さ
き

の
大た

い

戦せ
ん

が
始は

じ

ま
る
と
、
日に

本ほ
ん

の
航こ

う

空く
う

戦せ
ん

隊た
い

が
イ
ギ
リ
ス
の

不ふ

沈ち
ん

艦か
ん

と
言い

わ
れ
た
「
プ
リ
ン
ス・オ
ブ・ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
と
「
レ

パ
ル
ス
」
を
瞬ま

た
た
く
間ま

に
沈し

ず

め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
は

驚き
ょ
う

愕が
く

し
て
、
大た

い

量り
ょ
うの
戦せ

ん

闘と
う

機き

ハ
リ
ケ
ー
ン
を
ス
リ
ラ
ン
カ
に
配は

い

備び

し
ま
し
た
。
当と

う

時じ

の
ス
リ
ラ
ン
カ
は
、
ビ
ル
マ
経け

い

由ゆ

で
支し

援え
ん

物ぶ
っ

資し

を
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

政せ
い

権け
ん

に
送お

く

る
中

ち
ゅ
う

継け
い

基き

地ち

に
も
な
っ
て
い
た
の
で

す
。

　

そ
こ
で
日に

本ほ
ん

海か
い

軍ぐ
ん

は
「
赤あ

か

城ぎ

」「
蒼そ

う

龍り
ゅ
う」「
飛ひ

龍り
ゅ
う」
の
航こ

う

空く
う

母ぼ

艦か
ん

３
隻せ

き

を
イ
ン
ド
洋よ

う

に
派は

遣け
ん

し
て
、
島し

ま

の
南な

ん

西せ
い

の
コ
ロ
ン
ボ

と
北ほ

く

東と
う

の
ト
リ
ン
コ
マ
リ
ー
を
空く

う

襲し
ゅ
うし
ま
し
た
。
ハ
リ
ケ
ー
ン

が
１
０
０
機き

ほ
ど
も
応お

う

戦せ
ん

し
ま
し
た
が
、零ぜ

ろ

戦せ
ん

の
敵て

き

で
は
な
く
、

８
割わ

り

ほ
ど
は
撃げ

き

墜つ
い

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

の
攻こ

う

撃げ
き

は
民み

ん

間か
ん

施し

設せ
つ

は
避さ

け
て
、
軍ぐ

ん

事じ

施し

設せ
つ

や
軍ぐ

ん

艦か
ん

だ
け
を
攻こ

う

撃げ
き

し
ま
し
た
。
そ
の
お
陰か

げ

で
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の

人ひ
と

々び
と

は
、
日に

本ほ
ん

が
攻こ

う

撃げ
き

し
て
い
る
の
は
自じ

分ぶ
ん

達た
ち

で
は
な
く
、
自じ

分ぶ
ん

達た
ち

を
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

支し

配は
い

し
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
な
の
だ
、
と
考か

ん
が
え
ま

し
た
。
前ぜ

ん

節せ
つ

に
登と

う

場じ
ょ
うい
た
だ
い
た
ウ
ィ
ジ
ェ
シ
ン
ハ
氏し

は
こ
う
も

語か
た
っ
て
い
ま
す
。

　
第だ

い

二に

次じ

世せ

界か
い

大た
い

戦せ
ん

が
始は

じ

ま
っ
た
時と

き

に
、
ス
リ
ラ
ン
カ
人じ

ん

の
知ち

識し
き

人じ
ん

な
ど
の
中な

か

で
日に

ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

の
こ
と
を
学ま

な

ん
で
い
た
者も

の

達た
ち

は
、

日に

本ほ
ん

の
勝

し
ょ
う

利り

を
期き

待た
い

し
た
の
で
し
た
。

　
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
初し

ょ

代だ
い

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うは
当と

う

時じ

、
理り

想そ
う

主し
ゅ

義ぎ

の
若わ

か

手て

政せ
い

治じ

家か

で
し
た
が
、
彼か

れ

は
更さ

ら

に
進す

す

ん
で
、
日に

本ほ
ん

に
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし
よ
う

と
日に

本ほ
ん

領り
ょ
う

事じ

と
話は

な
し
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
警け

い

告こ
く

を
受う

け
て

い
ま
す
。［
桜さ

く
らの

花は
な

、
９
５
８
］

　
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
戦せ

ん

闘と
う

で
英え

い

軍ぐ
ん

に
属ぞ

く

し
て
い
た

イ
ン
ド
兵へ

い

が
大た

い

量り
ょ
うに
投と

う

降こ
う

し
ま
し
た
。
日に

本ほ
ん

陸り
く

軍ぐ
ん

は
彼か

れ

ら
を
指し

導ど
う

し
て
、
独ど

く

立り
つ

運う
ん

動ど
う

家か

チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
ー
ス
を
リ
ー
ダ
ー
と

す
る
イ
ン
ド
国こ

く

民み
ん

軍ぐ
ん

を
編へ

ん

成せ
い

し
ま
し
た
が
［
Ｄ
，
Ｅ
］、
そ
の

中な
か

に
ス
リ
ラ
ン
カ
人じ

ん

の
「
ラ
ン
カ
部ぶ

隊た
い

」
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
隊た

い

長ち
ょ
うを
つ
と
め
た
ス
ス
リ
パ
ー
ラ
・
デ
・
シ
ル
バ
氏し

は
、
こ

う
証

し
ょ
う

言げ
ん

し
て
い
ま
す
。［
桜さ

く
らの
花は

な

、
１
７
０
４
］

　
日に

本ほ
ん

が
緒し

ょ

戦せ
ん

に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
な
ど
を
打う

ち
負ま

か
す
姿す

が
たを

見み

た
た
め
に
、
今い

ま

ま
で
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

だ
っ
た
国く

に

の
人ひ

と

々び
と

は
変か

わ
っ
た

の
で
す
。
も
う
、
支し

配は
い

さ
れ
る
者も

の

な
ど
で
は
な
く
な
っ
た
の
で

し
た
。

　
そ
れ
故ゆ

え

に
、
日に

本ほ
ん

の
敗は

い

戦せ
ん

後ご

も
イ
ン
ド
は
戦た

た
かい
を
続つ

づ

け
て
独ど

く

立り
つ

を
勝か

ち
取と

り
、
ス
リ
ラ
ン
カ
で
も
後の

ち

の
初し

ょ

代だ
い

首し
ゅ

相し
ょ
うと
な
る
セ

ナ
ナ
ヤ
ケ
達た

ち

が
独ど

く

立り
つ

を
求も

と

め
続つ

づ

け
、
つ
い
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
グ

ロ
ス
タ
ー
公こ

う

爵し
ゃ
くが
や
っ
て
来き

て
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
独ど

く

立り
つ

を
承

し
ょ
う

認に
ん

し
た
の
で
し
た
。

　
も
し
、
日に

本ほ
ん

と
い
う
存そ

ん

在ざ
い

が
な
か
っ
た
ら
、
私

わ
た
し

達た
ち

は
今い

ま

で
も

イ
ギ
リ
ス
に
支し

配は
い

さ
れ
て
い
た
で
し
ょ
う
し
、
東と

う

南な
ん

ア
ジ
ア
の

国く
に

々ぐ
に

も
独ど

く

立り
つ

を
果は

た
し
て
は
い
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。［
桜さ

く
らの

花は
な

、
１
７
０
４
］

　

セ
ナ
ナ
ヤ
ケ
は
首し

ゅ

相し
ょ
うと
し
て
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
氏し

を
サ
ン
・

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講こ

う

和わ

会か
い

議ぎ

に
送お

く

り
出だ

し
た
人じ

ん

物ぶ
つ

で
す
。「
日に

本ほ
ん

と

い
う
存そ

ん

在ざ
い

が
な
か
っ
た
ら
」
と
い
う
思お

も

い
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の

人ひ
と

々び
と

が
共

き
ょ
う

有ゆ
う

し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　
こ
う
し
て
１
９
４
７
年ね

ん

８
月が

つ

１
５
日に

ち

に
イ
ン
ド
は
イ
ギ
リ
ス

か
ら
独ど

く

立り
つ

し
、
そ
の
半は

ん

年と
し

後ご

に
ス
リ
ラ
ン
カ
も
独ど

く

立り
つ

し
ま
し
た
。

そ
の
３
年ね

ん

半は
ん

後ご

の
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講こ

う

和わ

会か
い

議ぎ

で
、
ジ
ャ

ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
氏し

が
歴れ

き

史し

的て
き

な
演え

ん

説ぜ
つ

を
行

お
こ
な
っ
た
の
で
す
。
氏し

は
演え

ん

説ぜ
つ

の
中な

か

で
、
日に

本ほ
ん

と
ア
ジ
ア
諸し

ょ

国こ
く

と
の
関か

ん

係け
い

を
次つ

ぎ

の
よ
う
に

語か
た
っ
て
い
ま
す
。

　
ア
ジ
ア
の
諸し

ょ

国こ
く

民み
ん

が
、
日に

本ほ
ん

は
自じ

由ゆ
う

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
、
か
た
ず
を
の
ん
で
見み

守ま
も
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
ア
ジ
ア
の
諸し

ょ

国こ
く

と
日に

本ほ
ん

と
の
間あ

い
だに
は
、

長な
が

い
間

あ
い
だ

続つ
づ

い
て
き
た
深ふ

か

い
関か

ん

係け
い

が
あ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
ア
ジ
ア
諸し

ょ

国こ
く

の
中な

か

で
、
日に

本ほ
ん

だ
け
が
独ひ

と

り
強

き
ょ
う

力り
ょ
くに
し
て
し

か
も
自じ

由ゆ
う

で
、
そ
の
た
め
に
わ
れ
わ
れ
は
日に

本ほ
ん

を
、
保ほ

護ご

者し
ゃ

で

あ
り
、
ま
た
友と

も

で
あ
る
と
し
て
見み

上あ

げ
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、

そ
し
て
、
ア
ジ
ア
の
隷れ

い

従じ
ゅ
う

人じ
ん

民み
ん

が
日に

本ほ
ん

に
対た

い

し
て
抱い

だ

い
て
き

た
高た

か

い
尊そ

ん

敬け
い

の
た
め
で
あ
り
ま
す
。［
野の

口ぐ
ち

、
Ｐ
９
９
］

　

さ
ら
に
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
氏し

は
、
聴

ち
ょ
う

衆し
ゅ
うに
日に

本ほ
ん

の
「
大だ

い

東と
う

亜あ

共き
ょ
う

栄え
い

圏け
ん

」
の
理り

想そ
う

を
思お

も

い
起お

こ
さ
せ
ま
し
た
。

　

私わ
た
し
は
、
ア
ジ
ア
に
対た

い

す
る
共

き
ょ
う

栄え
い

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
（
Ｊ
Ｏ
Ｇ

注ち
ゅ
う

：
「
大だ

い

東と
う

亜あ

共き
ょ
う

栄え
い

圏け
ん

」）
が
隷れ

い

従じ
ゅ
う

人じ
ん

民み
ん

に
と
っ
て
魅み

力り
ょ
くの

あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
ビ
ル
マ
、
イ
ン
ド
及お

よ

び
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
指し

導ど
う

者し
ゃ

の
あ
る
も
の
は
、「
大だ

い

東と
う

亜あ

共き
ょ
う

栄え
い

圏け
ん

」
実じ

つ

現げ
ん

の
た
め

に
日に

本ほ
ん

と
共と

も

に
戦た

た
かえ
ば
、
自じ

分ぶ
ん

た
ち
の
国く

に

々ぐ
に

が
解か

い

放ほ
う

さ
れ
る
か

も
知し

れ
な
い
と
い
う
希き

望ぼ
う

を
持も

っ
て
日に

本ほ
ん

に
同ど

う

調ち
ょ
うし
た
、
あ
の

大た
い

戦せ
ん

中ち
ゅ
うの
出で

来き

事ご
と

（
Ｊ
Ｏ
Ｇ
注ち

ゅ
う

：
「
大だ

い

東と
う

亜あ

会か
い

議ぎ

」［
Ｆ
］）

を
思お

も

い
出だ

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。［
野の

口ぐ
ち

、
Ｐ
１
０
０
］

　

次つ

い
で
、
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
氏し

は
、
日に

本ほ
ん

に
対た

い

す
る
損そ

ん

害が
い

賠ば
い

償し
ょ
うを
放ほ

う

棄き

す
る
こ
と
を
宣せ

ん

言げ
ん

し
ま
す
。

　
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
権け

ん

利り

を
主し

ゅ

張ち
ょ
うし
て
賠ば

い

償し
ょ
うさ
せ

よ
う
と
い
う
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
ぜ
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ア
ジ
ア
の
限か

ぎ

り
な
く
多お

お

く
の

人ひ
と

々び
と

の
生い

き
方か

た

を
気け

高だ
か

い
も
の
に
し
た
、
あ
の
偉い

大だ
い

な
教

き
ょ
う

導ど
う

師し

の
言こ

と

葉ば

、「
憎に

く

し
み
は
憎に

く

し
み
に
よ
っ
て
消き

え
去さ

る
も
の
で
は
な

く
、
た
だ
愛あ

い

に
よ
っ
て
の
み
消き

え
去さ

る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う

言こ
と

葉ば

を
信し

ん

ず
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
仏ぶ

っ

教き
ょ
うの
創そ

う

始し

者し
ゃ

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

など
に記

き

事
じ

を紹
しょうかい

介してください。            
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講こ

う

和わ

会か
い

議ぎ

で

      「
日に

本ほ
ん

は
自じ

由ゆ
う

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
説と

い
た
ス
リ
ラ
ン
カ
代だ

い

表ひ
ょ
う

で
あ
る
ブ
ッ
ダ
の
言こ

と

葉ば

で
あ
り
ま
す
。［
野の

口ぐ
ち

、
Ｐ
１
０
１
］

　
こ
の
気け

高だ
か

い
言こ

と

葉ば

が
満ま

ん

場じ
ょ
うの
各か

っ

国こ
く

代だ
い

表ひ
ょ
うの
心こ

こ
ろ
を
打う

っ
た
の
で

し
ょ
う
。
現げ

ん

地ち

紙し

「
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
エ
グ
ザ
ミ
ナ
」

は
こ
う
論ろ

ん

評ぴ
ょ
うし
て
い
ま
す
。

　
重お

も

ん
じ
ら
れ
る
こ
と
な
ど
は
め
っ
た
に
な
さ
そ
う
な
セ
イ
ロ
ン

島と
う

か
ら
来き

た
褐か

っ

色し
ょ
くの
ハ
ン
サ
ム
な
外が

い

交こ
う

官か
ん

が
、
今こ

ん

日に
ち

忘わ
す

れ
去さ

ら

れ
よ
う
と
し
て
い
る
国こ

っ

家か

間か
ん

の
、
礼れ

い

儀ぎ

と
節せ

つ

度ど

と
寛か

ん

容よ
う

の
精せ

い

神し
ん

を
声こ

え

高た
か

ら
か
に
説と

い
た
。［
野の

口ぐ
ち

、
Ｐ
１
０
８
］

　

次つ

い
で
、
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
氏し

は
ス
リ
ラ
ン
カ
と
日に

本ほ
ん

は
仏ぶ

っ

教き
ょ
うを
通つ

う

じ
て
も
結む

す

ば
れ
て
い
る
こ
と
を
述の

べ
ま
し
た
。
氏し

は
サ

ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
赴お

も
む
く
途と

上じ
ょ
う、
日に

本ほ
ん

に
立た

ち
寄よ

っ
て
お
り
、

世せ

界か
い

的て
き

に
有ゆ

う

名め
い

な
仏ぶ

っ

教き
ょ
う

学が
く

者し
ゃ

・
鈴す

ず

木き

大だ
い

拙せ
つ

に
面め

ん

会か
い

し
て
い
ま

す
。
氏し

は
大だ

い

拙せ
つ

に
、
日に

本ほ
ん

の
大だ

い

乗じ
ょ
う

仏ぶ
っ

教き
ょ
うと
ス
リ
ラ
ン
カ
の
小

し
ょ
う

乗じ
ょ
う

仏ぶ
っ

教き
ょ
うの
違ち

が

い
を
尋た

ず

ね
ま
し
た
。

　

す
る
と
大だ

い

拙せ
つ

は
「
な
ぜ
、
違ち

が

い
を
重

じ
ゅ
う

要よ
う

視し

さ
れ
る
の
か
。
逆

ぎ
ゃ
く

に
共

き
ょ
う

通つ
う

点て
ん

に
つ
い
て
考か

ん
が
え
ら
れ
て
は
い
か
が
か
」
と
諭さ

と

し
ま
し

た
。
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
氏し

が
講こ

う

和わ

会か
い

議ぎ

で
次つ

ぎ

の
よ
う
に
述の

べ
て

い
る
の
は
、
ま
さ
に
鈴す

ず

木き

大だ
い

拙せ
つ

の
ア
ド
バ
イ
ス
に
従

し
た
が
っ
た
も
の
で

し
ょ
う
。

　

仏ぶ
っ

教き
ょ
うは
、
幾い

く

百ひ
ゃ
く

年ね
ん

に
も
わ
た
る
共

き
ょ
う

通つ
う

の
文ぶ

ん

化か

と
遺い

産さ
ん

で
、

わ
れ
わ
れ
を
結む

す

び
つ
け
て
き
た
の
で
す
。
こ
の
共

き
ょ
う

通つ
う

の
文ぶ

ん

化か

は

現げ
ん

在ざ
い

も
存そ

ん

在ざ
い

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
私わ

た
しは
、
こ
の
会か

い

議ぎ

に

出し
ゅ
っ

席せ
き

す
る
途と

中ち
ゅ
う、
先せ

ん

週し
ゅ
う、
日に

本ほ
ん

を
訪ほ

う

問も
ん

し
て
見み

つ
け
出だ

し
ま

し
た
。

　
そ
し
て
、
日に

本ほ
ん

の
指し

導ど
う

者し
ゃ

、
す
な
わ
ち
首し

ゅ

相し
ょ
うは
も
と
よ
り
、

一い
っ

般ぱ
ん

民み
ん

間か
ん

人じ
ん

ま
で
、
さ
ら
に
は
寺じ

院い
ん

の
僧そ

う

侶り
ょ

か
ら
、
日に

本ほ
ん

の

人ひ
と

々び
と

は
今い

ま

も
あ
の
偉い

人じ
ん

な
教

き
ょ
う

導ど
う

師し

の
平へ

い

和わ

の
教お

し

え
の
影え

い

響き
ょ
うを

受う

け
て
お
り
、
し
か
も
そ
れ
に
従し

た
がお
う
と
し
て
い
る
と
い
う
印い

ん

象し
ょ
うを
得え

た
の
で
あ
り
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
、
彼か

れ

ら
日に

本ほ
ん

の
人ひ

と

々び
と

に
、
そ
の
機き

会か
い

を
与あ

た

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。［
野の

口ぐ
ち

、
Ｐ

１
０
２
］

　
こ
う
し
て
結む

す

ば
れ
た
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講こ

う

和わ

条じ
ょ
う

約や
く

は
翌よ

く

昭し
ょ
う

和わ

２
７
（
１
９
５
２
）
年ね

ん

４
月が

つ

２
８
日に

ち

に
発は

っ

効こ
う

し
、
独ど

く

立り
つ

し
た
日に

本ほ
ん

と
最さ

い

初し
ょ

に
国こ

っ

交こ
う

回か
い

復ふ
く

し
た
の
が
ス
リ
ラ
ン
カ
で
し

た
。

　

ま
た
、
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
氏し

の
提て

い

唱し
ょ
うで
、
イ
ギ
リ
ス
連れ

ん

邦ぽ
う

諸し
ょ

国こ
く

の
中な

か

で
ア
ジ
ア
太た

い

平へ
い

洋よ
う

地ち

域い
き

諸し
ょ

国こ
く

の
開か

い

発は
つ

援え
ん

助じ
ょ

を
行お

こ
な
う
国こ

く

際さ
い

機き

関か
ん

と
し
て
コ
ロ
ン
ボ
計け

い

画か
く

が
１
９
５
１
年ね

ん

に
発ほ

っ

足そ
く

し
て
い
ま

し
た
。
日に

本ほ
ん

は
１
９
５
４
年ね

ん

に
加か

盟め
い

し
て
以い

後ご

、
共

き
ょ
う

同ど
う

経け
い

済ざ
い

活か
つ

動ど
う

を
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

に
始は

じ

め
ま
し
た
。
こ
の
コ
ロ
ン
ボ
計け

い

画か
く

が
、
戦せ

ん

後ご

の
日に

本ほ
ん

が
最さ

い

初し
ょ

に
加か

盟め
い

し
た
国こ

く

際さ
い

機き

関か
ん

で
、
そ
の
加か

盟め
い

日び

で

あ
る
１
０
月が

つ

６
日か

を
我わ

が
国く

に

は
「
国こ

く

際さ
い

協き
ょ
う

力り
ょ
くの
日ひ

」
と
定さ

だ

め

て
い
ま
す
。

　
こ
の
両

り
ょ
う

方ほ
う

の
動う

ご

き
で
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
氏し

の
強

き
ょ
う

力り
ょ
くな
導み

ち
び
き
が

あ
っ
た
事こ

と

は
間ま

違ち
が

い
な
い
で
し
ょ
う
。
国こ

っ

交こ
う

回か
い

復ふ
く

に
し
ろ
国こ

く

際さ
い

機き

関か
ん

加か

盟め
い

に
し
ろ
、
戦せ

ん

後ご

日に

本ほ
ん

の
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い
へ
の
デ
ビ
ュ
ー
は
、

ま
さ
に
氏し

が
先せ

ん

導ど
う

し
て
く
れ
た
の
で
す
。

　

そ
れ
に
対た

い

す
る
感か

ん

謝し
ゃ

の
意い

か
ら
で
し
ょ
う
、
日に

本ほ
ん

か
ら
ス
リ

１
．
鳴な

り
や
ま
な
い

        

万ば
ん

雷ら
い

の
拍は

く

手し
ゅ

と
歓か

ん

声せ
い

ラ
ン
カ
に
対た

い

し
て
空く

う

港こ
う

・
港こ

う

湾わ
ん

・
道ど

う

路ろ

・
医い

療り
ょ
う・
電で

ん

気き

・
農の

う

業ぎ
ょ
う・
工こ

う

業ぎ
ょ
うと
あ
ら
ゆ
る
分ぶ

ん

野や

の
無む

償し
ょ
う

援え
ん

助じ
ょ

や
技ぎ

術じ
ゅ
つ

協き
ょ
う

力り
ょ
くが

政せ
い

府ふ

と
民み

ん

間か
ん

を
挙あ

げ
て
行お

こ
なわ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
代だ

い

表ひ
ょ
う

的て
き

な
も
の
が
、
ス
リ
・
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
プ
ラ

総そ
う

合ご
う

病び
ょ
う

院い
ん

で
す
。
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うが
、
昭

し
ょ
う

和わ

５
４

（
１
９
７
９
）
年ね

ん

に
日に

本ほ
ん

を
訪ほ

う

問も
ん

し
た
時と

き

に
、
時と

き

の
大お

お

平ひ
ら

首し
ゅ

相し
ょ
うが
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講こ

う

和わ

会か
い

議ぎ

で
の
声せ

い

明め
い

へ
の
日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

の
感か

ん

謝し
ゃ

の
気き

持も

ち
を
表あ

ら
わ
す
た
め
に
、
援え

ん

助じ
ょ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
申も

う

し
出で

ま
し
た
。
そ
の
際さ

い

の
思お

も

い
を
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うは
こ
う
述の

べ
て
い
ま
す
。

　

私わ
た
し
は
、
大だ

い

会か
い

議ぎ

場じ
ょ
うに
し
よ
う
か
、
大だ

い

競き
ょ
う

技ぎ

場じ
ょ
うが
い
い
か
、

複ふ
く

合ご
う

議ぎ

事じ

堂ど
う

を
建た

て
て
い
た
だ
こ
う
か
と
、
い
ろ
い
ろ
考か

ん
がえ
て

い
た
そ
の
と
き
に
、
大お

お

プ
ッ
ダ
の
言こ

と

葉ば

が
心こ

こ
ろの
中な

か

に
夜よ

明あ

け
の

光ひ
か
りの
よ
う
に
さ
し
て
き
ま
し
た
。

（
わ
た
し
に
従し

た
がい
つ
い
て
来こ

よ
う
と
す
る
僧そ

う

は
、
き
っ
と
病や

め
る

者も
の

の
と
こ
ろ
に
も
行い

く
で
あ
ろ
う
。）［
野の

口ぐ
ち

、
Ｐ
１
７
７
］

　

そ
こ
で
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うは
「
病

び
ょ
う

院い
ん

を
い
た
だ
き
た
い
」
と
申も

う

し
出で

た

の
で
し
た
。
そ
の
病

び
ょ
う

院い
ん

は
日に

本ほ
ん

側が
わ

が
心こ

こ
ろを
込こ

め
て
建け

ん

築ち
く

し
た
の

で
し
ょ
う
、
そ
れ
か
ら
３
０
年ね

ん

以い

上じ
ょ
う

経た

っ
て
も
、
ド
ア
の
蝶

ち
ょ
う

番つ
が
いも
水す

い

道ど
う

の
蛇じ

ゃ

口ぐ
ち

も
一ひ

とつ
と
し
て
壊こ

わ

れ
た
も
の
は
な
い
、
と
の
事こ

と

で
す
。
現げ

ん

地ち

で
使つ

か

う
人ひ

と

々び
と

も
、
大た

い

切せ
つ

に
使つ

か

っ
て
く
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
。

　

ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
氏し

の
一ひ

と

人り

息む
す

子こ

が
護ご

衛え
い

と
し
て
、
一い

っ

緒し
ょ

に
来ら

い

日に
ち

し
た
時と

き

に
は
、
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

の
方ほ

う

か
ら
氏し

を
訪た

ず

ね
て
こ
ら
れ
た

そ
う
で
す
。
日に

本ほ
ん

側が
わ

か
ら
「
天て

ん

皇の
う

陛へ
い

下か

が
そ
の
よ
う
な
こ
と
を

さ
れ
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
」
と
言い

わ
れ
た
ま
し
た
。
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

も
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
氏し

の
講こ

う

和わ

会か
い

議ぎ

で
の
発は

つ

言げ
ん

を
深ふ

か

く
感か

ん

謝し
ゃ

し

て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
息む

す

子こ

さ
ん
は
父ち

ち

親お
や

か
ら
、
日に

本ほ
ん

の
敗は

い

戦せ
ん

直ち
ょ
く

後ご

、
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
戦せ

ん

争そ
う

の
責せ

き

任に
ん

を
全す

べ

て
ご
自じ

分ぶ
ん

が
引ひ

き

受う

け
る
と
言い

わ
れ
た
と
い
う
話は

な
しを
聞き

か
さ
れ
て
「
父ち

ち

は
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

を
大た

い

変へ
ん

尊そ
ん

敬け
い

し
て
い
た
」
と
語か

た
っ
て
い
ま
す
。

　

平へ
い

成せ
い

元が
ん

（
１
９
８
９
）
年ね

ん

２
月が

つ

に
行お

こ
な
わ
れ
た
昭

し
ょ
う

和わ

天て
ん

皇の
う

の

大た
い

喪そ
う

の
礼れ

い

に
は
、
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
氏し

は
前ぜ

ん

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うと
し
て
参さ

ん

列れ
つ

し
ま
し
た
。
自み

ず
か
ら
参さ

ん

列れ
つ

し
た
い
と
名な

乗の

り
出で

た
そ
う
で
す
。

さ
ら
に
、
ス
リ
ラ
ン
カ
政せ

い

府ふ

は
大た

い

喪そ
う

の
礼れ

い

が
執と

り
行お

こ
な
わ
れ
る
２

月が
つ

２
４
日か

を
国こ

く

民み
ん

服ふ
く

喪も

の
日ひ

と
し
、
政せ

い

府ふ

、
公こ

う

的て
き

機き

関か
ん

は
半は

ん

旗き

を
掲か

か

げ
て
、
弔

ち
ょ
う

意い

を
表あ

ら
わし
ま
し
た
。

　

ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
ダ
ナ
氏し

は
１
９
９
６
（
平へ

い

成せ
い

８
）
年ね

ん

、
９
０
歳さ

い

で
亡な

く
な
り
ま
し
た
。
氏し

の
遺ゆ

い

言ご
ん

で
、
角か

く

膜ま
く

の
一ひ

と
つ
は
ス
リ
ラ

ン
カ
人じ

ん

に
、
も
う
一ひ

と
つ
は
日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
提て

い

供き
ょ
うさ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
日に

本ほ
ん

に
届と

ど

け
ら
れ
た
角か

く

膜ま
く

は
半は

ん

分ぶ
ん

づ
つ
、
二ふ

た

人り

の
女じ

ょ

性せ
い

の
手し

ゅ

術じ
ゅ
つに
使つ

か

わ
れ
、両

り
ょ
う

人に
ん

と
も
光ひ

か
りを
取と

り
戻も

ど

し
ま
し
た
。
ち
ょ

う
ど
日に

本ほ
ん

と
ス
リ
ラ
ン
カ
の
国こ

っ

交こ
う

回か
い

復ふ
く

５
０
年ね

ん

の
年と

し

で
し
た
。

最さ
い

後ご

ま
で
我わ

が
国く

に

に
光ひ

か
りを
与あ

た

え
続つ

づ

け
て
く
れ
た
人じ

ん

生せ
い

で
し
た
。　
　
　
　
　
　

   
                                             （

文ぶ
ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

Ａ
．　

Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
５
９
８
）　

日に

本ほ
ん

・
ス
リ
ラ
ン
カ
友ゆ

う

好こ
う

小
し
ょ
う

お
陰か

げ

で
す
─
ス
リ
ラ
ン
カ
の

人ひ
と

々び
と

が
語か

た

る
歴れ

き

史し

に
於お

け
る

日に

本ほ
ん

の
役や

く

割わ
り

』（
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ

Ｌ
Ｅ
版は

ん

）
★
★
★
、
桜さ

く
らの
花は

な

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

、
Ｈ
２
１

・
野の

口ぐ
ち

芳よ
し

宣の
ぶ

『
敗は

い

戦せ
ん

後ご

の
日に

本ほ
ん

を
慈じ

悲ひ

と
勇ゆ

う

気き

で
支さ

さ

え
た

人ひ
と

ー
ス
リ
ラ
ン
カ
の
ジ
ャ
ヤ
ワ

ル
ダ
ナ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う』（
Ｋ
Ｉ
Ｎ

Ｄ
Ｌ
Ｅ
版は

ん

）
★
★
★
、
銀ぎ

ん

の

鈴す
ず

社し
ゃ

、
Ｈ
３
０

史し　

日に

本ほ
ん

と
ス
リ
ラ
ン
カ
の
間あ

い
だに
は
、
互た

が

い
に
助た

す

け
合あ

っ
た
長な

が

い
友ゆ

う

好こ
う

の
歴れ

き

史し

が
あ
る
。

Ｂ
．　
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
２
０
６
）　

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講こ

う

和わ

条じ
ょ
う

約や
く　

「
和わ

解か
い

と
信し

ん

頼ら
い

の
講こ

う

和わ

」
に
基も

と

づ
き
、
日に

本ほ
ん

は
戦せ

ん

後ご

処し
ょ

理り

に
誠せ

い

実じ
つ

に
取と

り
組く

み
、
再ふ

た
た
び
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

に
迎む

か

え
ら
れ
た
。

Ｃ
．　
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
１
８
７
）　

皇こ
う

太た
い

子し

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
武む

者し
ゃ

修し
ゅ

行ぎ
ょ
う　　

第だ
い

一い
ち

次じ

大た
い

戦せ
ん

後ご

の
欧お

う

州し
ゅ
うを
行い

く
裕ひ

ろ

仁ひ
と

皇こ
う

太た
い

子し

は
、
何な

に

を
見み

、
何な

に

を
感か

ん

じ
た
か
？

Ｄ
．　
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
５
０
８
）　

イ
ン
ド
独ど

く

立り
つ

に
賭か

け
た
男お

と
こ
た
ち

（
上う

え

）
～　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ　
　

誠せ
い

心し
ん

誠せ
い

意い

、
イ
ン
ド
投と

う

降こ
う

兵へ
い

に
尽つ

く
す
国く

に

塚づ
か

少し
ょ
う

尉い

の
姿す

が
たに
、
彼か

れ

ら
は
共と

も

に
戦た

た
か
う
事こ

と

を
決け

つ

意い

し
た
。

Ｅ
．　
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
５
０
９
）　

イ
ン
ド
独ど

く

立り
つ

に
賭か

け
た
男お

と
こ
た
ち

（
下し

た

）
～　

デ
リ
ー
へ　

チ
ャ
ン
ド
ラ
・
ボ
ー
ス
と
イ
ン
ド
国こ

く

民み
ん

軍ぐ
ん

の
戦た

た
かい
が
、
イ
ン
ド
国こ

く

民み
ん

の
自じ

由ゆ
う

独ど
く

立り
つ

へ
の
思お

も

い
に
火ひ

を

灯と
も

し
た
。

Ｆ
．　

Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
３
３
８
）　

大だ
い

東と
う

亜あ

会か
い

議ぎ　

～　

独ど
く

立り
つ

志し

士し

た
ち
の
宴う

た
げ　

昭
し
ょ
う

和わ

１
８
年ね

ん

末ま
つ

の
東と

う

京き
ょ
う、
独ど

く

立り
つ

を
目め

指ざ

す
ア

ジ
ア
諸し

ょ

国こ
く

の
リ
ー
ダ
ー
達た

ち

が
史し

上じ
ょ
う

初は
じ

め
て
一い

ち

堂ど
う

に
会か

い

し
た
。

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】（
お
勧す

す

め
度た

び

、
★
★
★
★
：
必ひ

つ

読ど
く

～
★
：
専せ

ん

門も
ん

家か

向む

け
）

・
桜さ

く
ら
の
花は

な

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

編へ
ん

集し
ゅ
う

部ぶ

『
ア
ジ
ア
が
今い

ま

あ
る
の
は
日に

本ほ
ん

の

２
．「
陛へ

い

下か

が
航こ

う

海か
い

さ
れ
た

         

船ふ
ね

を
見み

る
た
め
に

         

誇ほ
こ

ら
し
い
思お

も

い
で
」

３
．
第だ

い

２
次じ

大た
い

戦せ
ん

で
は

　
　
「
日に

本ほ
ん

の
勝し

ょ
う

利り

を
期き

待た
い

し
た
」

（３） ２０２０（令和二）年第５５８０号 	 ９月	２６日	（土曜日）

　
【
共
同
】
第
２
次
世
界
大

戦
中
、
駐
リ
ト
ア
ニ
ア
領
事

代
理
だ
っ
た
杉
原
千
畝
が
ナ
チ

ス
・
ド
イ
ツ
の
迫
害
か
ら
ユ
ダ

ヤ
人
を
救
っ
た
「
命
の
ビ
ザ
」

発
給
か
ら
今
年
で
８
０
年
と

な
る
の
を
記
念
し
た
外
交
国

際
会
議
が
２
４
日
、
リ
ト
ア

ニ
ア
で
開
か
れ
た
。
当
時
ユ
ダ

ヤ
人
救
出
に
尽
力
し
た
関
係

国
の
外
相
ら
が
出
席
し
、
杉

原
の
出
身
地
で
あ
る
岐
阜
県
の

古
田
肇
知
事
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で

参
加
し
た
。

　

会
議
は
杉
原
を
は
じ
め
と

６
．「
憎に

く

し
み
は
た
だ

         

愛あ
い

に
よ
っ
て
の
み
消き

え
去さ

る
」

７
．
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

へ
の
導み

ち
び

き
の
光ひ

か
り

し
た
当
時
の
外
交
官
の
勇
気

あ
る
行
動
を
た
た
え
、
今
後

の
外
交
の
あ
り
方
を
考
え
る

目
的
で
、
リ
ト
ア
ニ
ア
外
務

省
が
主
催
。
同
国
カ
ウ
ナ
ス
に

あ
る
国
立
大
で
開
か
れ
、
日

本
の
ほ
か
、
オ
ラ
ン
ダ
や
イ
ス

ラ
エ
ル
の
外
相
が
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
寄
せ
た
。

　

登
壇
し
た
リ
ト
ア
ニ
ア
の
リ

ン
ケ
ビ
チ
ュ
ウ
ス
外
相
は
杉
原

の
偉
業
は
外
交
官
の
手
本
だ

と
称
賛
し
「
わ
れ
わ
れ
も
心
を

一
つ
に
し
て
、
杉
原
の
よ
う
な

偉
大
な
行
動
を
成
し
遂
げ
る
」

と
決
意
を
述
べ
た
。

　

岐
阜
県
庁
か
ら
参
加
し
た

古
田
知
事
は
英
語
で
「
杉
原

の
思
い
や
決
意
を
学
び
発
信

す
る
こ
と
が
世
界
を
よ
い
方
向

へ
導
く
と
確
信
し
て
い
る
。
岐

阜
県
も
一
翼
を
担
い
た
い
」
と

語
っ
た
。

命のビザたたえる国際会議
岐阜知事もオンライン参加

４
．「
も
し
、日に

本ほ
ん

と
い
う
存そ

ん

在ざ
い

が

          

な
か
っ
た
ら
」

５
．「
ア
ジ
ア
の
隷れ

い

従じ
ゅ
う

人じ
ん

民み
ん

が

         

日に

本ほ
ん

に
対た

い

し
て
抱だ

い
て
き
た

         

高た
か

い
尊そ

ん

敬け
い

」

８
．
光ひ

か
り

を
与あ

た

え
続つ

づ

け
て
く
れ
た
人じ

ん

生せ
い



（４）２０２０（令和二）年 第５５８０号	 ９月	２６日	（土曜日）

特
とく

別
べつ

寄
き

稿
こう

サ
ン
パ
ウ
ロ
・
ヴ
ィ
ラ
カ
ロ
ン
在ざ

い

住じ
ゅ
う　
　
毛も

う

利り

律り
つ

子こ

　

実じ
っ

際さ
い

に
世せ

界か
い

に
は
長

ち
ょ
う

寿じ
ゅ

地ち

域い
き

が
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
よ
り

死し

亡ぼ
う

率り
つ

が
非ひ

常じ
ょ
うに
小ち

い

さ
い
。

そ
の
地ち

域い
き

を
ブ
ル
ー
ゾ
ー
ン

（
長

ち
ょ
う

寿じ
ゅ

地ち

域い
き

）
に
区く

画か
く

し
た
。

　
一ひ

と
つ
は
、
イ
タ
リ
ア
の
サ
ル

デ
ィ
ー
ニ
ャ
島と

う

高こ
う

地ち

地ち

帯た
い

。
こ

の
地ち

方ほ
う

で
は
男だ

ん

性せ
い

の
方ほ

う

が
長

ち
ょ
う

寿じ
ゅ

で
１
０
２
歳さ

い

の
老ろ

う

人じ
ん

が
バ

イ
ク
で
仕し

事ご
と

に
で
か
け
、
薪ま

き

割わ

り
を
し
て
い
る
。
歴れ

き

史し

は

古ふ
る

く
、
土と

地ち

が
不ふ

毛も
う

な
た
め

殆ほ
と
んど
が
羊

ひ
つ
じ

飼か

い
を
し
て
い
て

規き

則そ
く

正た
だ

し
い
、
低て

い

強き
ょ
う

度ど

の
肉に

く

体た
い

活か
つ

動ど
う

を
し
て
い
る
。

　

食
し
ょ
く

事じ

は
殆ほ

と
ん

ど
が
植

し
ょ
く

物ぶ
つ

性せ
い

。

デ
ュ
ラ
ム
小こ

麦む
ぎ

で
作つ

く

っ
た
非ひ

発は
っ

酵こ
う

の
全ぜ

ん

粒り
ゅ
う

小こ

麦む
ぎ

パ
ン
と
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
飼し

育い
く

さ
れ

た
家か

畜ち
く

動ど
う

物ぶ
つ

の
オ
メ
ガ
３
脂し

肪ぼ
う

酸さ
ん

を
多お

お

く
含ふ

く

む
チ
ー
ズ
、

そ
れ
に
世せ

界か
い

で
高た

か

値ね

で
売ば

い

買ば
い

さ
れ
る
ワ
イ
ン
よ
り
も
３
倍ば

い

の
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
を
含ふ

く

む
ワ

イ
ン
を
飲の

ん
で
い
る
。

　
し
か
し
、
本ほ

ん

当と
う

の
秘ひ

訣け
つ

は
、

老ろ
う

人じ
ん

へ
の
尊そ

ん

敬け
い

の
念ね

ん

が
社し

ゃ

会か
い

的て
き

に
非ひ

常じ
ょ
うに
高た

か

い
環か

ん

境き
ょ
うで
暮く

ら
し
て
い
る
こ
と
だ
と
い
う
。

　

二ふ
た

つ
目め

は
沖お

き

縄な
わ

群ぐ
ん

島と
う

。
沖お

き

縄な
わ

は
１
６
１
の
小こ

島じ
ま

か
ら

な
っ
て
い
る
。
そ
の
本ほ

ん

島と
う

の
北ほ

く

部ぶ

は
世せ

界か
い

一い
ちの
長

ち
ょ
う

寿じ
ゅ

地ち

域い
き

で
、

疾し
っ

患か
ん

無な

し
、
長な

が

い
時じ

間か
ん

を
生い

き
、
あ
る
朝あ

さ

眠ね
む

る
よ
う
に
他た

界か
い

す
る
。
ま
さ
に
理り

想そ
う

的て
き

な

長ち
ょ
う

寿じ
ゅ

で
あ
る
。

　

１
０
０
歳さ

い

以い

上じ
ょ
うの
人じ

ん

口こ
う

は

ア
メ
リ
カ
人じ

ん

の
５
倍ば

い

。
大だ

い

腸
ち
ょ
う

が
ん
と
乳に

ゅ
う
が
ん
の
発は

っ

生せ
い

率り
つ

は

５
分ぶ

ん

の
１
。
心し

ん

血け
っ

管か
ん

病び
ょ
うの
発は

っ

生せ
い

率り
つ

は
６
分ぶ

ん

の
１
。
植

し
ょ
く

物ぶ
つ

性せ
い

中ち
ゅ
う

心し
ん

の
食

し
ょ
く

生せ
い

活か
つ

で
、
い
ろ
い

ろ
な
色い

ろ

の
野や

菜さ
い

と
、
ア
メ
リ

カ
人じ

ん

の
８
倍ば

い

豆と
う

腐ふ

を
食た

べ
て

い
る
。

　

食
し
ょ
く

事じ

法ほ
う

は
、
小ち

い

さ
め
の
皿さ

ら

で
食た

べ
る
こ
と
で
、
毎ま

い

回か
い

の

食し
ょ
く

事じ

の
カ
ロ
リ
ー
摂せ

っ

取し
ゅ

が
控ひ

か

「
幸こ

う

福ふ
く

は
自じ

分ぶ
ん

で
作つ

く

る
も
の
」

努ど

力り
ょ
くす
れ
ば
１
０
０
歳さ

い

ま
で

生い

き
ら
れ
る
か
―
。

　

こ
の
考か

ん
が
え
は
間ま

違ち
が

い
。
長

ち
ょ
う

寿じ
ゅ

は
生せ

い

物ぶ
つ

学が
く

的て
き

限げ
ん

界か
い

内な
い

で
平へ

い

均き
ん

的て
き

な
ヒ
ト
の
寿じ

ゅ

命み
ょ
うは
、
遺い

伝で
ん

的て
き

に
わ
ず
か
１
０
％
だ
け

で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
人じ

ん

５
千せ

ん

人に
ん

の
う
ち
、
１
人り

だ
け
し
か

１
０
０
歳さ

い

ま
で
生い

き
ら
れ
な

い
。
ア
メ
リ
カ
人じ

ん

は
長

ち
ょ
う

寿じ
ゅ

に

設せ
っ

計け
い

さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　

俗ぞ
く

説せ
つ

（
２
）「
加か

齢れ
い

を
遅お

く

ら
せ
る
、
逆

ぎ
ゃ
く

転て
ん

さ
せ
る
、
あ

る
い
は
止と

め
る
治ち

療り
ょ
う

法ほ
う

が
あ

る
―
か
。

　

そ
う
い
う
も
の
は
無な

い
。

老ろ
う

化か

す
る
方ほ

う

法ほ
う

は
い
く
ら
で

も
あ
る
が
、
数す

う

分ふ
ん

間か
ん

、
脳の

う

か

ら
酸さ

ん

素そ

を
奪う

ば

え
ば
脳の

う

細さ
い

胞ぼ
う

が
死し

に
、
元も

と

へ
は
戻も

ど

ら
な
い
。

運う
ん

動ど
う

を
し
す
ぎ
れ
ば
膝ひ

ざ

の
軟な

ん

骨こ
つ

が
傷い

た

み
、
暴ぼ

う

飲い
ん

暴ぼ
う

食し
ょ
くで
動ど

う

脈み
ゃ
くは
詰つ

ま
り
、
脳の

う

に
は
余よ

分ぶ
ん

な
モ
ノ
が
溜た

ま
る
。
す
る
と

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病び

ょ
う
に
な
る
。

悪わ
る

く
な
る
理り

由ゆ
う

は
い
く
ら
で

も
あ
る
。

　

親し
ん

友ゆ
う

３
人に

ん

が
肥ひ

満ま
ん

な
ら
、

自じ

分ぶ
ん

が
体た

い

重じ
ゅ
う

過か

多た

に
な
る
可か

能の
う

性せ
い

が
５
割わ

り

多お
お

い
こ
と
が
知し

ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
不ふ

健け
ん

康こ
う

な
人ひ

と

達た
ち

に
囲か

こ

ま
れ
て
い
る

と
健け

ん

康こ
う

維い

持じ

は
難む

ず
か
し
い
。
友ゆ

う

人じ
ん

の
余よ

暇か

が
軽か

る

い
運う

ん

動ど
う

や
、

庭に
わ

い
じ
り
の
よ
う
な
肉に

く

体た
い

活か
つ

動ど
う

で
あ
る
こ
と
。
正た

だ

し
く
食

し
ょ
く

事じ

し
て
い
る
こ
と
。
酒さ

け

を
飲の

む
が
飲の

み
過す

ぎ
な
い
と
い
っ
た

交こ
う

友ゆ
う

関か
ん

係け
い

な
ら
、
長

ち
ょ
う

期き

的て
き

健け
ん

康こ
う

に
大お

お

き
く
影え

い

響き
ょ
うす
る
こ
と

に
な
る
。 

世せ

界か
い

の
ブ
ル
ー
ゾ
ー
ン
（
長

ち
ょ
う

寿じ
ゅ

地ち

域い
き

）
の
一ひ

と
つ
、
沖お

き

縄な
わ

の

長ち
ょ
う

寿じ
ゅ

習し
ゅ
う

慣か
ん

　

生い

き
甲が

斐い

と
は
、「
生い

き

る
こ
と
の
喜よ

ろ
こ
び
・
張は

り
合あ

い
」

「
生い

き
る
価か

値ち

」
を
意い

味み

す

る
が
、
彼か

れ

の
研け

ん

究き
ゅ
うで
の
長

ち
ょ
う

寿じ
ゅ

の
条

じ
ょ
う

件け
ん

は
、
自じ

分ぶ
ん

の
た
め
、

家か

族ぞ
く

の
た
め
に
「
す
べ
き
こ

と
を
毎ま

い

日に
ち

繰く

り
か
え
し
て
続つ

づ

け
る
の
が
生い

き
甲が

斐い

」
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
拠き

ょ

点て
ん

を

構か
ま

え
る
Ｔ
Ｅ
Ｄ
（Technol 

ogy En
tertain

m
en

t 
D

esign

）が
毎ま

い

年と
し

開か
い

催さ
い

す
る

「T
E

D
 C

o
n

feren
ce

」

は
、
世せ

界か
い

的て
き

著ち
ょ

名め
い

人じ
ん

か
ら
学が

く

者し
ゃ

、
一い

っ

般ぱ
ん

の
人ひ

と

ま
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
知ち

識し
き

人じ
ん

が
登と

う

壇だ
ん

す
る

大だ
い

規き

模ぼ

な
講こ

う

演え
ん

会か
い

で
あ
る
。

２
０
１
０
年ね

ん

１
月が

つ

の
ダ
ン
・

ベ
ッ
ト
ナ
ー
が
発は

っ

信し
ん

し
た
講こ

う

演え
ん

か
ら
、
研け

ん

究き
ゅ
う

成せ
い

果か

と
し
て

の
「
イ
キ
ガ
イ
」
を
要よ

う

約や
く

し

て
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
い
。

健け
ん

康こ
う

長な
が

生い

き
の
秘ひ

訣け
つ

　

俗ぞ
く

説せ
つ

（
１
）「
一い

っ

生し
ょ
う

懸け
ん

命め
い

　

昨さ
っ

今こ
ん

の
世せ

界か
い

的て
き

な
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

ブ
ー
ム
の
広ひ

ろ

が
り
で
、
世せ

界か
い

共き
ょ
う

通つ
う

語ご

に
な
っ
た
日に

本ほ
ん

語ご

が
た
く
さ
ん
あ
る
。
よ
く
知し

ら
れ
た
も
の
に
、
ス
シ
、
マ
ッ

チ
ャ
、
サ
ケ
（
酒さ

け

）、
テ
リ
ヤ

キ
、
ベ
ン
ト
ウ
、
カ
ラ
オ
ケ
、

ツ
ナ
ミ
、エ
モ
ジ
（
絵え

文も

字じ

）、

オ
タ
ク
、
マ
ン
ガ
、
ニ
ン
ジ
ャ
、

ヤ
ク
ザ
、
ボ
ン
サ
イ
な
ど
。

　

生せ
い

活か
つ

慣か
ん

習し
ゅ
う

語ご

と
し
て
の
イ

タ
ダ
キ
マ
ス
、ゴ
チ
ソ
ウ
サ
マ
、

モ
ッ
タ
イ
ナ
イ
、最さ

い

近き
ん

で
は「
イ

キ
ガ
イ
」
が
加く

わ

わ
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
研け

ん

究き
ゅ
う

者し
ゃ

・
作さ

っ

家か

で
あ
る
ダ
ン
・
ベッ
ト
ナ
ー

は
、
長

ち
ょ
う

寿じ
ゅ

の
研け

ん

究き
ゅ
うを
世せ

界か
い

的て
き

に
広ひ

ろ

げ
、
長

ち
ょ
う

寿じ
ゅ

地ち

域い
き

を
意い

味み

す
る
「
ブ
ル
ー
ゾ
ー
ン
」
の

分ぶ
ん

布ぷ

図ず

を
作つ

く

っ
た
。
そ
の
結け

っ

果か

、
日に

本ほ
ん

・
沖お

き

縄な
わ

の
長

ち
ょ
う

寿じ
ゅ

の

理り

由ゆ
う

の
ひ
と
つ
と
し
て
「
生い

き
甲が

斐い

」
と
い
う
概が

い

念ね
ん

に
注

ち
ゅ
う

目も
く

し
、
２
０
０
０
年ね

ん

代だ
い

以い

降こ
う

、
そ
の
言こ

と

葉ば

と
概が

い

念ね
ん

を
欧お

う

米べ
い

に
広ひ

ろ

く
知し

ら
せ
た
の
で
あ

る
。Ｔ

Ｅ
Ｄ
で
ダ
ン
・
ベ
ッ
ト
ナ
ー
が
沖お

き

縄な
わ

と
生い

き
甲が

斐い

の
関か

ん

係け
い

を
語か

た

っ
て
い
る
シ
ー
ン

那
な

覇
は

市
し

内
ない

の様
よう

子
す

サ
ル
デ
ィ
ー
ニ
ャ
島と

う

の
サ
ッ
サ
リ
県け

ん

付ふ

近き
ん

の
高こ

う

速そ
く

道ど
う

路ろ

の
様よ

う

子す<

┌
─
┼
─
┬
┴
─
─
┘ / CC BY (https://

creativecom
m

ons.org/licenses/by/3.0)>

岩い
わ

波な
み

文ぶ
ん

庫こ

版ば
ん

の
『
幸こ

う

福ふ
く

論ろ
ん

』（
ア
ラ
ン
著ち

ょ

、
神か

み

谷や

幹み
き

夫お

・

翻ほ
ん

訳や
く

、
１
９
９
８
年ね

ん

）

サ
ル
デ
ィ
ー
ニ
ャ
島と

う

の
名め

い

物ぶ
つ

パ
ン
「
パ
ー
ネ
・

カ
ラ
ザ
ウ
」<Luigi Chiesa / CC BY (https://

creativecom
m

ons.org/licenses/by/3.0)>

「
生い

き
甲が

斐い

」
で
あ
り
、
そ
れ

は
「
翌よ

く

日じ
つ

目め

覚ざ

め
る
た
め
の

理り

由ゆ
う

」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

例た
と

え
ば
、
１
０
２
歳さ

い

の
女じ

ょ

性せ
い

の
場ば

合あ
い

の
翌よ

く

朝あ
さ

起お

き
る
理り

由ゆ
う

は
、
歳と

し

が
１
０
１
歳さ

い

半は
ん

離は
な

れ
た
彼か

の

女じ
ょ

の
曾ひ

曾ひ

曾ひ

孫ま
ご

の
世せ

話わ

で
あ
る
。

　

私わ
た
し

は
彼か

の

女じ
ょ

に
曾ひ

曾ひ

曾ひ

孫ま
ご

を
持も

つ
気き

分ぶ
ん

は
ど
ん
な
も
の

か
と
尋た

ず

ね
た
。
彼か

の

女じ
ょ

は
答こ

た

え

た
。「
そ
り
ゃ
天て

ん

に
昇の

ぼ

り
そ
う

サ
ー
」。
素す

晴ば

ら
し
い
！

日ひ

び々

の
暮く

ら
し
の
中な

か

の
健け

ん

康こ
う

法ほ
う

　

そ
れ
ら
の
ブ
ル
ー
ゾ
ー
ン

で
は
、
ア
メ
リ
カ
人じ

ん

が
す
る

よ
う
な
運う

ん

動ど
う

を
誰だ

れ

も
し
て
い

な
い
。
代か

わ
り
に
、
そ
の
生せ

い

活か
つ

が
常つ

ね

に
肉に

く

体た
い

活か
つ

動ど
う

を
必ひ

つ

要よ
う

と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
あ

の
１
０
０
歳さ

い

の
沖お

き

縄な
わ

の
女じ

ょ

性せ
い

達た
ち

は
色い

ろ

々い
ろ

な
場ば

所し
ょ

に
行い

き
、

毎ま
い

日に
ち

３
０
回か

い

も
４
０
回か

い

も 

立た

っ
た
り
座す

わ
っ
た
り
す
る
。

　

サ
ル
デ
ィ
ー
ニ
ャ
の
人ひ

と

た
ち

は
上

じ
ょ
う

下げ

構こ
う

造ぞ
う

の
家い

え

に
住す

み
、

階か
い

段だ
ん

を
登の

ぼ

り
下お

り
す
る
。
店み

せ

に
行い

っ
た
り
、
教

き
ょ
う

会か
い

に
行い

っ
た

り
、
友と

も

達だ
ち

の
家い

え

に
行い

っ
た
り
、

全す
べ

て
が
歩あ

る

き
で
あ
る
。
便べ

ん

利り

な
道ど

う

具ぐ

は
全ま

っ
た
く
な
い
。

　

庭に
わ

仕し

事ご
と

や
家か

事じ

を
や
っ
て

く
れ
る
押お

し
ボ
タ
ン
も
使し

用よ
う

人に
ん

も
い
な
い
。
食

し
ょ
く

事じ

か
ら
、

掃そ
う

除じ

、
庭に

わ

い
じ
り
す
べ
て
自じ

分ぶ
ん

の
手て

、
身し

ん

体た
い

を
使つ

か

っ
て
す

る
。
彼か

れ

ら
は
よ
く
歩あ

る

き
、
そ

う
す
る
こ
と
が
ボ
ケ
を
予よ

防ぼ
う

で
き
る
こ
と
、
い
い
身か

ら
だ体
を

保た
も

つ
た
め
に
す
べ
き
正た

だ

し
い

方ほ
う

法ほ
う

で
あ
る
こ
と
を
知し

っ
て
い

る
の
で
あ
る
。 

皆み
な

上じ
ょ
う

手ず

に
く
つ
ろ
ぐ
時じ

間か
ん

が

あ
る

　

サ
ル
デ
ィ
ー
ニ
ャ
人じ

ん

は
い
つ

も
歩あ

る

い
て
教

き
ょ
う

会か
い

に
行い

き
、
祈い

の

り
、
沖お

き

縄な
わ

人じ
ん

は
先せ

ん

祖ぞ

を
祀ま

つ

っ

て
祈い

の

る
こ
と
を
忘わ

す

れ
な
い
。
一い

ち

日に
ち

１
５
分ふ

ん

の
ぼ
ー
っ
と
し
た

世せ

界か
い

が
学ま

な

ぶ
長ち

ょ
う

寿じ
ゅ

県け
ん

の
生い

き
が
い

ご
し
、
そ
れ
が
プ
ラ
ス
７
年ね

ん

分ぶ
ん

の
健け

ん

康こ
う

長ち
ょ
う

寿じ
ゅ

に
な
る
の
で

あ
る
。

　

長な
が

生い

き
の
た
め
に
は
、
続つ

づ

か
な
い
ダ
イ
エ
ッ
ト
改か

い

善ぜ
ん

よ

り
、
続つ

づ

け
ら
れ
る
食

し
ょ
く

事じ

法ほ
う

を

考か
ん
がえ
る
。
毎ま

い

日に
ち

少す
こ

し
だ
け
酒さ

け

を
飲の

む
。
肉に

く

を
食た

べ
な
い
の

で
は
な
く
、
豆ま

め

や
木き

の
実み

な

ど
を
沢た

く

山さ
ん

食た

べ
る
。

　

そ
し
て
こ
れ
ら
す
べ
て
の

日に
ち

常じ
ょ
う

生せ
い

活か
つ

の
基き

本ほ
ん

は
、
彼か

れ

ら

の
社し

ゃ

会か
い

的て
き

、
家か

族ぞ
く

的て
き

人に
ん

間げ
ん

関か
ん

係け
い

に
あ
る
。
家か

族ぞ
く

を
第だ

い

一い
ち
に

考か
ん
がえ
、
子こ

供ど
も

や
老ろ

う

人じ
ん

の
世せ

話わ

を
す
る
。
信し

ん

頼ら
い

に
基も

と

づ
い
た

共き
ょ
う

同ど
う

体た
い

が
あ
り
、
生う

ま
れ
た

時と
き

か
ら
き
ち
ん
と
し
た
人ひ

と

達た
ち

に
囲か

こ

ま
れ
て
生せ

い

活か
つ

し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。

自じ

分ぶ
ん

流り
ゅ
うの
生い

き
甲が

斐い

の
見み

つ

け
方か

た

　

ダ
ン
・
ベ
ッ
ト
ナ
ー
博は

か

士せ

の
研け

ん

究き
ゅ
う「
長

ち
ょ
う

寿じ
ゅ

県け
ん

お
き
な
わ

の
健け

ん

康こ
う

法ほ
う

」
に
は
、
日ひ

び々

の

暮く

ら
し
に
精せ

い

神し
ん

的て
き

な
生い

き
甲が

斐い

と
い
う
感か

ん

覚か
く

が
生い

か
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
分わ

か
っ
た
。

　

し
か
し
、
沖お

き

縄な
わ

の
よ
う
な

社し
ゃ

会か
い

生せ
い

活か
つ

の
外そ

と

に
い
る
者も

の

は

ど
う
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
。

自じ

分ぶ
ん

の
た
め
の
生い

き
甲が

斐い

探さ
が

し
、
人に

ん

間げ
ん

社し
ゃ

会か
い

で
の
生い

き
が

い
探さ

が

し
に
は
、
ま
ず
自じ

分ぶ
ん

が

え
め
に
な
っ
て
い
る
。

　

沖お
き

縄な
わ

に
は
、
３
０
０
０
年ね

ん

前ま
え

か
ら
の
古ふ

る

い
格か

く

言げ
ん

が
あ
り
、

そ
れ
は
孔こ

う

子し

の
言こ

と

葉ば

で
「
腹は

ら

八は
ち

分ぶ

」
食

し
ょ
く

事じ

法ほ
う

と
言い

わ
れ
て

い
る
。

　

次つ
ぎ

に
長

ち
ょ
う

寿じ
ゅ

と
関か

ん

連れ
ん

し
た
い

く
つ
か
の
社し

ゃ

会か
い

構こ
う

造ぞ
う

が
あ
る
。

最さ
い

初し
ょ

に
「
孤こ

老ろ
う

」
の
問も

ん

題だ
い

。

沖お
き

縄な
わ

に
は
生

し
ょ
う

涯が
い

を
通つ

う

じ
て
付つ

き
合あ

え
る
友と

も

達だ
ち

が
、
ア
メ
リ

カ
人じ

ん

よ
り
も
６
倍ば

い

も
多お

お

い
社し

ゃ

会か
い

で
あ
る
。

　
「
模も

合あ
い

」
と
い
う
も
の
が
あ

る
。
模も

合あ
い

に
入は

い

る
と
順

じ
ゅ
ん

番ば
ん

に

一い
っ

定て
い

の
金き

ん

額が
く

を
受う

け
取と

り
、

状じ
ょ
う

況き
ょ
うが
悪わ

る

い
時と

き

や
子こ

ど
も
が

病び
ょ
う

気き

の
時と

き

、
親お

や

が
死し

ん
だ
時と

き

な
ど
に
は
い
つ
も
助た

す

け
に
な
っ

て
く
れ
る
誰だ

れ

か
が
い
る
こ
と

に
な
る
。
こ
の
模も

合あ
い

の
関か

ん

係け
い

で
は
、
友ゆ

う

人じ
ん

関か
ん

係け
い

が
９
７
年ね

ん

間か
ん

継け
い

続ぞ
く

し
、
そ
こ
で
の
平へ

い

均き
ん

年ね
ん

齢れ
い

は
１
０
２
歳さ

い

で
あ
る
。

　
「
孤こ

老ろ
う

」
に
さ
せ
な
い
社し

ゃ

会か
い

構こ
う

造ぞ
う

で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
ほ
と
ん

ど
が
人じ

ん

生せ
い

を
二に

期き

に
分わ

け
、

仕し

事ご
と

の
時じ

代だ
い

と
、
あ
る
日ひ

、

ボ
ン
と
引い

ん

退た
い

し
、
残の

こ

り
の
人じ

ん

生せ
い

を
安あ

ん

楽ら
く

椅い

子す

に
座す

わ

る
か
、

小ち
い

さ
な
旅り

ょ

行こ
う

に
行い

く
か
、
そ

の
程て

い

度ど

で
あ
る
。
沖お

き

縄な
わ

の
言げ

ん

語ご

に
は
「
引い

ん

退た
い

」
と
い
う
単た

ん

語ご

さ
え
な
く
、
あ
る
の
は
、

人じ
ん

生せ
い

す
べ
て
を
含ふ

く

め
る
単た

ん

語ご 

健け
ん

全ぜ
ん

で
あ
る
こ
と
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

ア
ラ
ン
の
『
幸こ

う

福ふ
く

論ろ
ん

』
と

い
う
本ほ

ん

が
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
人じ

ん

、
ア
ラ

ン
の
本ほ

ん

名み
ょ
う
は
エ
ミ
ー
ル
・

シ
ャ
ル
チ
エ
（
１
８
６
８-

１
９
５
１
、８
３
歳さ

い

没ぼ
つ

）。
一い

っ

般ぱ
ん

に
、
三さ

ん

大だ
い

幸こ
う

福ふ
く

論ろ
ん

と
呼よ

ば

れ
る
ヒ
ル
テ
ィ
、ア
ラ
ン
、ラ
ッ

セ
ル
が
あ
る
が
、
中な

か

で
も
ア

ラ
ン
の
『
幸こ

う

福ふ
く

論ろ
ん

』
は
、
世せ

界か
い

で
最も

っ
と
も
美う

つ
く
し
い
本ほ

ん

と
い
わ

れ
る
人じ

ん

生せ
い

訓く
ん

を
集あ

つ

め
た
本ほ

ん

で

あ
る
。

　

彼か
れ

は
、
教

き
ょ
う

師し

を
務つ

と

め
て

い
た
１
９
０
３
年ね

ん

頃ご
ろ

か
ら
、

ペ
ン
ネ
ー
ム
の
ア
ラ
ン
と
い

う
名な

で
、
地ち

方ほ
う

紙し

ル
ー
ア

ン
の
『
デ
ペ
ー
シ
ュ
・
ド
・

ル
ー
ア
ン (D

épêche de 
R

ou
en

)

』
に
毎ま

い

日に
ち

原げ
ん

稿こ
う

用よ
う

紙し

２
枚ま

い

程て
い

度ど

の
プ
ロ
ポ
（
哲て

つ

学が
く

断だ
ん

章し
ょ
う）
と
い
う
短み

じ
かい
論ろ

ん

説せ
つ

を
書か

き
続つ

づ

け
た
。

　

そ
れ
ら
は
、
哲て

つ

学が
く

、
政せ

い

治じ

学が
く

、
美び

学が
く

な
ど
に
関か

ん

し

た
も
の
で
、
１
９
１
４
年ね

ん

の
第だ

い

一い
ち

次じ

世せ

界か
い

大た
い

戦せ
ん

ま
で
に

３
０
７
８
編へ

ん

、
大た

い

戦せ
ん

後ご

に
は

２
０
０
０
編へ

ん

を
書か

い
た
。
彼か

れ

は
社し

ゃ

会か
い

的て
き

問も
ん

題だ
い

に
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

に

発は
つ

言げ
ん

し
、
政せ

い

治じ

活か
つ

動ど
う

や
講こ

う

演え
ん

活か
つ

動ど
う

に
も
参さ

ん

加か

し
、
寄き

稿こ
う

は

亡な

く
な
る
ま
で
連れ

ん

載さ
い

を
続つ

づ

け

た
。

　

な
ぜ
こ
の
本ほ

ん

を
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る

か
と
い
う
と
、
人に

ん

間げ
ん

は
、
自じ

分ぶ
ん

の
た
め
に
も
、
他た

人に
ん

の
た

め
に
も
「
生い

き
甲が

斐い

の
あ
る
」

こ
と
を
し
た
い
と
思お

も

う
な
ら
、

心し
ん

身し
ん

と
も
に
健け

ん

全ぜ
ん

で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
知ち

恵え

が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
見み

返か
え

り
、

賞し
ょ
う

賛さ
ん

を
求も

と

め
る
も
の
で
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
一ひ

と
つ
の
こ
と

を
続つ

づ

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
知し

っ
て
お
く
べ
き

事こ
と

柄が
ら

が
述の

べ
ら
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

　

ア
ラ
ン
は
短み

じ
か
い
言こ

と

葉ば

で
、

し
か
し
、
こ
と
細こ

ま

か
く
、
処し

ょ

世せ
い

術じ
ゅ
つを
語か

た

る
。

　

ま
ず
、
自じ

分ぶ
ん

の
心こ

こ
ろ
が
健け

ん

康こ
う

で
い
る
た
め
の
方ほ

う

法ほ
う

。

（
１
）
悲ひ

観か
ん

的て
き

、
否ひ

定て
い

的て
き

、

不ふ

安あ
ん

、
い
つ
も
悪わ

る

い
方ほ

う

に
考

か
ん
が

え
る
癖く

せ

と
の
付つ

き
合あ

い
方か

た

▼
ま
ず
、
不ふ

安あ
ん

の
原げ

ん

因い
ん

を
見み

つ
け
る
こ
と
。

▼
不ふ

安あ
ん

は
飲の

み
込こ

ま
ず
、
吐は

き
出だ

す
こ
と
。

▼
「
悲か

な

し
み
に
浸ひ

た
っ
て
は
い
け

な
い
。
悲か

な

し
み
は
病

び
ょ
う

気き

だ
と

思お
も

え
ば
、
す
ぐ
に
抜ぬ

け
出だ

せ

る
」

　

心こ
こ
ろ
の
痛い

た

み
を
お
腹な

か

の
痛い

た

み
と
同お

な

じ
と
み
な
せ
ば
、
い
や

な
言こ

と

葉ば

も
忘わ

す

れ
ら
れ
る
し
、

い
ち
い
ち
気き

に
障さ

わ

る
言こ

と

葉ば

も

気き

に
な
ら
な
く
な
る
。
病

び
ょ
う

気き

な
ん
だ
か
ら
、
そ
の
う
ち
治な

お

る
と
思お

も

っ
て
我が

慢ま
ん

す
れ
ば
い

い
。

▼
「
負ふ

の
感か

ん

情じ
ょ
うは
自し

然ぜ
ん

に
は

湧わ

い
て
こ
な
い
。
自じ

分ぶ
ん

で
つ

く
っ
て
い
る
ん
だ
」
と
、
悟さ

と

る

こ
と
。

　

悩な
や

み
は
じ
め
た
ら
、
想そ

う

像ぞ
う

力り
ょ
くが
つ
く
り
出だ

す
妄も

う

想そ
う

に
囚と

ら

わ
れ
る
。
そ
れ
を
振ふ

り
払は

ら

わ

な
い
と
、
ど
ん
ど
ん
悩な

や

み
が

深ふ
か

く
な
る
。
お
ま
け
に
、
妄も

う

想そ
う

を
や
め
な
い
と
、
ま
わ
り

も
巻ま

き
込こ

ん
で
し
ま
う
こ
と

に
な
る
。

▼
大お

お

げ
さ
に
考か

ん
が
え
な
い
こ
と
。

心し
ん

配ぱ
い

し
過す

ぎ
な
い
こ
と
。
あ

れ
こ
れ
考か

ん
が
え
な
い
。
遠と

お

く
に

目め

を
や
る
こ
と
。

（
２
）
自じ

分ぶ
ん

自じ

身し
ん

に
つ
い
て

▼
自じ

分ぶ
ん

が
相あ

い

手て

か
ら
受う

け
取と

る
も
の
は
す
べ
て
、
自じ

分ぶ
ん

が

相あ
い

手て

に
渡わ

た

す
も
の
に
か
か
っ
て

い
る
。
相あ

い

手て

に
渡わ

た

す
も
の
が

不ふ

機き

嫌げ
ん

や
不ふ

平へ
い

不ふ

満ま
ん

な
ら
、

相あ
い

手て

は
不ふ

機き

嫌げ
ん

と
い
う
お
返か

え

し
を
し
て
く
る
。

▼
「
幸こ

う

福ふ
く

は
降ふ

っ
て
く
る
も

の
で
も
、
与あ

た

え
ら
れ
る
も
の

で
も
な
い
。
自じ

分ぶ
ん

で
つ
く
る

も
の
な
の
だ
」

▼
「
も
の
ご
と
が
う
ま
く
い

く
か
ら
幸こ

う

福ふ
く

な
の
で
は
な
く

て
、
幸こ

う

福ふ
く

だ
か
ら
う
ま
く
い

く
の
だ
よ
」

（
３
）
人じ

ん

生せ
い

に
つ
い
て

▼
目め

の
前ま

え

の
現げ

ん

実じ
つ

に
集

し
ゅ
う

中ち
ゅ
うす

る
こ
と
。

▼
喜よ

ろ
こび
を
持も

っ
て
生い

き
る
。

上う

手ま

く
い
っ
た
か
ら
嬉う

れ

し
い
の

で
は
な
く
、
う
れ
し
い
気き

持も

ち
で
い
た
か
ら
上う

手ま

く
い
っ
た

の
だ
。

▼
未み

来ら
い

を
憂う

れ

え
ず
、
目め

先さ
き

を

注ち
ゅ
う

意い

す
る
。
過か

去こ

や
未み

来ら
い

に

と
ら
わ
れ
な
い
。
人ひ

と

が
耐た

え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
現げ

ん

在ざ
い

だ
け
で
あ
る
。

▼
自じ

分ぶ
ん

の
不ふ

幸こ
う

に
耐た

え
ら
れ

る
だ
け
の
強つ

よ

さ
が
、
人ひ

と

に
は

必か
な
らず
備そ

な

わ
っ
て
い
る
。

▼
故こ

人じ
ん

は
み
ん
な
生い

き
て
い

る
。
故こ

人じ
ん

は
み
ん
な
私わ

た
し
た
ち

の
中な

か

で
精せ

い

い
っ
ぱ
い
生い

き
て
い

る
の
だ
、
と
い
う
感か

ん

謝し
ゃ

を
忘わ

す

れ
な
い
こ
と
。

（
４
）
行こ

う

動ど
う

▼
ま
ず
行こ

う

動ど
う

。
決け

つ

断だ
ん

す
る
技ぎ

術じ
ゅ
つを
養や

し
な
お
う
。

（
５
）
人ひ

と

と
の
か
か
わ
り

▼
最さ

い

大だ
い

の
敵て

き

は
相あ

い

手て

で
は
な

く
自じ

分ぶ
ん

で
あ
る
。

▼
礼れ

い

儀ぎ

正た
だ

し
さ
を
学ま

な

ぶ
こ

と
。
礼れ

い

儀ぎ

作さ

法ほ
う

と
は
習

し
ゅ
う

慣か
ん

で

あ
り
、
自し

然ぜ
ん

体た
い

で
あ
る
か
ら
、

学ま
な

ん
で
身み

に
つ
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

ア
ラ
ン
は
「
上

じ
ょ
う

機き

嫌げ
ん

」
を

生せ
い

活か
つ

の
義ぎ

務む

の
第だ

い

一い
ち

位い

に
挙あ

げ
て
い
る
。

▼
上じ

ょ
う

機き

嫌げ
ん

の
種た

ね

を
蒔ま

こ
う

す
る
人ひ

と

は
、
ど
ん
な
と
き

で
も
希き

望ぼ
う

を
失う

し
な

わ
ず
、
明あ

か

る
く
前ま

え

向む

き
で
い
る
人ひ

と

に

会あ

う
の
が
好す

き
だ
。
上

じ
ょ
う

機き

嫌げ
ん

な
人ひ

と

は
、
自じ

分ぶ
ん

が
機き

嫌げ
ん

よ
く
し
て
い
る
だ
け
で
、
ま

わ
り
の
人ひ

と

た
ち
を
上

じ
ょ
う

機き

嫌げ
ん

に
し
て
し
ま
う
。
相あ

い

手て

に

上じ
ょ
う

機き

嫌げ
ん

を
渡わ

た

す
と
、
楽た

の

し

い
気き

持も

ち
が
相あ

い

手て

に
伝つ

た

わ
り
、

相あ
い

手て

か
ら
好こ

う

意い

と
上

じ
ょ
う

機き

嫌げ
ん

を

受う

け
取と

る
こ
と
が
で
き
る
。

▼
思お

も

い
つ
め
る
よ
り
無む

頓と
ん

着
ち
ゃ
く

で
い
よ
う
。
何な

に

か
あ
っ
た
ら

怒お
こ

ら
ず
に
、
笑わ

ら

い
飛と

ば
そ
う
。

　
「
ま
ず
自じ

分ぶ
ん

が
上

じ
ょ
う

機き

嫌げ
ん

に

生い

き
る
秘ひ

訣け
つ

を
見み

つ
け
な
さ

い
。
幸こ

う

福ふ
く

を
自じ

分ぶ
ん

で
手て

に
入い

れ
よ
う
と
動う

ご

き
出だ

せ
ば
、
心

こ
こ
ろ

が
ワ
ク
ワ
ク
し
て
き
て
、
ど

ん
ど
ん
楽た

の

し
い
こ
と
が
起お

き

て
く
る
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
、

と
に
か
く
始は

じ

め
て
み
る
こ
と

だ
。
そ
こ
で
初は

じ

め
て
生い

き
甲が

斐い

を
見み

い

出だ

す
の
だ
」

　

こ
れ
が
ア
ラ
ン
の
言こ

と

葉ば

で

あ
る
。
ほ
ん
の
一い

ち

部ぶ

で
あ
る

が
引い

ん

用よ
う

し
て
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
。

【
出

し
ゅ
っ

典て
ん

】
幸こ

う

福ふ
く

論ろ
ん(

デ
ィ
ス
カ

バ
ー)K

indle

版ば
ん

ア
ラ
ン
（
エ
ミ
ー
ル
・
シ
ャ

ル
チ
エ
・
著ち

ょ)

斎さ
い

藤と
う

慎の
り

子こ

(

訳や
く)

沖
おき

縄
なわ

のソーキソバ

荘
そう

厳
ごん

な沖
おき

縄
なわ

の辺
へ

戸
ど

岬
みさき

休き
ゅ
う

憩け
い

、
昼ひ

る

寝ね

の
時じ

間か
ん

も
自し

然ぜ
ん

で
、 

脳の
う

も
身か

ら
だ体

も
休や

す

め
る

状じ
ょ
う

態た
い

に
し

て
い
る
。

　

彼か
れ

ら
に

は
皆み

な

、
明あ

日す

の
目も

く

的て
き

を
果は

た
す

「
生い

き
甲が

斐い

」
の
言こ

と

葉ば

が
あ
る
。

長ち
ょ
う

寿じ
ゅ

地ち

域い
き

の
人ひ

と

々び
と

は

人じ
ん

生せ
い

の
意い

味み

を
知し

っ

て
お
り
、

そ
れ
を

知し

っ
て
い
る

か
ら
こ
そ
、

自じ

発は
つ

的て
き

で

活か
つ

動ど
う

的て
き

な

人じ
ん

生せ
い

を
過す



「
申
し
訳
な
い
」
と
異
例
通
知

河
野
氏
、
ネ
ッ
ト
配
信
規
制
に

韓
国
人
射
殺
で
金
正
恩
氏
謝
罪

「
や
る
気
な
い
担
当
は
変
更
」

歴れ
き

史し

か
ら
消け

さ
れ
た
ア
リ
ア
ン
サ
（
協

き
ょ
う

同ど
う

）
の
地ち

、
こ
こ
に
あ
り

特
とく

別
べつ

寄
き

稿
こう

東と
う

京き
ょ
う

都と

在ざ
い

住じ
ゅ
う　　

木き

村む
ら　

快か
い

た
。
移い

民み
ん

会が
い

社し
ゃ

の
宣せ

ん

伝で
ん

に
だ

ま
さ
れ
、
帰き

国こ
く

で
き
な
い
ま

ま
住す

み
着つ

い
た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住
じ
ゅ
う

地ち

が
た
く
さ
ん
生う

ま
れ
、
そ

れ
が
世せ

界か
い

最さ
い

大だ
い

の
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

を
形け

い

成せ
い

す
る
土ど

台だ
い

と
な
っ
た
。

だ
が
移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

は
移い

住じ
ゅ
う

地ち

を

捨す

て
て
都と

市し

へ
集

し
ゅ
う

中ち
ゅ
うし
、
集

し
ゅ
う

落ら
く

跡あ
と

も
ほ
と
ん
ど
消

し
ょ
う

滅め
つ

し
て

い
る
。
現げ

ん

在ざ
い

残の
こ

る
の
は
、
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

を
継け

い

承し
ょ
うす
る
ユ
バ
農の

う

場じ
ょ
うが
あ
る
ミ
ラ
ン
ド
・
ポ
リ

ス
市し

ア
リ
ア
ン
サ
地ち

区く

だ
け

で
あ
る
。

　

ア
リ
ア
ン
サ
は
出で

稼か
せ

ぎ

移い

民み
ん

で
は
な
く
、
１
９
２
３

（
大た

い

正し
ょ
う１
２
）
年ね

ん

、「
理り

想そ
う

の
村む

ら

」
を
め
ざ
し
て
協

き
ょ
う

同ど
う

組く
み

合あ
い

方ほ
う

式し
き

で
建け

ん

設せ
つ

さ
れ
た
大だ

い

移い

住じ
ゅ
う

地ち

で
、
最さ

い

盛せ
い

期き

に
は
人じ

ん

口こ
う

４
万ま

ん

人に
ん

を
超こ

え
る
大だ

い

農の
う

業ぎ
ょ
う

地ち

帯た
い

だ
っ
た
。
日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

で
は
大た

い

正し
ょ
う８
年ね

ん

こ
ろ
か
ら

大た
い

正し
ょ
うデ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
影え

い

響
き
ょ
う

で
〈
協

き
ょ
う

同ど
う

の
生い

き
方か

た

〉
を
志し

向こ
う

す
る
青せ

い

年ね
ん

た
ち
が
増ふ

え
て

い
た
。

　

貧ま
ず

し
い
若わ

か

者も
の

を
支し

援え
ん

す

る
〈
日に

本ほ
ん

力り
っ

行こ
う

会か
い

〉
の
永な

が

田た

稠し
げ
しら
は
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る

出で

稼か
せ

ぎ
労ろ

う

働ど
う

者し
ゃ

の
悲ひ

惨さ
ん

な
実じ

っ

態た
い

を
知し

り
、
長な

が

野の

県け
ん

の
協

き
ょ
う

力
り
ょ
く

を
受う

け
、
移い

民み
ん

会が
い

社し
ゃ

に
頼た

よ

ら

ず
独ど

く

自じ

に
協

き
ょ
う

同ど
う

組く
み

合あ
い

方ほ
う

式し
き

の

移い

住じ
ゅ
う

地ち

を
建け

ん

設せ
つ

し
よ
う
と
、

日に

本ほ
ん

全ぜ
ん

国こ
く

か
ら
協

き
ょ
う

同ど
う

組く
み

合あ
い

員い
ん

を
募ぼ

集し
ゅ
うし
、
そ
の
出

し
ゅ
っ

資し

金き
ん

で

サ
ン
パ
ウ
ロ
州

し
ゅ
う

奥お
く

地ち

に
協

き
ょ
う

同ど
う

組く
み

合あ
い

方ほ
う

式し
き

の
ア
リ
ア
ン
サ
移い

住じ
ゅ
う

地ち

を
開か

い

設せ
つ

。
日に

本ほ
ん

力り
っ

行こ
う

会か
い

の
青せ

い

年ね
ん

た
ち
が
無む

償し
ょ
うで
開か

い

設せ
つ

に
従

じ
ゅ
う

事じ

し
て
い
る
。

　

ア
リ
ア
ン
サ
と
は
ブ
ラ
ジ

ル
語ご

で
協

き
ょ
う

力り
ょ
く・
協

き
ょ
う

同ど
う

を
意い

味み

す
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
市し

民み
ん

と
の

共き
ょ
う

生せ
い

を
理り

念ね
ん

と
し
、
日に

本ほ
ん

語ご

の
標

ひ
ょ
う

記き

も
〈
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

〉
で

な
く
〈
移い

住じ
ゅ
う

地ち

〉
を
使つ

か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
戦せ

ん

前ぜ
ん

ブ
ラ
ジ
ル

地ち

図ず

に
記き

載さ
い

さ
れ
た
唯ゆ

い

一い
つ
の

日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う

地ち

で
も
あ
る
。

　

だ
が
、
昭

し
ょ
う

和わ

２
年ね

ん

以い

後ご

急き
ゅ
う

速そ
く

に
右う

傾け
い

化か

す
る
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

内な
い

務む

省し
ょ
うの
干か

ん

渉し
ょ
うに
よ
っ

て
、
政せ

い

府ふ

か
ら
の
保ほ

護ご

支し

援え
ん

が
断た

ち
切き

ら
れ
て
い
る
。
そ

し
て
移い

民み
ん

会か
い

社し
ゃ

中ち
ゅ
う

心し
ん

の
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

で
は
異い

端た
ん

の
移い

住じ
ゅ
う

地ち

と

さ
れ
、
孤こ

立り
つ

し
な
が
ら
生い

き

続つ
づ

け
た
歴れ

き

史し

を
持も

つ
。

◆
闇や

み

に
埋う

も
れ
た
〈
国こ

く

策さ
く

移い

民み
ん

の
経け

い

過か

〉
を
明あ

き

ら
か
に

　

ぼ
く
と
マ
サ
カ
ツ
は

１
９
９
５
年ね

ん

に
ア
リ
ア
ン
サ

史し

研け
ん

究き
ゅ
う

会か
い

を
組そ

織し
き

し
、
移い

民み
ん

史し

に
関か

ん

心し
ん

を
持も

つ
人ひ

と

々び
と

の

協き
ょ
う

力り
ょ
くを
受う

け
な
が
ら
埋ま

い

没ぼ
つ

資し

料り
ょ
うを
発は

っ

掘く
つ

し
、
２
０
０
４

年ね
ん

に
は
日に

本ほ
ん

の
外が

い

交こ
う

史し

料り
ょ
う

館か
ん

で
戦せ

ん

前ぜ
ん

の
国こ

っ

会か
い

審し
ん

議ぎ

議ぎ

事じ

録ろ
く

を
調し

ら

べ
、
全ぜ

ん

体た
い

像ぞ
う

を
確か

く

認に
ん

す

る
と
こ
ろ
ま
で
来き

た
。
そ
の

経け
い

過か

を
簡か

ん

単た
ん

に
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
。

　

実じ
つ

は
昭

し
ょ
う

和わ

２
年ね

ん

か
ら
の
国こ

く

策さ
く

移い

民み
ん

は
、
田た

中な
か

義よ
し

一か
ず

内な
い

閣か
く

の
移い

住じ
ゅ
う

組く
み

合あ
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い

専せ
ん

務む

理り

事じ

に
就

し
ゅ
う

任に
ん

し
た
梅う

め

谷た
に

光み
つ

貞さ
だ

が
、
ア
リ
ア
ン
サ
開か

い

設せ
つ

責せ
き

任に
ん

者し
ゃ

だ
っ
た
輪わ

湖こ

俊し
ゅ
ん

午ご

郎ろ
う

の
協

き
ょ
う

力り
ょ
くを
受う

け
、〈
チ
エ
テ
〉、〈
バ

ス
ト
ス
〉、〈
ト
レ
ス
・
バ
ー

ラ
ス
〉、〈
ア
リ
ア
ン
サ
〉
の

四し

大だ
い

移い

住じ
ゅ
う

地ち

を
開か

い

設せ
つ

し
て
、

そ
の
後ご

の
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
土ど

台だ
い

と
な
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
昭

し
ょ
う

和わ

６
年ね

ん

に
梅う

め

谷た
に

光み
つ

貞さ
だ

が
政せ

い

府ふ

の
無む

謀ぼ
う

な
指し

令れ
い

を
納な

っ

得と
く

し
な
か
っ
た
た
め
、

（５） ２０２０（令和二）年第５５８０号 	 ９月	２６日	（土曜日）

史し

は
扱あ

つ
か

わ
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
て
、
戦せ

ん

前ぜ
ん

、
ブ
ラ
ジ
ル
、

満ま
ん

州し
ゅ
う、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

な
ど
に
数す

う

百ひ
ゃ
く

万ま
ん

の
人ひ

と

々び
と

を
送お

く

り
出だ

し
て
い
な

が
ら
、
専せ

ん

門も
ん

の
研け

ん

究き
ゅ
う

機き

関か
ん

は

な
く
、
ブ
ラ
ジ
ル
移い

民み
ん

に
つ

い
て
は
移い

民み
ん

学が
っ

会か
い

や
ブ
ラ
ジ

ル
移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

で
も
戦せ

ん

前ぜ
ん

の

移い

民み
ん

資し

料り
ょ
うは
扱

あ
つ
か
っ
て
い
な
い
と

の
こ
と
（
２
０
０
３
年ね

ん

、
木き

村む
ら

確か
く

認に
ん

）。

　

そ
ん
な
こ
と
も
知し

ら
ず
、

現げ
ん

代だ
い

座ざ

は
１
９
９
４
年ね

ん

に

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

通つ
う

商し
ょ
う

条じ
ょ
う

約や
く

１
０
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

行ぎ
ょ
う

事じ

と

し
て
日に

っ

系け
い

諸し
ょ

団だ
ん

体た
い

か
ら
招

し
ょ
う

聘へ
い

を
受う

け
、
戦せ

ん

後ご

移い

民み
ん

を
扱

あ
つ
か

っ

た
現げ

ん

代だ
い

座ざ

の
作さ

く

品ひ
ん

「
も
く
れ

ん
の
う
た
」
を
ブ
ラ
ジ
ル
全ぜ

ん

土ど

１
３
都と

市し

で
記き

念ね
ん

公こ
う

演え
ん

し

て
い
た
。
実じ

つ

に
恥は

ず
か
し
い

こ
と
で
あ
る
。

◆
ア
リ
ア
ン
サ
は
な
ぜ
移い

民み
ん

史し

か
ら
消け

さ
れ
た
の
か

　

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
ブ
ラ
ジ
ル
移い

住じ
ゅ
うは
サ
ン
パ
ウ
ロ
州

し
ゅ
う

政せ
い

府ふ

に

よ
る
農の

う

場じ
ょ
う

労ろ
う

働ど
う

者し
ゃ

募ぼ

集し
ゅ
うで

１
９
０
８
年ね

ん

か
ら
は
じ
ま
っ

い
て
い
た
ら
し
い
が
、
次し

第だ
い

に
芸げ

い

術じ
ゅ
つ

部ぶ

門も
ん

を
担た

ん

当と
う

す
る
よ

う
に
な
っ
た
。

◆
〈
日に

本ほ
ん

人じ
ん

ブ
ラ
ジ
ル
移い

民み
ん

史し

〉
の
謎な

ぞ

　

１
９
９
４
年ね

ん

、
ぼ
く
が
療

り
ょ
う

養よ
う

の
た
め
ユ
バ
農の

う

場じ
ょ
うに
滞た

い

在ざ
い

し
た
と
き
、
日に

っ

系け
い

二に

世せ
い

に
伝つ

た

え
る
移い

民み
ん

の
歴れ

き

史し

を
ま
と
め

た
い
の
だ
が
、
な
ん
と
か
日に

本ほ
ん

側が
わ

の
資し

料り
ょ
うを
手て

に
入い

れ
る

こ
と
は
出で

来き

な
い
だ
ろ
う
か

と
相そ

う

談だ
ん

さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

　

日に
っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

が
移い

植し
ょ
く

民み
ん

資し

料り
ょ
うを
す
べ
て
廃は

い

棄き

し
た
た

め
、
自じ

分ぶ
ん

た
ち
の
出

し
ゅ
つ

自じ

を
知し

る
こ
と
が
出で

来き

な
い
。
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
公こ

う

的て
き

移い

民み
ん

史し

と
さ
れ

る
『
日に

本ほ
ん

人じ
ん

ブ
ラ
ジ
ル
移い

民み
ん

八は
ち

十じ
ゅ
う

年ね
ん

史し

』（
１
９
９
０
年ね

ん

日に
っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

協き
ょ
う

会か
い

編へ
ん

）
で
は
こ

の
現げ

ん

存そ
ん

す
る
最さ

い

大だ
い

の
移い

住じ
ゅ
う

地ち

〈
ア
リ
ア
ン
サ
〉
の
こ
と
さ
え

ほ
と
ん
ど
省

し
ょ
う

略り
ゃ
くさ
れ
て
い
る
。

　
「
じ
ゃ
あ
誰だ

れ

か
研け

ん

究き
ゅ
う

者し
ゃ

を

探さ
が

し
て
み
よ
う
」
と
日に

本ほ
ん

に

帰か
え

っ
て
み
る
と
、
日に

本ほ
ん

の
歴れ

き

史し

学が
く

で
は
移い

民み
ん

史し

、
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

　

２
０
２
０
年ね

ん

５
月が

つ

２
８

日に
ち

、
ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ン
パ
ウ

ロ
州し

ゅ
う
ミ
ラ
ン
ド
ポ
リ
ス
市し

ア

リ
ア
ン
サ
地ち

区く

の
ユ
バ
農の

う

場
じ
ょ
う

で
暮く

ら
し
て
い
た「
マ
サ
カ
ツ
」

こ
と
、
矢や

崎ざ
き

正ま
さ

勝か
つ

が
天て

ん

国ご
く

へ

旅た
び

立だ

っ
た
と
の
知し

ら
せ
を
受う

け
た
。
享

き
ょ
う

年ね
ん

７
６
歳さ

い

。

　

１
９
７
８
年ね

ん

以い

来ら
い

続つ
づ

け
て

き
た
ぼ
く
の
〈
ブ
ラ
ジ
ル
移い

民み
ん

史し

〉
調

ち
ょ
う

査さ

は
、
ほ
と
ん
ど

マ
サ
カ
ツ
が
資し

料り
ょ
うを
集あ

つ

め
、

助じ
ょ

言げ
ん

し
て
く
れ
た
も
の
で
あ

る
。

　

マ
サ
カ
ツ
の
こ
と
を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　

☆

　
マ
サ
カ
ツ
は
１
９
４
３
年ね

ん

、

戦せ
ん

前ぜ
ん

の
日に

本ほ
ん

の
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

台た
い

湾わ
ん

の
台た

い

北ぺ
い

市し

生う

ま
れ
、
敗は

い

戦せ
ん

後ご

は
東と

う

京き
ょ
う

都と

小こ

金が
ね

井い

で
少

し
ょ
う

年ね
ん

時じ

代だ
い

を
送お

く

っ
て
い
る
が
、

１
９
歳さ

い

の
時と

き

ア
リ
ア
ン
サ･

ユ
バ
農の

う

場じ
ょ
うに
渡わ

た
っ
て
い
る
。

　
ユ
バ
農の

う

場じ
ょ
うは
戦せ

ん

前ぜ
ん

か
ら
共

き
ょ
う

生せ
い

協き
ょ
う

同ど
う

を
原げ

ん

則そ
く

と
し
、「
祈い

の

り･

耕た
が
やし
、
芸げ

い

術じ
ゅ
つす
る
」
農の

う

場じ
ょ
うと
し
て
知し

ら
れ
て
い
た
。

当と
う

初し
ょ

、
マ
サ
カ
ツ
は
作さ

業ぎ
ょ
うに

加く
わ

わ
ら
ず
ギ
タ
ー
ば
か
り
弾ひ

創そ
う

設せ
つ

八は
ち

十じ
ゅ
う

年ね
ん

矢や

崎ざ
き

正ま
さ

勝か
つ

北
きた

原
はら

地
ち

価
か

造
ぞう

邸
てい

は骨
こっ

格
かく

しか残
のこ

っておらず、輪
わ

湖
こ

俊
しゅん ご ろう てい

午郎邸は使
つか

える材
ざい

料
りょう

が多
おお

かった。
骨
こっ

格
かく

は北
きた

原
はら

地
ち

価
か

造
ぞう

邸
てい

を使
し

用
よう

し、室
しつ

内
ない

部
ぶ

分
ぶん

は輪
わ

湖
こ

俊
しゅん ご ろう てい

午郎邸の材
ざい

料
りょう

を使
し

用
よう

。広
ひろ

場
ば

の周
しゅう

囲
い

は戦
せん

後
ご

ユバ農
のう

場
じょう

に移
い

住
じゅう

したブラジルでも著
ちょ

名
めい

な彫
ちょう

刻
こく

家
か

として知
し

られる小
お

原
ばら

久
ひさ

雄
お

の作
さく

品
ひん

が並
なら

んでいる。

国
連
「
途
方
も
な
い
汚
職
」

南
ス
ー
ダ
ン
公
金

３
８
億
円
横
領

の
出

し
ゅ
っ

身し
ん

者し
ゃ

が
多お

お

か
っ
た
か
ら

農の
う

業ぎ
ょ
う

生せ
い

産さ
ん

力り
ょ
くは
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
くだ
っ

た
。
そ
こ
で
日に

本ほ
ん

力り
っ

行こ
う

会か
い

は

ア
リ
ア
ン
サ
に
南な

ん

米べ
い

農の
う

業ぎ
ょ
う

練れ
ん

習し
ゅ
う

所じ
ょ

を
開か

い

設せ
つ

し
て
多お

お

く
の
青せ

い

年ね
ん

を
送お

く

り
込こ

み
、
移い

住じ
ゅ
う

地ち

で
は
そ
の
出

し
ゅ
っ

身し
ん

者し
ゃ

を
小こ

作さ
く

人に
ん

と
し
て
雇こ

用よ
う

し
、
文ぶ

ん

化か

活か
つ

動ど
う

を
保ほ

証し
ょ
うし
た
。
小こ

作さ
く

人に
ん

に
よ

る
野や

球き
ゅ
うチ
ー
ム
は
全ぜ

ん

ブ
ラ
ジ

ル
で
３
度ど

も
優ゆ

う

勝し
ょ
うし
て
い
る
。

俳は
い

句く･

和わ

歌か

・
文ぶ

ん

芸げ
い

も
盛さ

か

ん

だ
っ
た
。
ア
リ
ア
ン
サ
の
句く

会か
い

は
現げ

ん

在ざ
い

も
継け

い

承し
ょ
うさ
れ
て
い

る
　

青せ
い

年ね
ん

た
ち
は
野や

球き
ゅ
うチ
ー
ム

に
よ
る
遠え

ん

征せ
い

で
ブ
ラ
ジ
ル
各か

く

地ち

の
移い

住じ
ゅ
う

地ち

の
現げ

ん

状じ
ょ
うを
知し

り
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
適て

き

し
た
農の

う

業ぎ
ょ
う

生せ
い

産さ
ん

の
研け

ん

究き
ゅ
うに
励は

げ

み
、
養よ

う

鶏け
い

産さ
ん

業ぎ
ょ
うを
起お

こ
し
、
移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

た
ち
を
助た

す

け
た
。

　

野や

球き
ゅ
うチ
ー
ム
か
ら
は
じ

ま
っ
た
ユ
バ
農の

う

場じ
ょ
うは

現げ
ん

在ざ
い

、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非ひ

政せ
い

府ふ

公こ
う

益え
き

団だ
ん

体た
い

）
コ
ム
ニ
ダ
ー
デ
・
ユ
バ

の
名め

い

称し
ょ
うで
ア
リ
ア
ン
サ
地ち

域い
き

の
文ぶ

ん

化か

セ
ン
タ
ー
的て

き

存そ
ん

在ざ
い

と

な
っ
て
い
る
。

◆
ブ
ラ
ジ
ル
連れ

ん

邦ぽ
う

政せ
い

府ふ

文ぶ
ん

化か

功こ
う

労ろ
う

賞し
ょ
う

受じ
ゅ

賞
し
ょ
う

　

ア
リ
ア
ン
サ
・
ユ
バ
農の

う

場
じ
ょ
う

の
〈
農の

う

民み
ん

バ
レ
エ
団だ

ん

〉
は

１
９
５
０
年ね

ん

代だ
い

か
ら
全ぜ

ん

ブ
ラ

ジ
ル
に
知し

ら
れ
て
い
る
。

　

２
０
０
８
年ね

ん

に
は
ブ
ラ
ジ

ル
連れ

ん

邦ぽ
う

政せ
い

府ふ

か
ら
長な

が

年ね
ん

の
ブ

ラ
ジ
ル
国こ

く

民み
ん

に
対た

い

す
る
文ぶ

ん

化か

的て
き

貢こ
う

献け
ん

が
評

ひ
ょ
う

価か

さ
れ
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
コ
ム
ニ
ダ
ー
デ
・
ユ
バ
に

〈
ブ
ラ
ジ
ル
連れ

ん

邦ぽ
う

政せ
い

府ふ

文ぶ
ん

化か

功こ
う

労ろ
う

賞し
ょ
う〉
が
贈お

く

ら
れ
て
い
る
。 　

こ
れ
を
機き

に
ユ
バ
農の

う

場じ
ょ
うは

ブ
ラ
ジ
ル
政せ

い

府ふ

か
ら
〈
ポ
ン

ト
ス･

デ･

ク
ル
ト
ゥ
ー
ラ
〉

（
地ち

域い
き

文ぶ
ん

化か

拠き
ょ

点て
ん

）
の
指し

定て
い

を
受う

け
、
周

し
ゅ
う

辺へ
ん

地ち

域い
き

の
子こ

ど

も
た
ち
の
た
め
の
弦げ

ん

楽が
っ

器き

指し

導ど
う

を
行お

こ
ない
、〈
ア
リ
ア
ン
サ
弦げ

ん

楽が
く

合が
っ

奏そ
う

団だ
ん

〉
が
誕た

ん

生じ
ょ
うし
て
い

る
。
こ
れ
は
大だ

い

都と

市し

で
の
話

は
な
し

で
は
な
く
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

か
ら
遠と

お

く
６
０
０
キ
ロ
も
離は

な

れ
た
農の

う

村そ
ん

地ち

帯た
い

で
の
こ
と
で

あ
り
、
多お

お

く
の
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

の
関か

ん

心し
ん

を
集あ

つ

め
て
い
る

　

毎ま
い

年と
し

ユ
バ
の
ク
リ
ス
マ
ス
で

は
日に

本ほ
ん

語ご

演え
ん

劇げ
き

の
上

じ
ょ
う

演え
ん

と
同ど

う

時じ

に
、
弦げ

ん

楽が
く

合が
っ

奏そ
う

が
行お

こ
なわ
れ
、

近き
ん

郊こ
う

の
街ま

ち

だ
け
で
な
く
、
サ

ン
パ
ウ
ロ
市し

か
ら
も
多お

お

く
の

観か
ん

客き
ゃ
くが
や
っ
て
く
る
。

◆
北き

た

原は
ら･

輪わ

湖こ

記き

念ね
ん

館か
ん

　

１
９
９
４
年ね

ん

当と
う

時じ

、
ジ
ャ

ン
グ
ル
の
中な

か

で
ア
リ
ア
ン
サ

開か
い

設せ
つ

責せ
き

任に
ん

者し
ゃ

だ
っ
た
輪わ

湖こ

俊
し
ゅ
ん

午ご

郎ろ
う

や
北き

た

原は
ら

地ち

価か

造ぞ
う

の
旧

き
ゅ
う

宅た
く

が
廃は

い

墟き
ょ

に
な
っ
て
い
た
。
歴れ

き

史し

を
継け

い

承し
ょ
うす
る
た
め
に
こ
れ

を
移い

築ち
く

、
改か

い

装そ
う

し
て
〈
移い

か
ら
で
は
な
い
か
」
と
指
摘

し
た
。

　
【
共
同
】
国
連
人
権
理
事

会
は
２
５
日
ま
で
に
、
今
年

２
月
の
事
実
上
の
内
戦
終
結

後
も
政
情
不
安
が
続
く
南

ス
ー
ダ
ン
で
２
０
１
６
年

以
降
、
政
治
家
や
政
府
高
官

が
公
金
計
約
３
６
０
０
万
ド

ル
（
約
３
８
億
円
）
を
横
領

し
た
疑
い
が
あ
る
と
発
表
し

た
。
実
際
の
被
害
額
は
さ
ら

に
多
い
と
み
ら
れ
る
。

　

南
ス
ー
ダ
ン
で
は
１
３
年

に
始
ま
っ
た
内
戦
で
推
計

４
０
万
人
が
死
亡
。
人
権
理

は
、
政
治
家
ら
が
石
油
や
鉱

物
資
源
の
利
益
を
巡
り
争
っ

て
い
る
と
し
「
人
々
の
暮
ら

し
は
、
途
方
も
な
い
規
模
の

汚
職
に
よ
り
破
壊
さ
れ
た
」

と
非
難
し
た
。

　

人
権
理
に
よ
る
と
、
公
金

は
財
務
・
経
済
計
画
省
と
国

家
歳
入
庁
か
ら
政
治
家
ら
に

違
法
に
流
れ
、
国
際
企
業
や

銀
行
も
関
与
し
た
。一
部
は
、

マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
（
資

金
洗
浄
）
の
た
め
国
外
の
資

産
購
入
に
充
て
ら
れ
た
。

　
【
共
同
】
旅
行
大
手
の
エ

イ
チ
・
ア
イ
・
エ
ス
（
Ｈ
Ｉ

Ｓ
）
は
２
５
日
、
未
定
と
し

て
い
た
２
０
２
０
年
１
０
月

期
連
結
業
績
予
想
を
発
表

し
、
純
損
益
が
３
１
８
億
円

の
赤
字
（
前
期
は
１
２
２
億

円
の
黒
字
）
に
転
落
す
る
と

の
見
通
し
を
示
し
た
。
通
期

の
赤
字
は
０
２
年
の
上
場
以

来
初
め
て
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
厳
し
い
入

国
制
限
が
続
い
て
お
り
、
海

外
ツ
ア
ー
を
企
画
で
き
な
い

こ
と
が
響
く
。

　

営
業
所
の
臨
時
休
業
に
伴

い
４
３
億
円
の
特
別
損
失
を

計
上
す
る
。
売
上
高
は
４
７ 

・
６
％
減
の
４
２
４
０
億
円

を
見
込
み
、
初
の
無
配
。

　

同
時
に
発
表
し
た
１
９
年

１
１
月
～
２
０
年
７
月
期

連
結
決
算
は
、
純
損
益
が

１
６
９
億
円
の
赤
字
、
売

上
高
は
３
０
・
１
％
減
の

４
０
１
０
億
円
だ
っ
た
。

　
【
ソ
ウ
ル
共
同
＝
岡
坂
健

太
郎
】
北
朝
鮮
に
よ
る
韓
国

人
男
性
射
殺
事
件
で
、
韓
国

大
統
領
府
は
２
５
日
、
北
朝

鮮
側
か
ら
同
日
に
通
知
文
が

届
き
、
こ
の
中
で
金
正
恩
朝

鮮
労
働
党
委
員
長
が
「
文
在

寅
大
統
領
と
南
の
同
胞
た
ち

に
大
き
な
失
望
感
を
与
え
、

非
常
に
申
し
訳
な
く
思
う
」

と
表
明
し
た
と
発
表
し
た
。

　

北
朝
鮮
の
最
高
指
導
者
が

対
外
的
に
謝
罪
を
表
明
す
る

の
は
極
め
て
異
例
。
韓
国
で

は
事
件
を
受
け
て
北
朝
鮮
へ

の
反
感
が
強
ま
っ
て
お
り
、

謝
罪
で
極
度
の
関
係
悪
化
を

避
け
る
狙
い
が
あ
り
そ
う

だ
。
た
だ
北
朝
鮮
が
膠
着
す

る
南
北
関
係
改
善
に
か
じ
を

切
る
か
ど
う
か
は
不
透
明
。

　

徐
薫
国
家
安
保
室
長
に
よ

る
と
、
通
知
文
は
北
朝
鮮
の

朝
鮮
労
働
党
統
一
戦
線
部
名

義
。
通
知
文
に
よ
る
と
、
金

氏
は
「
た
だ
で
さ
え
悪
性
ウ

イ
ル
ス
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
）
の
病
魔
の
脅
威
に
苦

し
む
南
の
同
胞
」
の
助
け
に

な
る
ど
こ
ろ
か
「
思
い
も
寄

ら
な
い
不
始
末
」
を
起
こ
し

て
し
ま
っ
た
と
し
、
謝
罪
の

趣
旨
を
韓
国
側
に
伝
え
る
よ

う
指
示
し
た
と
い
う
。

　

ま
た
北
朝
鮮
指
導
部
は

し
の
ば
せ
る
歴れ

き

史し

的て
き

文ぶ
ん

化か

財ざ
い

が
残の

こ

っ
て
い
る
が
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

の
場ば

合あ
い

は
ほ
と
ん
ど

の
移い

住じ
ゅ
う

地ち

が
消

し
ょ
う

滅め
つ

し
た
こ
と

平ひ
ら

生お

釟は
ち

三さ
ぶ

郎ろ
う

内な
い

相し
ょ
うに
解か

い

任に
ん

さ

れ
、
国こ

く

策さ
く

移い

民み
ん

記き

録ろ
く

は
す
べ

て
削さ

く

除じ
ょ

、
ア
リ
ア
ン
サ
移い

住
じ
ゅ
う

地ち

に
つ
い
て
の
記き

述じ
ゅ
つも
移い

住
じ
ゅ
う

史し

か
ら
消け

し
去さ

ら
れ
て
い
た
。

　

こ
れ
を
ど
う
い
う
形か

た
ち
で
ま

と
め
る
か
と
い
う
段だ

ん

階か
い

で
、

当と
う

時じ

ユ
バ
に
滞た

い

在ざ
い

し
て
い
た

言げ
ん

語ご

学が
く

研け
ん

究き
ゅ
う

者し
ゃ

の
渡わ

た

辺な
べ

伸の
ぶ

勝か
つ

か
ら
「
当と

う

然ぜ
ん

、
全ぜ

ん

ア
リ
ア

ン
サ
の
歴れ

き

史し

が
知し

り
た
い
」

と
の
提て

い

言げ
ん

が
出で

る
。
実じ

つ

は
ア

リ
ア
ン
サ
３
地ち

区く

も
戦せ

ん

前ぜ
ん

、

政せ
い

府ふ

の
干か

ん

渉し
ょ
うで
分ぶ

ん

裂れ
つ

し
た
ま

ま
で
、
お
互た

が

い
に
全ぜ

ん

体た
い

の
歴れ

き

史し

は
判わ

か

ら
な
か
っ
た
。

　

マ
サ
カ
ツ
は
す
ぐ
ア
リ
ア

ン
サ
第だ

い

１
、
第だ

い

２
、
第だ

い

３
地ち

区く

の
有ゆ

う

志し

に
呼よ

び
か
け
、〈
全ぜ

ん

ア
リ
ア
ン
サ
史し

〉
の
編へ

ん

集し
ゅ
う

委い

員い
ん

会か
い

を
設せ

つ

立り
つ

す
る
。
す
で
に

２
世せ

い

が
多た

数す
う

を
占し

め
る
時じ

代だ
い

で
あ
り
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

よ
り
ブ
ラ

ジ
ル
人じ

ん

を
対た

い

象し
ょ
うに
し
て
編へ

ん

纂さ
ん

す
る
こ
と
に
な
り
、
３
年ね

ん

が

か
り
で
完か

ん

成せ
い

。
日に

本ほ
ん

語ご

版ば
ん

と

ポ
ル
ト
ガ
ル
語ご

版ば
ん

が
発は

っ

行こ
う

さ

れ
た
。

　

こ
う
し
て
『
創そ

う

設せ
つ

八は
ち

十
じ
ゅ
う

年ね
ん

』
は
単た

ん

な
る
ア
リ
ア
ン
サ

地ち

域い
き

史し

で
は
な
く
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

で
は
じ
め
て
の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

史し

全ぜ
ん

体た
い

の
根こ

ん

幹か
ん

を
示し

め

す
文ぶ

ん

献け
ん

と
な
っ
た
。

　
『
共

き
ょ
う

生せ
い

の
大だ

い

地ち

・
ア
リ
ア
ン

サ
』（
木き

村む
ら

快か
い

著ち
ょ

、
同ど

う

時じ

代だ
い

社し
ゃ

２
０
１
３
年ね

ん

）
は
こ
う
し

た
蓄ち

く

積せ
き

を
も
と
に
執し

っ

筆ぴ
つ

で
き

た
。

◆
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
コ
ム
ニ
ダ
ー
デ
・

ユ
バ

　

ア
リ
ア
ン
サ
は
中

ち
ゅ
う

産さ
ん

階か
い

級
き
ゅ
う

利
処
理
の
作
業
へ
の
負
担
感

が
強
い
と
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

も
作
業
部
会
な
ど
で
円
滑

化
の
方
策
が
議
論
さ
れ
て
き

た
。

　

こ
の
日
、
文
化
庁
は
別
の

審
議
会
で
の
検
討
状
況
な
ど

を
報
告
。
河
野
氏
は
「
文
化

庁
が
説
明
し
た
対
応
方
針
で

は
、
国
民
の
利
便
性
は
上
が

ら
ず
問
題
だ
。
心
を
入
れ
替

え
て
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

対
応
す
べ
き
だ
」
な
ど
と
発

言
し
た
。
文
化
庁
の
担
当
者

は「
し
っ
か
り
対
応
し
た
い
」

と
回
答
し
た
と
い
う
。

　

河
野
氏
の
発
言
に
つ
い

て
、
関
係
者
は
「（
安
倍
前

政
権
時
代
を
含
め
）
長
期
間

議
論
し
て
い
る
課
題
を
前
に

進
め
た
い
と
い
う
強
い
思
い

ポントス･デ･クルトーラ　マサカツの指
し

揮
き

で演
えん

奏
そう

するアリアンサ弦
げん

楽
がく

合
がっ

奏
そう

団
だん

あ
り
あ
ん
さ
通つ

う

信し
ん

３
１
号ご

う

わ
が
友と

も

、
マ
サ
カ
ツ
の
こ
と

も
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
残の

こ
っ
て
い

な
い
。
日に

本ほ
ん

式し
き

の
木も

く

造ぞ
う

建け
ん

築ち
く

は
維い

持じ

保ほ

存ぞ
ん

が
困こ

ん

難な
ん

な
こ
と

も
あ
り
、
こ
の
記き

念ね
ん

館か
ん

の
実じ

つ

現げ
ん

は
非ひ

常じ
ょ
うに
貴き

重ち
ょ
うで
あ
る
。

◆
共き

ょ
う

生せ
い

協き
ょ
う

同ど
う

を
生い

き
た
男

お
と
こ

　

マ
サ
カ
ツ
は
ア
リ
ア
ン
サ

の
文ぶ

ん

化か

伝で
ん

統と
う

を
背せ

負お

っ
た
男

お
と
こ

だ
っ
た
。
世せ

界か
い

が
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
で
揺ゆ

れ
る
現げ

ん

代だ
い

だ
か
ら

こ
そ
、〈
共

き
ょ
う

生せ
い

協き
ょ
う

同ど
う

〉
に
生い

き
た
男お

と
こ
と
し
て
紹

し
ょ
う

介か
い

し
て
お

き
た
か
っ
た
。

　

農の
う

場じ
ょ
うの
近き

ん

況き
ょ
うは
、
ま
た
あ

ら
た
め
て
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
い
と
思お

も

う
。

（『
現げ

ん

代だ
い

座ざ

レ
ポ
ー
ト
№

８
３
』
２
０
２
０
年ね

ん

９
月が

つ

１

日に
ち

発は
っ

行こ
う

、
通つ

う

巻か
ん

４
８
６
号ご

う

よ

り
許き

ょ

可か

を
得え

て
転て

ん

載さ
い

）

（
編へ

ん

注ち
ゅ
う

＝
木き

村む
ら

快か
い

さ
ん
は
、

演え
ん

劇げ
き

Ｎ
Ｐ
Ｏ
現げ

ん

代だ
い

座ざ

の
代だ

い

表ひ
ょ
う。
劇げ

き

団だ
ん

現げ
ん

代だ
い

座ざ

は
約や

く

３
０

年ね
ん

に
わ
た
っ
て
地ち

域い
き

公こ
う

演え
ん

を

続つ
づ

け
て
全ぜ

ん

国こ
く

巡じ
ゅ
ん

回か
い

し
、
山や

ま

田だ

洋よ
う

次じ

監か
ん

督と
く

の
映え

い

画が

「
同ど

う

胞ほ
う

」

の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
。
ブ
ラ
ジ

ル
で
も
「
も
く
れ
ん
の
う
た
」

を
引ひ

っ
さ
げ
て
巡

じ
ゅ
ん

回か
い

し
た
）

め
ら
れ
た
。

　
「
北き

た

原は
ら

・

輪わ

湖こ

記き

念ね
ん

館か
ん

」
と
命め

い

名め
い

さ
れ
、

応お
う

接せ
つ

間ま

、

来ら
い

客き
ゃ
く

宿
し
ゅ
く

泊は
く

室し
つ

、
研け

ん

究き
ゅ
う

室し
つ

、
会か

い

議ぎ

室し
つ

、
移い

住じ
ゅ
う

関か
ん

係け
い

資し

料り
ょ
う

室し
つ

が
開か

い

設せ
つ

さ

れ
、
維い

持じ

管か
ん

理り

は
ユ

バ
農の

う

場じ
ょ
うが

引ひ

き
受う

け

て
い
る
。

　

ブ
ラ
ジ

ル
は
世せ

界か
い

各か
っ

国こ
く

か
ら

の
移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

で
構こ

う

成せ
い

さ

れ
て
い
る

国く
に

で
あ
る

た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の

母ぼ

国こ
く

文ぶ
ん

化か

の
特と

く

徴ち
ょ
うを

「
起
き
て
は
な
ら
な
い
こ
と

が
発
生
し
た
」
と
判
断
。
南

北
間
の
信
頼
関
係
を
損
な
わ

な
い
よ
う
安
全
対
策
を
講
じ

る
必
要
性
を
強
調
し
、
再
発

防
止
の
た
め
「
海
上
で
の
取

り
締
ま
り
の
全
過
程
を
収
録

す
る
体
系
を
構
築
す
る
よ
う

指
示
し
た
」
と
し
て
い
る
。

　

韓
国
の
李
仁
栄
統
一
相

は
、
通
知
文
は
迅
速
だ
っ
た

と
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
大

統
領
府
は
文
氏
と
金
氏
が
今

月
に
関
係
改
善
へ
の
期
待
な

ど
を
つ
づ
っ
た
親
書
を
交
換

し
て
い
た
と
公
表
し
た
。

　

北
朝
鮮
側
は
調
査
結
果
と

し
て
、
浮
遊
物
に
乗
っ
て
い

た
男
性
に
軍
部
隊
が
接
近

し
て
身
分
確
認
し
よ
う
と
し

た
が
、
き
ち
ん
と
答
え
ず
、

４
０
～
５
０
メ
ー
ト
ル
の
距

離
か
ら
十
数
発
を
発
砲
し
た

と
説
明
し
た
。
そ
の
後
、
捜

索
し
た
際
、
多
量
の
血
痕
は

見
ら
れ
た
が
男
性
は
見
当
た

ら
ず
、
浮
遊
物
は
「
国
家
非

常
防
疫
規
定
」
に
基
づ
き
焼

却
し
た
と
し
て
い
る
。

　

通
知
文
で
は
男
性
が
「
不

法
侵
入
者
」
だ
っ
た
と
し
、

韓
国
軍
が
「
蛮
行
」
な
ど
の

「
不
敬
で
対
決
色
の
強
い
表

現
」
を
一
方
的
に
使
っ
た
と

し
て
遺
憾
の
意
も
示
し
た
。

　
【
共
同
】
政
府
は
２
５
日
、

規
制
改
革
推
進
会
議
の
作
業

部
会
を
開
き
、
放
送
番
組
の

ネ
ッ
ト
配
信
を
巡
る
権
利
処

理
を
円
滑
化
す
る
た
め
の
方

策
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
関

係
者
に
よ
る
と
、
音
楽
な
ど

の
著
作
権
保
護
の
観
点
か
ら

慎
重
と
受
け
取
れ
る
文
化
庁

の
説
明
に
対
し
、
河
野
太
郎

規
制
改
革
担
当
相
が
「
や
る

気
が
な
け
れ
ば
担
当
部
署
変

更
も
あ
り
得
る
」
な
ど
と
再

考
を
促
し
た
。

　

放
送
番
組
の
ネ
ッ
ト
配
信

を
巡
っ
て
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
民

放
大
手
が
ネ
ッ
ト
同
時
配
信

の
障
壁
と
な
っ
て
い
る
権
利

処
理
の
一
元
化
な
ど
を
求
め

て
い
る
。
少
人
数
で
対
応
す

る
地
方
の
民
放
各
社
で
は
権

コ
ロ
ナ
入
国
制
限
で

Ｈ
Ｉ
Ｓ
、
上
場

来
初
の
赤
字
へ

住じ
ゅ
う

記き

念ね
ん

館か
ん

〉
に
し

よ
う
と
い

う
こ
と
に

な
っ
た
。

　

さ
っ
そ

く
マ
サ
カ

ツ
が
移い

築ち
く

作さ

業ぎ
ょ
う

計け
い

画か
く

を
作さ

く

成せ
い

し
た
。
９

カ
月げ

つ

に
及お

よ

ぶ
解か

い

体た
い

移い

築ち
く

作さ

業ぎ
ょ
うは

農の
う

場じ
ょ
う

員い
ん

が
行お

こ
な

い
、

工こ
う

費ひ

、
材ざ

い

料り
ょ
う

費ひ

は

全ぜ
ん

ブ
ラ
ジ

ル
の
協

き
ょ
う

賛さ
ん

者し
ゃ

か
ら
の

寄き

付ふ

が
集あ

つ
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大相撲番付表（共同）

日本プロ野球順位表（共同）

　
【
共
同
】
菅
義
偉
首
相
は
２
５
日
夜
、
中
国
の
習
近
平
国
家
主
席
と
初
め
て
電
話
会
談
し

た
。
日
中
関
係
発
展
を
見
据
え
、
首
脳
間
を
含
む
ハ
イ
レ
ベ
ル
で
、
２
国
間
や
国
際
的
な
課

題
に
対
し
て
緊
密
に
連
携
す
る
こ
と
で
一
致
し
た
。「
日
中
関
係
の
安
定
は
、
両
国
だ
け
で
な

く
地
域
や
国
際
社
会
の
た
め
に
極
め
て
大
事
で
、
共
に
責
任
を
果
た
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ

た
。
延
期
さ
れ
た
習
氏
の
国
賓
来
日
に
関
し
て
は
協
議
し
な
か
っ
た
。
中
国
公
船
に
よ
る
沖

縄
県
・
尖
閣
諸
島
周
辺
へ
の
領
海
侵
入
を
念
頭
に
「
東
シ
ナ
海
情
勢
」
へ
の
懸
念
を
伝
え
た
。

日中関係安定「共に責任」
報
告
す
る
方
針
。
延
期
に
伴

う
追
加
費
用
は
数
千
億
円
規

模
に
な
る
と
み
ら
れ
、
具
体

的
な
削
減
額
が
焦
点
に
な
る
。

組
織
委
の
森
喜
朗
会
長
は「
簡

素
化
の
目
的
は
人
々
が
新
し

い
日
常
で
生
活
す
る
中
、
世

界
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
の
ロ
ー
ル

モ
デ
ル
を
示
す
こ
と
だ
。
東
京

大
会
を
人
類
の
レ
ガ
シ
ー
（
遺

産
）
と
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

公
表
さ
れ
た
合
意
内
容
に

よ
る
と
、国
際
競
技
連
盟
（
Ｉ

Ｆ
）
や
各
国
・
地
域
の
国
内

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｎ
Ｏ

Ｃ
）
な
ど
の
関
係
者
の
人
数

削
減
に
伴
い
、
飲
食
や
輸
送
の

関
連
経
費
を
抑
え
る
。
競
技

会
場
や
選
手
村
の
装
飾
も
面

積
比
で
３
０
〜
４
０
％
減
ら

す
。
会
場
の
関
係
者
用
の
座

き
続
き
両
国
が
さ
ま
ざ
ま
な

ル
ー
ト
で
協
力
す
る
こ
と
も
申

し
合
わ
せ
た
。

　

両
首
脳
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
で
実
施
し
て
い
る
水

際
措
置
に
絡
み
、
ビ
ジ
ネ

ス
関
係
者
の
早
期
の
往
来

　

日
本
政
府
関
係
者
に
よ
る

と
、
首
相
は
拉
致
問
題
を
含

む
北
朝
鮮
へ
の
対
応
に
つ
い
て

提
起
。
両
首
脳
は
、
引
き
続

き
日
中
が
連
携
す
る
こ
と
を

確
認
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
関
し
、
引

　
【
共
同
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
来
夏
に
延
期
さ

れ
た
東
京
五
輪
の
準
備
状
況

を
監
督
す
る
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
調
整

委
員
会
と
大
会
組
織
委
員
会

は
２
５
日
の
合
同
会
議
で
、

五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
計

５
２
項
目
の
簡
素
化
を
進
め

る
こ
と
で
合
意
し
た
。
五
輪

で
の
大
会
関
係
者
の
参
加
は

想
定
さ
れ
る
約
５
万
人
か
ら

１
０
〜
１
５
％
減
と
な
る
見

通
し
。
開
幕
直
前
に
Ｉ
Ｏ
Ｃ

委
員
を
歓
迎
す
る
大
規
模
式

典
を
取
り
や
め
、
各
国
選
手

団
が
選
手
村
に
入
る
際
の
入

村
式
も
実
施
し
な
い
。

　

簡
素
化
は
「
大
会
の
根
幹
」

と
位
置
付
け
ら
れ
る
競
技
、

選
手
は
対
象
外
と
し
、
大
会

関
係
者
の
削
減
と
サ
ー
ビ
ス
の

合
理
化
、
会
場
や
輸
送
の
イ

ン
フ
ラ
な
ど
４
分
野
で
幅
広
く

検
討
さ
れ
た
。
聖
火
リ
レ
ー

は
１
２
１
日
間
の
日
程
を
維

持
す
る
一
方
、
隊
列
の
車
両
や

ス
タ
ッ
フ
の
数
、
関
連
行
事
の

装
飾
を
見
直
す
。
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の

コ
ー
ツ
調
整
委
員
長
は
記
者

会
見
で
「
計
画
の
見
直
し
を

高
く
評
価
し
て
い
る
。『
東
京

モ
デ
ル
』
と
し
て
将
来
の
大
会

に
も
参
考
に
な
る
」
と
強
調

し
た
。

　

来
夏
の
感
染
状
況
は
依
然

不
透
明
だ
が
、
新
た
な
五
輪

像
の
土
台
が
示
さ
れ
、
準
備

が
進
む
こ
と
に
な
る
。
組
織

委
は
簡
素
化
に
よ
る
経
費
削

減
額
の
精
査
に
入
り
、
１
０

月
７
日
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ
理
事
会
で

習
主
席
と
初
電
話
会
談

国
賓
来
日
問
題
は
協
議
せ
ず

五
輪
簡
素
化
、関
係
者
削
減
へ

52
項
目
合
意
、歓
迎
式
典
中
止

再
開
に
向
け
、
協
議
を
継

続
す
る
方
針
で
一
致
し
た
。

　

習
氏
は
首
相
就
任
に
祝
意

を
伝
え
「
日
本
と
の
関
係
を

引
き
続
き
発
展
さ
せ
た
い
」
と

述
べ
た
。
首
相
も
日
中
関
係

の
重
要
性
に
つ
い
て
言
及
。
首

脳
同
士
を
含
め
た
対
話
の
必

要
性
を
指
摘
し
た
。

　

日
中
首
脳
の
電
話
協
議
は

２
０
１
８
年
５
月
以
来
。
日

本
側
の
申
し
入
れ
を
中
国
側

が
受
け
入
れ
た
。
会
談
は
約

３
０
分
間
だ
っ
た
。

　

習
氏
の
国
賓
来
日
に
関
し

て
は
、
沖
縄
県
・
尖
閣
諸
島

周
辺
で
の
中
国
公
船
に
よ
る

日
本
領
海
侵
入
な
ど
を
受
け
、

自
民
党
の
保
守
系
グ
ル
ー
プ

を
中
心
に
反
対
論
が
強
ま
っ
て

東
シ
ナ
海
情
勢
で
懸
念
伝
達

ブラジル日本移民
112周年

祝

い
る
。
加
藤
勝
信
官
房
長
官

は
記
者
会
見
で
、
現
状
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
収
束
に
専
念
し
て
い

る
と
し
て
「
具
体
的

な
日
程
調
整
を
す
る

段
階
に
は
な
い
」
と
慎

重
姿
勢
を
示
し
た
。

　

首
相
は
会
談
後
、

自
ら
「
習
氏
訪
日
に
つ

い
て
特
に
や
り
と
り
は

な
か
っ
た
」
と
記
者
団

に
明
ら
か
に
し
た
。

　

中
国
を
巡
っ
て
は
、

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領

が
１
１
月
の
大
統
領
選
を
に

ら
み
、
２
期
目
の
公
約
に
強

硬
な
対
中
方
針
を
打
ち
出
し

た
。
欧
州
各
国
も
香
港
国
家

安
全
維
持
法
（
国
安
法
）
の

施
行
な
ど
に
強
く
反
発
し
て

い
る
。

　

中
国
主
席
が
日
本
側
と
の

電
話
会
談
に
応
じ
た
の
は
、
日

本
と
友
好
的
な
関
係
を
維
持

し
て
い
る
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
思

惑
も
あ
り
そ
う
だ
。

菅義偉首相

中国の習近平国家主席と初めて電
話会談し、取材に応じる菅首相＝
25日夜、首相公邸 （共同）

席
数
に
つ
い
て
は
、
選
手
用
を

２
０
％
、
そ
れ
以
外
も
１
０

〜
１
５
％
削
減
。
各
会
場
の

仮
設
の
運
営
ス
ペ
ー
ス
、
照
明

や
仮
設
電
源
を
見
直
す
。

　

Ｉ
Ｏ
Ｃ
と
組
織
委
は
６

月
、
コ
ス
ト
削
減
と
ウ
イ
ル

ス
感
染
予
防
の
観
点
か
ら
、

大
会
運
営
の
簡
素
化
を
進
め

る
方
針
を
確
認
し
、
調
整
を

続
け
て
き
た
。

Ｉ
Ｏ
Ｃ
、
東
京

モ
デ
ル
と
評
価
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で
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
皆み

な

様さ
ま

が
日に

本ほ
ん

と
の
絆き

ず
な

を
心こ

こ
ろ

か
ら
大た

い

切せ
つ

に
し
、

そ
れ
を
次じ

世せ

代だ
い

へ
継け

い

承し
ょ
うし
て
い

こ
う
と
の
強つ

よ

い
意い

志し

を
お
持も

ち

で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
若わ

か

い
世せ

代だ
い

の
方か

た

々が
た

が
先せ

ん

輩ぱ
い

方が
た

の
想お

も

い
を

受う

け
て
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

に
活か

つ

動ど
う

に
参さ

ん

加か

し
て
い
る
こ
と
を
知し

り
ま
し

た
。
大た

い

変へ
ん

有あ

り
難が

た

く
、
ま
た
心

こ
こ
ろ

強づ
よ

く
思お

も

って
お
り
ま
す
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
に
お
い
て
は
、
規き

律り
つ

・
勤き

ん

勉べ
ん

・
正

し
ょ
う

直じ
き

・
親し

ん

切せ
つ

と
いっ

た
日に

本ほ
ん

的て
き

価か

値ち

観か
ん

が
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
美び

徳と
く

と
し
て
広ひ

ろ

く
認に

ん

識し
き

さ

れ
、
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
皆み

な

様さ
ま

は
揺ゆ

る
ぎ

な
い
尊そ

ん

敬け
い

と
信し

ん

頼ら
い

を
勝か

ち
得え

て

お
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
皆み

な

様さ
ま

が
長な

が

い
年ね

ん

月げ
つ

を
か

け
て
築き

ず

い
て
こ
ら
れ
た
信し

ん

頼ら
い

と

尊そ
ん

敬け
い

が
日に

本ほ
ん

や
日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
対た

い

す
る
信し

ん

頼ら
い

の
基き

礎そ

と
な
り
、
そ

し
て
今こ

ん

日に
ち

の
良

り
ょ
う

好こ
う

な
日に

っ

伯ぱ
く

関か
ん

係け
い

の
基き

盤ば
ん

と
な
って
お
り
ま
す
。

　
こ
の
場ば

を
お
借か

り
し
て
、
改

あ
ら
た

め
て
先せ

ん

達だ
つ

の
方か

た

々が
た

と
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
皆み

な

様さ
ま

に
心こ

こ
ろ
か
ら
の
感か

ん

謝し
ゃ

と

敬け
い

意い

を
表ひ

ょ
う

し
ま
す
。
私

わ
た
く
し

共ど
も

在ざ
い

サ
ン
パ
ウ
ロ
総そ

う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

と
し
て

も
、
皆み

な

様さ
ま

と
共と

も

に
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
益ま

す

々ま
す

の
繁は

ん

栄え
い

と
日に

っ

伯ぱ
く

関か
ん

係け
い

の

発は
っ

展て
ん

の
た
め
に
で
き
る
限か

ぎ

り
の

努ど

力り
ょ
くを
さ
せ
て
頂い

た
だ

き
た
い
と
考

か
ん
が

え
て
お
り
ま
す
。

　
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
お
い
て
も
コ
ロ

ナ
禍か

の
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うが
よ
う
や
く
改か

い

善ぜ
ん

の
兆き

ざ

し
を
見み

せ
始は

じ

め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ま
だ
安あ

ん

心し
ん

で
き
る
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うに
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
数か

ず

々か
ず

の
イ
ベ
ン
ト
が
中

ち
ゅ
う

止し

、
或あ

る

い
は

延え
ん

期き

、
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
化か

さ
れ
、
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

の
皆み

な

様さ
ま

の
活か

つ

動ど
う

も
大お

お

き
く
影え

い

響き
ょ
うを
受う

け
て
い

る
と
伺

う
か
が

っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

皆み
な

様さ
ま

も
引ひ

き
続つ

づ

き
感か

ん

染せ
ん

予よ

防ぼ
う

に
努つ

と

め
、
ご
自じ

愛あ
い

頂い
た
だき
た
い
と

思お
も

い
ま
す
。

　

私わ
た
し
た
ち
は
、
こ
の
新あ

ら

た
な
現げ

ん

実じ
つ

を
受う

け
と
め
て
、
こ
れ
に
適て

き

応お
う

し
、
こ
れ
を
乗の

り
越こ

え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
皆み

な

様さ
ま

方が
た

と
力ち

か
ら

を
合あ

わ
せ
て
こ
の
難な

ん

局き
ょ
くを

乗の

り
越こ

え
て
、
一い

ち

日に
ち

も
早は

や

く
皆み

な

様さ
ま

に
直

ち
ょ
く

接せ
つ

お
目め

に
か
か
れ
る
日ひ

が
来く

る
こ
と
を
心

こ
こ
ろ

待ま

ち
に
し
て

お
り
ま
す
。

移い

民み
ん

船せ
ん

笠か
さ

戸と

丸ま
る

が
サ
ン
ト
ス

港こ
う

に
到と

う

着ち
ゃ
くし
て
か
ら
今こ

年と
し

で

１
１
２
年ね

ん

と
な
り
ま
す
。
多お

お

く
の
先せ

ん

達だ
つ

の
方か

た

々が
た

が
こ
の
広こ

う

大だ
い

な
ブ
ラ
ジ
ル
の
地ち

を
訪お

と
ず

れ
、
厳き

び

し
い
環か

ん

境き
ょ
うの
中な

か

、
幾い

く

多た

の
困こ

ん

難な
ん

を
乗の

り
越こ

え
今こ

ん

日に
ち

の
ブ
ラ
ジ
ル

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
発は

っ

展て
ん

の
礎

い
し
ず
えを
築き

ず

き
上あ

げ
ら
れ
ま
し
た
。

 　

私わ
た
し

は
、
本ほ

ん

年ね
ん

８
月が

つ

在ざ
い

サ
ン

パ
ウ
ロ
総そ

う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

に
着

ち
ゃ
く

任に
ん

い

た
し
ま
し
た
が
、
着

ち
ゃ
く

任に
ん

し
て

ま
ず
は
じ
め
に
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

開か
い

拓た
く

先せ
ん

没ぼ
つ

者し
ゃ

慰い

霊れ
い

碑ひ

を

参さ
ん

拝ぱ
い

し
、
先せ

ん

達だ
つ

の
皆み

な

様さ
ま

に
深し

ん

甚じ
ん

な
る
感か

ん

謝し
ゃ

と
敬け

い

意い

を
表ひ

ょ
う

さ

せ
て
頂い

た
だ

き
ま
し
た
。
そ
し
て
そ

の
後ご

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
様さ

ま

々ざ
ま

な

日に
っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

の
皆み

な

様さ
ま

に
御ご

挨あ
い

拶さ
つ

を
さ
せ
て
頂い

た
だい
て
お
り
ま
す
。

　

皆み
な

様さ
ま

か
ら
お
話は

な
し

を
伺う

か
が

う
中な

か

　

日に

本ほ
ん

人じ
ん

ブ
ラ
ジ
ル
移い

住
じ
ゅ
う

１
１
２
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

に
際さ

い

し
、

御ご

挨あ
い

拶さ
つ

を
申も

う

し
上あ

げ
ま
す
。

 　

１
９
０
８
年ね

ん

に
最さ

い

初し
ょ

の

拡か
く

大だ
い

し
て
い
る
と
承

し
ょ
う

知ち

し
て
お

り
ま
す
。
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感か

ん

染せ
ん

症し
ょ
うで
お
亡な

く
な
り
に

な
ら
れ
た
方か

た

々が
た

、
御ご

遺い

族ぞ
く

の

皆み
な

さ
ま
に
謹つ

つ
し

ん
で
哀あ

い

悼と
う

の
意い

を

表ひ
ょ
うす
る
と
と
も
に
、
罹り

患か
ん

さ
れ

て
い
る
方か

た

々が
た

に
心こ

こ
ろ

か
ら
お
見み

舞ま

い
申も

う

し
上あ

げ
、
一い

ち

日に
ち

も
早は

や

い
快か

い

復ふ
く

を
お
祈い

の

り
い
た
し
ま
す
。

今こ

年と
し

は
１
９
９
０
年ね

ん

に

「
定て

い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

」
の
在ざ

い

留り
ゅ
う

資し

格か
く

が

創そ
う

設せ
つ

さ
れ
て
３
０
年ね

ん

と
い
う
、

日に

本ほ
ん

と
ブ
ラ
ジ
ル
に
と
っ
て
節ふ

し

目め

の
年と

し

で
す
。
こ
の
間か

ん

、
ブ
ラ

ジ
ル
か
ら
多お

お

く
の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の

方か
た

々が
た

が
来ら

い

日に
ち

し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
現げ

ん

在ざ
い

で
は
、
愛あ

い

知ち

、
静し

ず

岡お
か

、
三み

重え

、
群ぐ

ん

馬ま

、
岐ぎ

阜ふ

を

中ち
ゅ
う

心し
ん

に
、
約や

く

２
０
万ま

ん

人に
ん

の
日に

っ

系け
い

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

の
方か

た

々が
た

が
日に

本ほ
ん

全ぜ
ん

国こ
く

で
活か

つ

躍や
く

さ
れ
、
日に

本ほ
ん

社し
ゃ

会か
い

の

た
め
に
貢こ

う

献け
ん

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
９
０
８
年ね

ん

６
月が

つ

１
８
日に

ち

に
日に

本ほ
ん

か
ら
初は

じ

め
て
の
移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

が
サ
ン
ト
ス
港こ

う

に
到と

う

着ち
ゃ
くし

て
以い

来ら
い

、
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
方か

た

々が
た

は
、

様さ
ま

々ざ
ま

な
困こ

ん

難な
ん

を
乗の

り
越こ

え
て
、

ブ
ラ
ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

に
様さ

ま

々ざ
ま

な
分ぶ

ん

野や

で
貢こ

う

献け
ん

さ
れ
、
確か

っ

固こ

た
る

地ち

位い

と
信し

ん

頼ら
い

を
勝か

ち
得え

て
き

ま
し
た
。
改あ

ら
た

め
て
敬け

い

意い

を
表

ひ
ょ
う

し
ま
す
。

私わ
た
し

は
昨さ

く

年ね
ん

１
０
月が

つ

に
、
ア

ラ
ウ
ー
ジ
ョ
外が

い

務む

大だ
い

臣じ
ん

と
会か

い

に
大お

お

き
く
寄き

与よ

さ
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
こ
と
に
改あ

ら
た

め
て
敬け

い

意い

を
表ひ

ょ
う
し
た
い
と
思お

も

い
ま
す
。

　

現げ
ん

在ざ
い

私わ
た
した
ち
は
、
新し

ん

型が
た

コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
未み

曾ぞ

有う

の
困こ

ん

難な
ん

に
直

ち
ょ
く

面め
ん

し
て
お
り
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
皆み

な

様さ
ま

も
大た

い

変へ
ん

な
ご

苦く

労ろ
う

を
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
存ぞ

ん

じ
ま
す
。
そ
う
し
た
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うに
お

い
て
も
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
皆み

な

様さ
ま

が
歩あ

ゆ

み
を
止と

め
ず
、
こ
の
困こ

ん

難な
ん

に
立た

ち
向む

か
い
、
そ
し
て
共と

も

に

乗の

り
越こ

え
よ
う
と
さ
れ
て
い
る

そ
の
姿す

が
た
に
、
大お

お

い
に
勇ゆ

う

気き

づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
日に

っ

系け
い

病び
ょ
う

院い
ん

等な
ど

で
勤き

ん

務む

さ
れ
て
い
る
医い

療り
ょ
う

従じ
ゅ
う

事じ

者し
ゃ

の

方か
た

々が
た

は
、
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
と
の
闘た

た
か
い
に
お
け
る
医い

療り
ょ
う

分ぶ
ん

野や

の
最さ

い

前ぜ
ん

線せ
ん

で
、
ブ
ラ
ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

に
大お

お

い
に
貢こ

う

献け
ん

さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

は
様さ

ま

々ざ
ま

な
形か

た
ち
で
、
コ
ロ
ナ
禍か

が
ブ
ラ
ジ

ル
社し

ゃ

会か
い

に
も
た
ら
し
た
困こ

ん

難な
ん

を
乗の

り
越こ

え
る
た
め
の
助た

す

け

合あ

い
に
率そ

っ

先せ
ん

し
て
取と

り
組く

ん
で

い
ま
す
。
例た

と

え
ば
サ
ン
パ
ウ
ロ

で
は
、
様さ

ま

々ざ
ま

な
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

が

協き
ょ
う

力り
ょ
くし
て
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

郊こ
う

外が
い

の
貧ひ

ん

困こ
ん

層そ
う

集し
ゅ
う

住じ
ゅ
う

地ち

区く

に
食

し
ょ
く

事じ

を
配は

い

布ふ

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「Á
gu
a N
o Feijão

」
を

展て
ん

開か
い

し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
全ぜ

ん

国こ
く

の
各か

く

日に
っ

系け
い

談だ
ん

し
、
二に

国こ
く

間か
ん

関か
ん

係け
い

を
一い

っ

層そ
う

強き
ょ
う

化か

す
る
た
め
に
様さ

ま

々ざ
ま

な
分ぶ

ん

野や

で
引ひ

き
続つ

づ

き
緊き

ん

密み
つ

に
協

き
ょ
う

力り
ょ
く

し
て
い
く
こ
と
を
確か

く

認に
ん

し
ま
し

た
。
日に

本ほ
ん

と
ブ
ラ
ジ
ル
の
友ゆ

う

好こ
う

関か
ん

係け
い

は
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

と
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
方か

た

々が
た

が
ブ
ラ
ジ
ル

で
築き

ず

き
上あ

げ
て
き
た
信し

ん

頼ら
い

関か
ん

係け
い

と
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

と
い
う
特と

く

別べ
つ

な
繋つ

な

が
り
に
よ
っ
て
支さ

さ

え
ら
れ

て
い
ま
す
。
日に

本ほ
ん

国こ
く

政せ
い

府ふ

と

し
て
、
日に

っ

伯ぱ
く

両り
ょ
う

国こ
く

の
架か

け
橋は

し

で
あ
る
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
方か

た

々が
た

と
の

連れ
ん

携け
い

を
今こ

ん

後ご

と
も
強

き
ょ
う

化か

し
て

い
く
考か

ん
が

え
で
す
。

私わ
た
し

も
、
こ
れ
ま
で
何な

ん

度ど

か

ブ
ラ
ジ
ル
を
訪ほ

う

問も
ん

し
ま
し
た
。

２
０
１
３
年ね

ん

に
、
経け

い

済ざ
い

産さ
ん

業ぎ
ょ
う

大だ
い

臣じ
ん

と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
を
訪ほ

う

問も
ん

し
た
際さ

い

に
も
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
豊ゆ

た

か
な
資し

源げ
ん

と
大お

お

い
な
る
成せ

い

長ち
ょ
う

の
可か

能の
う

性せ
い

を
実じ

っ

感か
ん

し
ま
し
た
。

次つ
ぎ

は
、
外が

い

務む

大だ
い

臣じ
ん

と
し
て
皆み

な

様さ
ま

に
お
目め

に
か
か
れ
る
こ
と
を

　

ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う１
１
２
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
記き

念ね
ん

す
る

「
移い

民み
ん

の
日ひ

特と
く

別べ
つ

号ご
う

」
の
発は

っ

行こ
う

を
お
慶よ

ろ
こ

び
申も

う

し
上あ

げ
ま
す
。

　

日に

本ほ
ん

と
ブ
ラ
ジ
ル
の
緊き

ん

密み
つ

な
友ゆ

う

好こ
う

関か
ん

係け
い

の
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
礎

い
し
ず
えと

な
っ
て
い
る
の
が
、
ブ
ラ
ジ
ル

に
お
け
る
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

と
い
う

特と
く

別べ
つ

な
人じ

ん

的て
き

な
絆き

ず
な

で
す
。
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

及お
よ

び
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の

皆み
な

様さ
ま

は
、
移い

住じ
ゅ
う

後ご

に
大た

い

変へ
ん

な

ご
苦く

労ろ
う

を
経け

い

験け
ん

さ
れ
ま
し
た

が
、
ブ
ラ
ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

の
信し

ん

頼ら
い

を

勝か

ち
得え

て
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
発は

っ

展て
ん

者し
ゃ

、
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
皆み

な

様さ
ま

に
心こ

こ
ろ

か

ら
お
祝い

わ

い
申も

う

し
上あ

げ
ま
す
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
に
お
い
て
は
、
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感か

ん

染せ
ん

症し
ょ
うが

　
「
移い

民み
ん

の
日ひ

特と
く

別べ
つ

号ご
う

」
の
発は

っ

刊か
ん

に
際さ

い

し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
お

け
る
「
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

の
日ひ

」
に

思お
も

い
を
馳は

せ
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う

「
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

の
日ひ

」に
寄よ

せ
て

　
　
在ざい
サ
ン
パ
ウ
ロ
日にっ
本ぽん
国こく
総そう
領りょう
事じ
　
桑く

わ

名な 

良り
ょ
う

輔す
け

コ
ロ
ナ
禍か

に
立た

ち
向む

か
う

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
皆み

な

様さ
ま

へ

 

駐ちゅうブ
ラ
ジ
ル
日にっ
本ぽん
国こく
特とく
命めい
全ぜん
権けん
大たい
使し
　
山や

ま

田だ 

彰あ
き
ら

楽た
の

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

最さ
い

後ご

に
、
ブ
ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
更さ

ら

な
る
発は

っ

展て
ん

と
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

と
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
皆み

な

様さ
ま

の
御ご

多た

幸こ
う

と
御ご

健け
ん

勝し
ょ
うを
祈き

念ね
ん

し
、
私わ

た
し

の
祝

し
ゅ
く

辞じ

と
い
た
し

ま
す
。

次
じ

代
だい

へ向
む

かう日
にっ

系
けい

社
しゃ

会
かい

　
「
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
２
周

し
ゅ
う

年ね
ん

」
は

本ほ
ん

来ら
い

、
６
月が

つ

１
８
日に

ち

だ
っ
た
。
こ
の
記き

念ね
ん

号ご
う

も
そ
の
直

ち
ょ
く

後ご

に
発は

っ

行こ
う

さ
れ
る
予よ

定て
い

だ
っ
た
が
、

広こ
う

告こ
く

ゼ
ロ
で
は
そ
れ
も
不ふ

可か

能の
う

だ
っ
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
の
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感か

ん

染せ
ん

爆ば
く

発は
つ

は
、
９
月が

つ

初は
じ

め
か
ら
「
も
う
ピ
ー
ク

を
過す

ぎ
た
」
と
い
う
報ほ

う

道ど
う

が
頻ひ

ん

繁ぱ
ん

に
な
っ
た
。

と
は
い
え
、
終お

わ
っ
た
わ
け
で
な
い
。

　

し
か
し
最さ

い

悪あ
く

期き

は
越こ

え
た
可か

能の
う

性せ
い

が
高た

か

く
、
あ
と
は
用よ

う

心じ
ん

深ぶ
か

く
感か

ん

染せ
ん

し
な
い
よ
う
に

振ふ

る
舞ま

い
続つ

づ

け
れ
ば
、
今こ

年と
し

中じ
ゅ
うに
は
だ
い
ぶ

経け
い

済ざ
い

正せ
い

常じ
ょ
う

化か

す
る
兆き

ざ

し
が
見み

え
て
き
た
。「
大た

い

切せ
つ

な
移い

民み
ん

の
日ひ

特と
く

集し
ゅ
う

号ご
う

を
出だ

さ
な
い
わ
け
に

は
い
な
い
。
そ
ろ
そ
ろ
、
少す

こ

し
ず
つ
日に

ち

常じ
ょ
うに
戻も

ど

る
ゾ
」
と
の
高た

か

木ぎ

ラ
ウ
ル
社し

ゃ

長ち
ょ
うの
号ご

う

令れ
い

で
、
９

月が
つ

２
６
日に

ち

に
延え

ん

期き

す
る
こ
と
な
り
、
こ
の
た
び

発は
っ

行こ
う

さ
れ
た
。
従

じ
ゅ
う

来ら
い

１
６
ペ
ー
ジ
あ
っ
た
が
今こ

ん

回か
い

は
８
ペ
ー
ジ
と
半は

ん

分ぶ
ん

。
そ
れ
で
も
「
工く

夫ふ
う

し

な
が
ら
ロ
チ
ー
ナ
（
日に

ち

常じ
ょ
う）
を
再さ

い

開か
い

す
る
の

だ
」
と
い
う
意い

味み

で
、
規き

模ぼ

は
小ち

い

さ
く
な
って

も
「
出だ

す
こ
と
」
自じ

体た
い

に
意い

味み

が
あ
る
と
考

か
ん
が

え
発は

っ

刊か
ん

し
た
。
た
だ
し
、
以い

前ぜ
ん

と
同お

な

じ
で
な

く
「
新あ

た
ら
し
い
日に

ち

常じ
ょ
う」
だ
。
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

は
今い

ま

、
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
って
世せ

代だ
い

交こ
う

代た
い

を
早は

や

め
、
新し

ん

時じ

代だ
い

の
始は

じ

ま
り
を
迎む

か

え
て
い
る
。（
編へ

ん

集し
ゅ
う

部ぶ

）

「
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

の
日ひ

」を
祝し

ゅ
く

し
て

外が
い

務む

大だ
い

臣じ
ん

　
茂も

て

木ぎ 

敏と
し

充み
つ

団だ
ん

体た
い

は
、
コ
ロ
ナ
禍か

に
よ
っ
て

対た
い

面め
ん

で
の
行

ぎ
ょ
う

事じ

の
実じ

っ

施し

が
困こ

ん

難な
ん

な
中な

か

で
、
セ
ミ
ナ
ー
、
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
、
盆ぼ

ん

踊お
ど

り
等な

ど

、
各か

く

種し
ゅ

の
イ
ベ
ン
ト
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開か
い

催さ
い

す
る
と
い
う
新あ

ら

た
な
試

こ
こ
ろ

み
に
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

に
取と

り
組く

ん
で

き
て
い
ま
す
。
私

わ
た
し

自じ

身し
ん

も
こ
れ

ま
で
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
様さ

ま

々ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
に
お
誘さ

そ

い
を
受う

け
、
ラ
イ
ブ
で
、
ま
た
は
ビ

デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
形か

た
ち
で
参さ

ん

加か

し
、
皆み

な

様さ
ま

の
そ
う
し
た
熱ね

つ

意い

に
触ふ

れ
て
、
感か

ん

銘め
い

を
受う

け
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
ニ
ッ
ケ
イ
新し

ん

聞ぶ
ん

も
、
こ
の
危き

機き

の
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うに

お
い
て
、
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
関か

ん

連れ
ん

の
情

じ
ょ
う

報ほ
う

を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
、
そ
し
て
紙し

面め
ん

で
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

に
伝で

ん

達た
つ

す
る
と
い
う
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な

役や
く

割わ
り

を
果は

た
し
て
い
ま
す
。

　

困こ
ん

難な
ん

の
中な

か

で
の
こ
う
し
た
取と

り

組く
み

に
敬け

い

意い

を
表ひ

ょ
う

し
ま
す
。
そ

し
て
、
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

と
し
て
も
、

私わ
た
し

自じ

身し
ん

と
し
て
も
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

と
一い

っ

層そ
う

の
連れ

ん

携け
い

を
図は

か

り
、
で

き
る
限か

ぎ

り
の
協

き
ょ
う

力り
ょ
くを
行お

こ
なっ
て
い

き
た
い
と
思お

も

い
ま
す
。

　

皆み
な

で
前ま

え

を
向む

い
て
、
支さ

さ

え

合あ

っ
て
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし
て
い
け
れ
ば
、

き
っ
と
こ
の
困こ

ん

難な
ん

も
乗の

り
越こ

え

ら
れ
る
と
思お

も

い
ま
す
。
そ
し
て

ま
た
近ち

か

い
将

し
ょ
う

来ら
い

、
対た

い

面め
ん

で
皆み

な

様さ
ま

に
お
目め

に
か
か
り
、
そ
の
喜よ

ろ
こ

び

を
共と

も

に
分わ

か
ち
合あ

う
日ひ

を
心

こ
こ
ろ

待ま

ち
に
し
て
お
り
ま
す
。
引ひ

き

続つ
づ

き
共と

も

に
頑が

ん

張ば

り
ま
し
ょ
う
。

日
に

本
ほん

移
い

民
みん

112周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねん

特と
く

集し
ゅ
う

号ご
う

感感か
ん
か
ん

染せ
ん

爆ば
く

発発は
つ
は
つ

を
の
り
を
の
り
越こ

え
て



do Japão

」（
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
）

の
中

ち
ゅ
う

止し

は
打だ

撃げ
き

が
大お

お

き
く
、

模も

索さ
く

を
続つ

づ

け
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
実じ

っ

施し

を
提て

い

案あ
ん

し
ま
し
た
。

　

そ
の
結け

っ

果か

、
次じ

代だ
い

を
担に

な

う

青せ
い

年ね
ん

層そ
う

が
企き

画か
く

か
ら
運う

ん

営え
い

段だ
ん

階か
い

す
べ
て
に
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

に
加く

わ

わ

り
、
日に

本ほ
ん

の
郷

き
ょ
う

土ど

紹し
ょ
う

介か
い

を
推す

い

進し
ん

し
よ
う
と
新あ

た
ら

し
い
風か

ぜ

が
吹ふ

き
始は

じ

め
ま
し
た
。

　

当と
う

初し
ょ

は
「
ま
さ
か
」
の
事じ

態た
い

に
困こ

ん

惑わ
く

し
ま
し
た
が
、
オ

ン
ラ
イ
ン
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
の
実じ

つ

現げ
ん

だ
け
で
は
な
く
、
世せ

代だ
い

交こ
う

代た
い

の
必ひ

つ

要よ
う

が
言い

わ
れ
て
久ひ

さ

し
い
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
中な

か

で
、
そ
の
バ
ト
ン

を
受う

け
継つ

ぐ
青せ

い

年ね
ん

層そ
う

の
発は

っ

掘く
つ

と
い
う
「
ま
さ
か
」
の
結け

っ

果か

を

導み
ち
びく
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
成せ

い

果か

が
得え

ら

れ
た
の
も
、
一い

っ

世せ
い

紀き

以い

上じ
ょ
うも
前ま

え

に
何な

に

も
持も

た
ず
に
ブ
ラ
ジ
ル
に

渡わ
た

り
、
辛し

ん

苦く

に
耐た

え
な
が
ら
、

将し
ょ
う

来ら
い

の
投と

う

資し

と
し
て
子し

弟て
い

教
き
ょ
う

育い
く

に
精せ

い

魂こ
ん

を
傾か

た
む

け
て
い
ら
っ

し
ゃっ
た
先せ

ん

輩ぱ
い

方が
た

の
お
陰か

げ

だ
と

思お
も

わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
ジ
ャ
パ
ン
ハ
ウ

ス
が
オ
ー
プ
ン
し
て
３
年ね

ん

目め

を
前ま

え

に
し
て
、
当と

う

地ち

の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

口こ
う

に
あ
た
る
２
０
０
万ま

ん

人に
ん

の
入

に
ゅ
う

館か
ん

者し
ゃ

数す
う

を
突と

っ

破ぱ

し
た
り
、

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
２
０
万ま

ん

人に
ん

の
入

に
ゅ
う

場
じ
ょ
う

者し
ゃ

の
６
割わ

り

が
日に

っ

系け
い

以い

外が
い

の
方か

た

で
あ
る
な
ど
、
日に

本ほ
ん

や
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

は
ブ
ラ
ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

に
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

溶と

け
込こ

ん
で
い
ま
す
。

　

同ど
う

様よ
う

に
、
青せ

い

年ね
ん

層そ
う

は
日に

っ

系け
い

人じ
ん

と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
持も

ち
つ
つ
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

と

い
う
枠わ

く

を
飛と

び
越こ

え
ブ
ラ
ジ

ル
社し

ゃ

会か
い

の
核か

く

と
な
っ
て
そ
の
成せ

い

長ち
ょ
うと
発は

っ

展て
ん

に
貢こ

う

献け
ん

し
て
い
ま

す
。

　

今こ
ん

後ご

の
私わ

た
し

た
ち
の
役や

く

割わ
り

の

一ひ
と
つ
に
日に

っ

系け
い

・
非ひ

日に
っ

系け
い

と
い
っ

た
枠わ

く

組ぐ

み
で
は
な
く
、
日に

本ほ
ん

に
強つ

よ

く
惹ひ

か
れ
、
つ
な
が
り

と
連れ

ん

携け
い

を
求も

と

め
る
層そ

う

を
育そ

だ

て
、

単た
ん

に
文ぶ

ん

化か

面め
ん

や
人じ

ん

材ざ
い

面め
ん

だ
け

で
は
な
く
経け

い

済ざ
い

面め
ん

も
含ふ

く

め
て
、

ブ
ラ
ジ
ル
を
代だ

い

表ひ
ょ
う
し
て
日に

本ほ
ん

と
交こ

う

流り
ゅ
う
し
て
い
け
る
よ
う
青せ

い

年ね
ん

層そ
う

な
ど
と
共と

も

に
、
大お

お

き
な

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
描か

き
そ
れ
に
向む

か
っ
て
歩あ

ゆ

む
こ
と
で
あ
る
と
考

か
ん
が

え
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍か

も
落お

ち
着つ

く
方ほ

う

向こ
う

に
向む

か
っ
て
い
る
と
は
い

え
、
ま
だ
ま
だ
、
完か

ん

全ぜ
ん

に
収お

さ

ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
皆み

な

様さ
ま

、
ご

健け
ん

康こ
う

に
は
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

に
ご
配は

い

慮り
ょ

さ

れ
、
楽た

の

し
い
夢ゆ

め

に
向む

か
っ
て
共と

も

に
歩あ

ゆ

ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

う
べ
き
と
、
試し

行こ
う

錯さ
く

誤ご

の
も
と

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
開か

い

催さ
い

を
決け

っ

行こ
う

致い
た

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
や
む
を
得え

ず
に
取と

っ

た
手し

ゅ

段だ
ん

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

「
足あ

し

腰こ
し

が
弱よ

わ

っ
て
外が

い

出し
ゅ
つ

困こ
ん

難な
ん

な

両り
ょ
う

親し
ん

が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
法ほ

う

要よ
う

に

参さ
ん

加か

す
る
こ
と
が
出で

来き

て
大た

い

変へ
ん

喜よ
ろ
こん
で
い
ま
し
た
」
と
い
う
感か

ん

謝し
ゃ

の
言こ

と

葉ば

や
、「
文ぶ

ん

協き
ょ
うの
サ
イ

ト
で
オ
ン
ラ
イ
ン
法ほ

う

要よ
う

を
知し

り
、

大た
い

変へ
ん

興き
ょ
う

味み

深ぶ
か

く
拝は

い

見け
ん

し
ま
し

た
」
と
い
う
日に

本ほ
ん

か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
多た

数す
う

寄よ

せ
ら
れ
、
思お

も

わ
ぬ
副ふ

く

産さ
ん

物ぶ
つ

も
生し

ょ
う

じ
ま
し
た
。

そ
の
中な

か

で
も
特と

く

に
、
ブ
ラ
ジ
ル

日に
っ

系け
い

人じ
ん

の
若わ

か

者も
の

ら
か
ら
多お

お

く
の

コ
メ
ン
ト
が
寄よ

せ
ら
れ
た
こ
と

が
、
世せ

代だ
い

交こ
う

代た
い

を
迎む

か

え
る
我わ

れ

々わ
れ

　

今こ

年と
し

、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
未み

曾ぞ

有う

の
災さ

い

禍か

の
中な

か

、

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
２

周し
ゅ
う

年ね
ん

を
無ぶ

事じ

、
終お

え
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
を
う
れ
し
く

思お
も

い
ま
す
。
関か

ん

連れ
ん

す
る
行

ぎ
ょ
う

事じ

を
支さ

さ

え
て
く
だ
さ
っ
た
皆み

な

様さ
ま

に

心こ
こ
ろか
ら
感か

ん

謝し
ゃ

申も
う

し
上あ

げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
承

し
ょ
う

知ち

の
よ
う
に
ブ
ラ
ジ
ル

日に

本ほ
ん

都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い

（
県け

ん

連れ
ん

）
は
各か

く

県け
ん

人じ
ん

会か
い

が
共

き
ょ
う

同ど
う

し
、
先せ

ん

達だ
つ

移い

民み
ん

の
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うで
あ

る
「
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

開か
い

拓た
く

先せ
ん

没ぼ
つ

者し
ゃ

慰い

霊れ
い

碑ひ

」
の
管か

ん

理り

、

日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

・
伝で

ん

統と
う

を
守ま

も

り
普ふ

及き
ゅ
う
し
、
こ
れ
を
次じ

世せ

代だ
い

に
継け

い

承し
ょ
う
す
る
た
め
の
「Festival 

do Japão

」（
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
）

な
ど
を
行

お
こ
な

って
い
ま
す
。

　

今こ

年と
し

は
コ
ロ
ナ
禍か

に
よ
り
、

多お
お

く
の
事じ

業ぎ
ょ
うの
実じ

っ

施し

が
困こ

ん

難な
ん

に
な
り
、
戸と

惑ま
ど

う
こ
と
ば
か
り

で
し
た
。
特と

く

に
、「Festival 

者し
ゃ

の
御み

霊た
ま

に
対た

い

し
衷

ち
ゅ
う

心し
ん

よ
り

哀あ
い

悼と
う

の
意い

を
表ひ

ょ
う
し
ま
す
。

　

移い

民み
ん

１
１
２
周し

ゅ
う

年ね
ん

と
い
う

長な
が

い
年ね

ん

月げ
つ

が
経た

っ
た
現げ

ん

在ざ
い

、

我わ
れ

々わ
れ

は
、
先せ

ん

祖ぞ

代だ
い

々だ
い

受う

け

継つ

が
れ
て
き
た
精せ

い

神し
ん

を
絶た

や

す
こ
と
な
く
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

の
子し

孫そ
ん

で
あ
る
我わ

れ

々わ
れ

の
孫ま

ご

、

曾ひ

孫ま
ご

世せ

代だ
い

は
も
と
よ
り
、
ブ

ラ
ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

全ぜ
ん

体た
い

に
至い

た

る
ま

で
、
そ
の
精せ

い

神し
ん

を
普ふ

及き
ゅ
う
す
る

使し

命め
い

と
責せ

き

任に
ん

が
あ
る
こ
と
を

ひ
し
ひ
し
と
感か

ん

じ
て
お
り
ま

ト
な
ど
、
様さ

ま

々ざ
ま

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
目め

に
し
ま
す
が
、
そ
の
殆

ほ
と
ん

ど
は
若わ

か

い
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

私わ
た
し
は
、
そ
の
様よ

う

な
若わ

か

い
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
動う

ご

き
を
目め

に
し
て
、
素す

晴ば

ら
し
い
世せ

代だ
い

交こ
う

代た
い

が
進す

す

ん
で
い

る
と
感か

ん

心し
ん

さ
せ
ら
れ
ま
す
。
日に

っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

協き
ょ
う

会か
い

を
は
じ
め
と
し

た
各か

く

団だ
ん

体た
い

の
活か

つ

動ど
う

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

も
、

そ
れ
ぞ
れ
次じ

世せ

代だ
い

へ
と
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
さ
れ
て
来き

て
お
り
、
そ

れ
を
促う

な
が
し
、
容よ

う

認に
ん

し
て
い
る
各か

く

団だ
ん

体た
い

の
ト
ッ
プ
の
方か

た

々が
た

の
ス
タ

ン
ス
は
眩ま

ば
ゆ

く
さ
え
映う

つ

り
ま
す
。

す
。

　

そ
し
て
そ
れ
は
、
毎ま

い

年と
し

移い

民み
ん

の
日ひ

で
あ
る
６
月が

つ

１
８
日に

ち

に
、

日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

先せ
ん

亡ぼ
う

者し
ゃ

の
追つ

い

悼と
う

法ほ
う

要よ
う

を
行お

こ
な

う
こ
と
を
通と

お

し
て
、
移い

民み
ん

の
歴れ

き

史し

に
刻き

ざ

ま
れ
た
先せ

ん

駆く

者し
ゃ

ら
の
倫り

ん

理り

的て
き

お
よ
び
道ど

う

徳と
く

的て
き

価か

値ち

感か
ん

を
、
こ
こ
ブ
ラ
ジ
ル
に

お
い
て
維い

持じ

で
き
得え

る
一ひ

と
つ
の

象し
ょ
う

徴ち
ょ
う

的て
き

か
つ
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
儀ぎ

式し
き

だ

と
捉と

ら

え
て
お
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
私わ

た
し

た
ち
は
信し

ん

じ
ら

れ
な
い
ほ
ど
の
苦く

痛つ
う

を
人じ

ん

類る
い

に

引ひ

き
起お

こ
し
た
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感か

ん

染せ
ん

症し
ょ
うパ
ン
デ
ミ
ッ
ク

に
直

ち
ょ
く

面め
ん

し
、
社し

ゃ

会か
い

的て
き

隔か
く

離り

措そ

置ち

を
余よ

儀ぎ

な
く
さ
れ
て
お
り

ま
し
て
も
、
こ
の
大だ

い

事じ

な
移い

民み
ん

の
日ひ

の
法ほ

う

要よ
う

は
何な

に

が
何な

ん

で
も
行

お
こ
な

ル
社し

ゃ

会か
い

に
対た

い

す
る
移い

民み
ん

先せ
ん

駆く

者し
ゃ

の
貢こ

う

献け
ん

を
称た

た

え
敬う

や
ま

う
「
移い

民み
ん

の
日ひ

」
を
祝し

ゅ
く

す
機き

会か
い

を
設も

う

け
て
く
だ
さ
っ
た
ニ
ッ
ケ
イ
新し

ん

聞ぶ
ん

社し
ゃ

の
皆み

な

様さ
ま

に
厚あ

つ

く
御お

礼れ
い

申も
う

し
上あ

げ
ま
す
。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協
き
ょ
う

会か
い

は
医い

療り
ょ
うと
社し

ゃ

会か
い

福ふ
く

祉し

の
二ふ

た

つ

の
事じ

業ぎ
ょ
うを
展て

ん

開か
い

し
て
お
り
ま
す

が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感か

ん

染せ
ん

出で

来き

る
人ひ

と

が
、出で

来き

る
分ぶ

ん

だ
け
、

自じ

由ゆ
う

な
形か

た
ち
で
助た

す

け
合あ

い
を
す
る

の
は
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

で
は
あ
ま
り
見み

ら
れ
な
い
光こ

う

景け
い

で
す
。

　

企き

業ぎ
ょ
うの
寄き

付ふ

や
有ゆ

う

名め
い

歌か

手し
ゅ

に
よ
る
大お

お

が
か
り
な
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
（
バ
ー
チ
ャ

ル
）
も
あ
れ
ば
、
家い

え

の
前ま

え

に

余あ
ま

っ
た
食

し
ょ
く

材ざ
い

を
「
困こ

ま

っ
て
い
る

方か
た

お
好す

き
に
ど
う
ぞ
」
と
並な

ら

べ

る
方ほ

う

法ほ
う

も
あ
り
、
そ
の
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
は
感か

ん

心し
ん

さ
せ
ら
れ
ま

す
。
そ
れ
よ
り
も
、
人ひ

と

々び
と

の
気き

持も

ち
に
心

こ
こ
ろ

打う

た
れ
ま
す
。

　

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

で
も
、
色い

ろ

ん
な

形か
た
ちのSolidariedade

が
見み

ら
れ
ま
す
。
移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

や

日に

本ほ
ん

館か
ん

を
救す

く

お
う
と
立た

ち
上あ

が
っ
た
ア
ミ
ー
ゴ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
炊た

き
出だ

し
を
し
て
、
貧ま

ず

し

い
人ひ

と

た
ち
に
お
弁べ

ん

当と
う

を
届と

ど

け
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
収

し
ゅ
う

入に
ゅ
うを
失

う
し
な

っ

た
ゴ
ル
フ
場じ

ょ
うの
キ
ャ
デ
ィ
ー
に
セ

ス
タ
バ
ジ
カ
を
配く

ば

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

や
映え

い

画が

や
ド
ラ
マ
な
ど
を
通つ

う

じ

て
し
か
、
そ
の
過か

酷こ
く

な
生せ

い

活か
つ

を
想そ

う

像ぞ
う

す
る
こ
と
は
出で

来き

ま
せ

ん
。
で
す
が
、
幾い

く

度ど

と
な
く

危き

機き

を
乗の

り
越こ

え
て
こ
ら
れ
た

諸し
ょ

先せ
ん

輩ぱ
い

方か
た

々が
た

に
思お

も

い
を
馳は

せ
る

と
、
前ま

え

向む

き
に
進す

す

ん
で
行い

か
ね

ば
と
教お

し

え
ら
れ
て
い
る
よ
う
な

気き

が
し
ま
す
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

が
良よ

く
使つ

か

う
、

素す

敵て
き

な
言こ

と

葉ば

が
あ
り
ま
す
。

Solid
aried

ad
e

（
団だ

ん

結け
つ

）

で
す
。
毎ま

い

日に
ち

、
テ
レ
ビ
で
色い

ろ

ん
な
形か

た
ちのSolidariedade

が
紹

し
ょ
う

介か
い

さ
れ
て
い
ま
す
。
日に

本ほ
ん

で
も
、
震し

ん

災さ
い

な
ど
で
困こ

ま

っ

て
い
る
人ひ

と

を
助た

す

け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
が
紹

し
ょ
う

介か
い

さ
れ
て

い
ま
す
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
の

Solidariedade

の
よ
う
に
、

　
「
日に

っ

系け
い

移い

民み
ん

１
１
２
周

し
ゅ
う

年ね
ん

」

を
迎む

か

え
る
に
あ
た
り
、
一ひ

と

言こ
と

ご

挨あ
い

拶さ
つ

を
申も

う

し
上あ

げ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍か

で
、
い
ま
だ
に
世せ

界か
い

中じ
ゅ
うが
混こ

ん

乱ら
ん

し
て
お
り
、
社し

ゃ

会か
い

も
、
政せ

い

治じ

も
全す

べ

て
手て

探さ
ぐ

り
状

じ
ょ
う

態た
い

で
、
正せ

い

解か
い

の
な
い
毎ま

い

日に
ち

が
続つ

づ

い

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
１
１
２
年ね

ん

前ま
え

の
世せ

界か
い

、
特と

く

に
日に

っ

系け
い

移い

民み
ん

の
方か

た

々が
た

の

生せ
い

活か
つ

を
想お

も

う
と
、
も
っ
と
不ふ

安あ
ん

定て
い

で
厳き

び

し
い
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うで
あ
っ
た
に

違ち
が

い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私わ
た
し

た
ち
は
、
移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

念ね
ん

す
る
本ほ

ん

年ね
ん

は
、
終

し
ゅ
う

息そ
く

の
目め

途ど

な
く
、
３
月が

つ

か
ら
新し

ん

型が
た

コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感か

ん

染せ
ん

症し
ょ
う「
Ｃ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
１
９
」
が
拡か

く

大だ
い

し
、
世せ

界か
い

各か
く

地ち

で
様さ

ま

々ざ
ま

な
影え

い

響き
ょ
うを
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
サ

ン
パ
ウ
ロ
州し

ゅ
う

と
サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

で
は
外が

い

出し
ゅ
つ

自じ

粛し
ゅ
くを
促う

な
が

す
様さ

ま

々ざ
ま

な
政せ

い

策さ
く

が
実じ

っ

施し

さ
れ
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
全ぜ

ん

団だ
ん

体た
い

は
人ひ

と

が
密み

っ

集
し
ゅ
う

す
る
イ
ベ
ン
ト
を
中

ち
ゅ
う

止し

し
、
多お

お

く
の
団だ

ん

体た
い

は
バ
ー
チ
ャ
ル
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活か

つ

用よ
う

し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
盛せ

い

況
き
ょ
う

に
開か

い

催さ
い

し
て
お
り
ま
す
。

　

厳き
び

し
い
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うが
続つ

づ

く
中な

か

で
、

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

を
は
じ
め
、
ブ
ラ
ジ

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１

２
周

し
ゅ
う

年ね
ん

に
お
け
る
ニ
ッ
ケ
イ
新し

ん

聞ぶ
ん

社し
ゃ

の
「
移い

民み
ん

の
日ひ

特と
く

別べ
つ

号ご
う

」

の
発は

っ

行こ
う

に
あ
た
り
、
ま
ず
は

今こ
ん

日に
ち

の
ブ
ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の

繁は
ん

栄え
い

を
築き

ず

い
た
先せ

ん

駆く

移い

民み
ん

の

御ご

苦く

労ろ
う

を
偲し

の

び
、
開か

い

拓た
く

先せ
ん

没ぼ
つ

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

に
と
っ
て
、
何な

に

よ
り

嬉う
れ

し
い
反は

ん

響き
ょ
うで
あ
り
ま
し
た
。

さ
て
、
こ
の
感か

ん

染せ
ん

症し
ょ
うに
打う

ち
勝か

つ
た
め
に
必ひ

つ

要よ
う

な
の
は
、
移い

民み
ん

１
１
２
年ね

ん

の
歳さ

い

月げ
つ

を
持も

っ
て
な

お
今い

ま

も
ブ
ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
根こ

ん

底て
い

に
流な

が

れ
続つ

づ

け
て
い
る
精せ

い

神し
ん

、「
協

き
ょ
う

力り
ょ
く」「
援え

ん

護ご

」「
連れ

ん

帯た
い

」

「
共

き
ょ
う

感か
ん

」
を
高た

か

め
、
実じ

っ

際さ
い

に

行こ
う

動ど
う

に
移う

つ

す
こ
と
で
は
な
い
か

と
考か

ん
が

え
ま
す
。

　

昼
ち
ゅ
う

夜や

を
問と

わ
ず
献け

ん

身し
ん

的て
き

に

仕し

事ご
と

に
取と

り

組く

み
、
あ
ら
ゆ
る

困こ
ん

難な
ん

に
立た

ち
向む

か
い
、
そ
れ
を

乗の

り
越こ

え
て
き
た
偉い

大だ
い

な
る

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

の
子し

孫そ
ん

の
一ひ

と

人り

で
あ
る
と
い
う
事じ

実じ
つ

を
顧か

え
り
み
る
と
き
、
体か

ら
だの
奥お

く

底そ
こ

か

ら
暖あ

た
た

か
い
力ち

か
ら

が
沸わ

き
上あ

が
る
の

　

今い
ま

を
遡

さ
か
の
ぼる
こ
と
１
１
２
年ね

ん

前ま
え

の
１
９
０
８
年ね

ん

（
明め

い

治じ

４
１
年ね

ん

）
６
月が

つ

１
８
日に

ち

、
笠か

さ

戸と

丸ま
る

に
乗の

っ
た
最さ

い

初し
ょ

の
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

７
８
１
人に

ん

が
サ
ン
ト
ス
港こ

う

に
上じ

ょ
う

陸り
く

し
て
１
１
２
年ね

ん

の
歳さ

い

月げ
つ

が
流な

が

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
今い

ま

や
、
ブ
ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

は

１
９
０
万ま

ん

人に
ん

を
擁よ

う

す
る
大お

お

き

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
発は

っ

展て
ん

い
た

し
ま
し
た
。
先せ

ん

達だ
つ

の
皆み

な

様さ
ま

方が
た

の

幾い
く

多た

の
ご
労ろ

う

苦く

と
ご
功こ

う

績せ
き

に
対た

い

し
、
深し

ん

甚じ
ん

な
る
感か

ん

謝し
ゃ

の
念ね

ん

と
敬け

い

意い

を
表ひ

ょ
う
し
た
い
と
思お

も

い
ま
す
。

残ざ
ん

念ね
ん

な
が
ら
、
ブ
ラ
ジ
ル

日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
２
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
記き

EDUARDO YOSHIDA | Presidente da Aliança Cultural Brasil-Japão

Este  ano  comemoramos  or-
gulhosamente  o  112º  ano  

da  Imigração Japonesa no Brasil. 
A migração sempre permi-

tiu que pessoas buscassem novas 
oportunidades, superando  desa-
fi os  e  benefi ciando  as  comuni-
dades  de  origem  e  de destino.   

No  Brasil,  temos  o  maior  número  de  des-
cendentes  japoneses  nascidos fora do Japão, onde 
em cada família sobrevivem histórias tão variadas e 
únicas quanto cada um dos mais de 210 milhões de 
brasileiros do nosso país.  

Crescemos  juntos,  sofremos  juntos,  rimos  
juntos  e  nos  unimos  com esforço mútuo para que 
esta união entre Brasil e Japão continue e evolua 
cada vez mais. 

Todo  ano  aproveitamos  esta  data  para  home-
nagear  as  lutas,  vitórias  e  derrotas que nossos an-
tepassados superaram. Mas em meio a pandemia que 
estamos passando, podemos também nos espelhar 
nessas conquistas para  fi carmos  ainda  mais  fortes  
e  unidos  e  superar  esse  desafi o  assim como eles o 
fi zeram. 

Deixo aqui meus parabéns ao 112º ano da Imi-
gração Japonesa no Brasil e a  todos  os  imigrantes  
do  nosso  país  que  nos  deixaram  esta herança  de 
força e dedicação tão valiosa! 

Parabéns aos
112º ano da 
Imigração 
Japonesa no Brasil

拡か
く

大だ
い

に
よ
り
、
各か

く

事じ

業ぎ
ょ
うに
大お

お

き

な
影え

い

響き
ょ
うを
受う

け
て
い
ま
す
。
援え

ん

協き
ょ
う

傘さ
ん

下か

の
二ふ

た

つ
の
医い

療り
ょ
う

施し

設せ
つ

に
勤き

ん

務む

す
る
医い

療り
ょ
うス
タ
ッ
フ
は

勇ゆ
う

気き

と
強つ

よ

い
決け

つ

意い

を
も
っ
て
、

最さ
い

前ぜ
ん

線せ
ん

で
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
１
９
）

と
戦た

た
か

い
な
が
ら
、
患か

ん

者じ
ゃ

の
治ち

療り
ょ
うに
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

援え
ん

協き
ょ
う

傘さ
ん

下か

の
４
つ
の
老ろ

う

人じ
ん

ホ
ー
ム
に
お
い
て
は
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
対た

い

し
非ひ

常じ
ょ
うに
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
くな
、
平へ

い

均き
ん

年ね
ん

齢れ
い

が
９
０
歳さ

い

に
近ち

か

い
２
０
０
名め

い

以い

上じ
ょ
うの
方か

た

が
入

に
ゅ
う

居き
ょ

し
て
頂い

た
だい
て
お
り
、
各か

く

施し

設せ
つ

の
医い

療り
ょ
うと
介か

い

護ご

ス
タ
ッ
フ

が
細さ

い

心し
ん

の
注

ち
ゅ
う

意い

を
払は

ら

い
な
が

ら
、
感か

ん

染せ
ん

予よ

防ぼ
う

対た
い

策さ
く

に
奮ふ

ん

闘と
う

し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
勇ゆ

う

気き

と
希き

望ぼ
う

を
も
っ
て
、
様さ

ま

々ざ
ま

な

困こ
ん

難な
ん

を
乗の

り
越こ

え
、
現げ

ん

在ざ
い

の

ブ
ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
繁は

ん

栄え
い

を
築き

ず

き
上あ

げ
た
先せ

ん

達だ
つ

の

皆み
な

様さ
ま

方が
た

の
信し

ん

念ね
ん

を
受う

け
継つ

い
だ
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
皆み

な

様さ
ま

は

こ
の
コ
ロ
ナ
渦か

を
乗の

り
越こ

え
る
こ
と
が
で
き
る
と
信し

ん

じ
て
い
ま
す
。

　

結む
す

び
に
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

　
周し

ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

日び

に
寄よ

せ
て

サ
ン
パ
ウ
ロ
日にっ
伯ぱく
援えん
護ご
協きょう
会かい
会かい
長ちょ
う　
与よ

儀ぎ 
上う

え

原は
ら 

昭あ
け

雄お

移い

民み
ん

の
日ひ

に
寄よ

せ
て

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

会か
い

長ち
ょ
う　
石い

し

川か
わ 

レ
ナ
ト

「
新あ

た
ら

し
い
力ち

か
ら

」

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

商し
ょ
う

工こ
う

会か
い

議ぎ

所し
ょ

会か
い

頭と
う

　
村む

ら

田た 

俊と
し

典ふ
み

コ
ロ
ナ
禍か

で
世せ

代だ
い

交こ
う

代た
い

の
光こ

う

明み
ょ
う

　
市い

ち

川か
わ 

利と
し

雄お

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

連れ
ん
ご
う
か
い

合
会
会か
い
ち
ょ
う長

112

新あ
た
らし
い
力ち

か
ら
が
育そ

だ

っ
て
い
ま
す
。

　

一い
っ

方ぽ
う

で
、
言げ

ん

語ご

の
問も

ん

題だ
い

も

多お
お

く
簡か

ん

単た
ん

に
は
進す

す

み
ま
せ
ん

が
、
日に

っ

本ぽ
ん

企き

業ぎ
ょ
うの
若わ

か

手て

駐ち
ゅ
う

在ざ
い

員い
ん

も
こ
の
よ
う
な
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の

若わ
か

い
リ
ー
ダ
ー
達た

ち

と
交こ

う

流り
ゅ
うし
刺し

激げ
き

を
受う

け
て
欲ほ

し
い
と
思お

も

い
ま

す
。

　
そ
し
て
、Solidariedade

と
い
う
新あ

た
ら
し
い
価か

値ち

観か
ん

を
是ぜ

非ひ

日に

本ほ
ん

に
持も

ち
帰か

え

っ
て
も
ら
い
た

い
。
そ
の
若わ

か

い
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
将

し
ょ
う

来ら
い

新あ
た
らし
い
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
時と

き

、

日に
っ

伯ぱ
く

の
文ぶ

ん

化か

交こ
う

流り
ゅ
うの
成せ

い

果か

が
ま

た
一ひ

と
つ
育そ

だ

つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

民み
ん

１
１
２
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
総そ

う

意い

を
以も

っ
て
心こ

こ
ろ

か
ら
慶け

い

祝し
ゅ
く
す
る
と
共と

も

に
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

を
は
じ
め
、
ブ
ラ
ジ
ル
国こ

く

民み
ん

が
互た

が

い
に
協

き
ょ
う

力り
ょ
く
し
、
一い

ち

丸が
ん

と

な
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
困こ

ん

難な
ん

な

時じ

期き

を
乗の

り
越こ

え
る
こ
と
が

で
き
、
よ
り
強

き
ょ
う

固こ

な
社し

ゃ

会か
い

基き

盤ば
ん

を
構こ

う

築ち
く

で
き
る
と
信し

ん

じ
て

い
ま
す
。

を
感か

ん

じ
る
の
は
、
決け

っ

し
て
私わ

た
し

だ

け
で
は
な
い
と
存ぞ

ん

じ
ま
す
。

　
ニ
ッ
ケ
イ
新し

ん

聞ぶ
ん

社し
ゃ

の
「
移い

民み
ん

の
日ひ

特と
く

別べ
つ

号ご
う

」
の
発は

っ

行こ
う

に
あ
た

り
、
改あ

ら
た

め
て
先せ

ん

駆く

者し
ゃ

へ
の
敬け

い

意い

と
尊そ

ん

敬け
い

の
念ね

ん

を
表あ

ら
わ
し
、
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

先せ
ん

亡ぼ
う

者し
ゃ

に
祈い

の

り
を
捧さ

さ

げ
る
と

同ど
う

時じ

に
、
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感か

ん

染せ
ん

症し
ょ
うで
失う

し
な

わ
れ
た
何な

ん

十
じ
ゅ
う

万ま
ん

人に
ん

も
の
命い

の
ち
に
対た

い

し
哀あ

い

悼と
う

の
意い

を
表ひ

ょ
う
し
た
い
と
存ぞ

ん

じ
ま
す
。

　

最さ
い

後ご

に
、
私わ

た
し
た
ち
が
よ
り
強つ

よ

く
、
よ
り
支さ

さ

え
合あ

い
、
よ
り
団だ

ん

結け
つ

し
、
ニ
ッ
ケ
イ
新し

ん

聞ぶ
ん

購こ
う

読ど
く

者し
ゃ

の
皆み

な

さ
ま
の
健け

ん

康こ
う

が
守ま

も

ら
れ
、

一い
ち

日に
ち

も
早は

や

い
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の

終し
ゅ
う

息そ
く

を
迎む

か

え
て
私わ

た
し

た
ち
の
活か

つ

動ど
う

が
再さ

い

開か
い

さ
れ
る
こ
と
を
心こ

こ
ろ
か

ら
お
祈い

の

り
申も

う

し
上あ

げ
ま
す
。

日に

本ほ
ん

移い

民み
ん
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け
て
い
ま

す
」
と
説せ

つ

明め
い

す
る
。

　

再さ
い

開か
い

後ご

は
社し

ゃ

会か
い

人じ
ん

コ
ー
ス
で

約や
く

５
０
０

人に
ん

、
子こ

供ど
も

ク
ラ
ス
で

約や
く

１
０
０

人に
ん

が
戻も

ど

っ

て
き
て
い

る
。「

社し
ゃ

会か
い

人じ
ん

は
通つ

う

常じ
ょ
う２

月が
つ

か
ら
６
月が

つ

、
８
月が

つ

か

ら
１
２
月が

つ

の
二に

学が
っ

期き

制せ
い

で
し

た
が
中

ち
ゅ
う

止し

期き

間か
ん

を
考こ

う

慮り
ょ

し
て

今こ

年と
し

は
通つ

う

年ね
ん

制せ
い

に
し
ま
し
た
」

と
柔

じ
ゅ
う

軟な
ん

に
対た

い

応お
う

し
て
い
る
。

　
「
再さ

い

開か
い

で
き
て
収

し
ゅ
う

入に
ゅ
う

源げ
ん

が
な

ん
と
か
な
り
ま
し
た
」
と
錦

に
し
き

戸ど

会か
い

長ち
ょ
うは

胸む
ね

を
な
で
お
ろ
す
。

だ
が
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
うを

中
ち
ゅ
う

止し

し
て
い
た

期き

間か
ん

の
赤あ

か

字じ

分ぶ
ん

や
、
乾か

ん

季き

に

入は
い

っ
て
暑あ

つ

く
な
っ
た
た
め
に
空く

う

調ち
ょ
うの

光こ
う

熱ね
つ

費ひ

が
掛か

か
る
た
め
、

予よ

断だ
ん

を
許ゆ

る

さ
な
い
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うが

続つ
づ

い
て
い
る
。

が
集あ

つ

ま
ら
ず
に
出で

来き

る
リ
ッ

フ
ァ
式し

き

に
変か

え
、
抽

ち
ゅ
う

選せ
ん

結け
っ

果か

は
１
０
月が

つ

１
７
日に

ち

（
月げ

つ

）
の

１
９
時じ

か
ら
同ど

う

ク
ラ
ブ
の
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
上じ

ょ
う

で
抽

ち
ゅ
う

選せ
ん

の
模も

様よ
う

が
中

ち
ゅ
う

継け
い

さ
れ
る
。
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
中

ち
ゅ
う

継け
い

は
（https://fb.m

e/e/
cZjF4f86m

?ti=cl

）
で
確か

く

認に
ん

で
き
る
。

教き
ょ
う

室し
つ

内な
い

で
生せ

い

徒と

が
座す

わ

る
席せ

き

間か
ん

隔か
く

を
開あ

け
る
よ
う
に
し
て
い

る
。
４
０
人に

ん

以い

上じ
ょ
うい

る
ク
ラ

ス
で
は
同ど

う

協き
ょ
う

会か
い

の
広ひ

ろ

い
講こ

う

堂ど
う

も
使し

用よ
う

し
て
人じ

ん

間か
ん

距き
ょ

離り

を
保た

も

つ
工く

夫ふ
う

が
さ
れ
て
い
る
。

　

受じ
ゅ

講こ
う

者し
ゃ

が
多お

お

い
午ご

前ぜ
ん

の
社し

ゃ

会か
い

人じ
ん

ク
ラ
ス
で
は
開か

い

始し

時じ

間か
ん

を
７
時じ

半は
ん

・
８
時じ

・
８
時じ

半は
ん

の
３
つ
を
設も

う

け
、「
休や

す

み
時じ

間か
ん

を
ず
ら
す
こ
と
で
密み

っ

集し
ゅ
うを

避さ

明め
い

す
る
。

実じ
っ

際さ
い

に
現げ

ん

地ち

で
集あ

つ

ま
る
イ

ベ
ン
ト
は
未い

ま

だ
開か

い

催さ
い

で
き
て
い

な
い
も
の
の
、
屋お

く

外が
い

で
「
運う

ん

動ど
う

会か
い

」
が
開か

い

催さ
い

で
き
な
い
か
話は

な

し

合あ

い
が
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

錦
に
し
き

戸ど

会か
い

長ち
ょ
うは

「
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
で
は
ビ
ン

ゴ
大た

い

会か
い

の
変か

わ
り

に
リ
ッ
フ
ァ
（
抽

ち
ゅ
う

選せ
ん

く
じ
）
を
開か

い

催さ
い

す
る
よ
う
で

す
」
と
他ほ

か

日に
っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

の
動う

ご

き
も

例れ
い

に
挙あ

げ
る
。

例れ
い

年ね
ん

、
日に

っ

系け
い

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
が
主し

ゅ

催さ
い

す
る
ビ

ン
ゴ
大た

い

会か
い

に
は
日に

っ

系け
い

企き

業ぎ
ょ
う

か
ら
多お

お

く
の
豪ご

う

華か

商し
ょ
う

品ひ
ん

が
提て

い

供き
ょ
うさ

れ
る
た

め
例れ

い

年ね
ん

多お
お

く
の

人ひ
と

が
参さ

ん

加か

す
る

人に
ん

気き

イ
ベ
ン
ト
に

も
な
っ
て
い
る
。

本ほ
ん

年ね
ん

度ど

は
人ひ

と

　
「
一い

ち

年ね
ん

に
一い

ち

度ど

の
行

ぎ
ょ
う

事じ

で
し
た

が
、こ
の
日ひ

を
心

こ
こ
ろ

待ま

ち
に
し
て
い

る
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

も
多お

お

か
っ
た
の
だ
と

実じ
っ

感か
ん

し
ま
し
た
」
―
―
マ
ナ
ウ

ス
で
も
軒の

き

並な

み
イ
ベ
ン
ト
が
中

ち
ゅ
う

止し

と
な
り
、
年ね

ん

に一い
ち

度ど

の
「
敬け

い

老ろ
う

慰い

安あ
ん

会か
い

」
も
で
き
な
く
な
り
惜お

し
む
声こ

え

が
多お

お

か
っ
た
と
い
う
。

以い

前ぜ
ん

は
第だ

い

３
土ど

曜よ
う

日び

に
句く

会か
い

が
開か

い

催さ
い

さ
れ
て
い
た
が
中

ち
ゅ
う

止し

と
な
り
「
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

は
外そ

と

に
も
出で

れ
ず
、
鬱う

つ

状じ
ょ
う

態た
い

と
な
っ
た
人ひ

と

も

い
ま
し
た
」
と
現げ

ん

状じ
ょ
うを

か
た
る
。

句く

会か
い

は
オ
ン
ラ
イ
ン
開か

い

催さ
い

も

試こ
こ
ろみ

て
い
た
が
新あ

た
ら

し
い
機き

械か
い

に

つ
い
て
い
け
な
い
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

は
多お

お

く
、
社し

ゃ

会か
い

か
ら
断だ

ん

絶ぜ
つ

さ
れ
た

状じ
ょ
う

態た
い

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

現げ
ん

状じ
ょ
うを

打だ

破は

す
る
た
め
に

俳は
い

句く

会か
い

に
再さ

い

開か
い

を
持も

ち
か
け

て
い
る
。「
句く

会か
い

は
大お

お
ぜ
い勢

が
参さ

ん

加か

す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

し
、
協

き
ょ
う

会か
い

に
は
広ひ

ろ

い
講こ

う

堂ど
う

が
あ

り
、
ア
ル
コ
ー
ル
ジ
ェ
ル
な
ど

の
準

じ
ゅ
ん

備び

も
あ
り
ま
す
」
と
説せ

つ

日に

本ほ
ん

語ご

学
語
学
語

が
っ

校こ
う

は
８
月が

つ

再さ
い

開か
い

工く

夫ふ
う

凝こ

ら
し
て
対た

い

面め
ん

授じ
ゅ

業ぎ
ょ
う

　

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
早は

や

い
時じ

期き

に
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州し

ゅ
う

を
襲お

そ

っ
た
。
フ
リ
ー

ゾ
ー
ン
が
あ
り
国こ

く

内な
い

外が
い

か
ら
人ひ

と

の
動う

ご

き
が
多お

お

い
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州し

ゅ
う

マ
ナ
ウ
ス
市し

で
は

瞬ま
た
たく
間ま

に
感か

ん

染せ
ん

が
広ひ

ろ

が
り
、
４
月が

つ

に
は
公こ

う

立り
つ

病び
ょ
う

院い
ん

が
満ま

ん

床し
ょ
うと
な
り
医い

療り
ょ
う

崩ほ
う

壊か
い

が
起お

き
る
ま
で
と
な
っ
た
。
そ
の
一い

っ

方ぽ
う

で
早は

や

い
段だ

ん

階か
い

か
ら
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

数す
う

は
減げ

ん

少し
ょ
うし
、
日に

ち

常じ
ょ
う

を
取と

り
戻も

ど

し
つ
つ
あ
る
地ち

域い
き

と
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
の
「
新あ

た
ら

し
い
日に

ち

常じ
ょ
う」
を
マ
ナ

ウ
ス
の
西せ

い

部ぶ

ア
マ
ゾ
ン
日に

っ

伯ぱ
く

協き
ょ
う

会か
い

（
錦に

し
き

戸ど

健け
ん

会か
い

長ち
ょ
う）
に
電で

ん

話わ

取し
ゅ

材ざ
い

し
た
。

外が
い

出し
ゅ
つ

で
き
ず
鬱う

つ

に
な
っ
た
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

も

句く

会か
い

な
ど
イ
ベ
ン
ト
再さ

い

開か
い

へ
準じ

ゅ
ん

備び

再
さい

開
かい

された学
がっ

校
こう

の様
よう

子
す

。教
きょう

室
しつ

では人
じん

間
かん

距
きょ

離
り

が広
ひろ

く取
と

られて
いる以

い

前
ぜん

開
かい

催
さい

されていた敬
けい

老
ろう

慰
い

安
あん

会
かい

で歌
うた

を披
ひ

露
ろう

する日
にっ

伯
ぱく

協
きょう

会
かい

のコーラス
今
こ

年
とし

カントリークラブがビンゴ大
たい

会
かい

の変
か

わりに開
かい

催
さい

するリッファ

再
さい

開
かい

された日
に

本
ほん

語
ご

学
がっ

校
こう

。勉
べん

強
きょう

に励
はげ

む生
せい

徒
と

たち

全
ぜん

伯
はく

で一
いち

番
ばん

早
はや

く日
に

本
ほん

語
ご

学
がっ

校
こう

再
さい

開
かい

した
西
せい

部
ぶ

アマゾン日
にっ

伯
ぱく

協
きょう

会
かい

　
「
協

き
ょ
う

会か
い

が
運う

ん

営え
い

す
る
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

で
は
対た

い

面め
ん

授じ
ゅ

業ぎ
ょ
うを

再さ
い

開か
い

し
ま
し
た
」。
電で

ん

話わ

の
向む

こ

う
か
ら
錦

に
し
き

戸ど

会か
い

長ち
ょ
うの

希き

望ぼ
う

に

満み

ち
た
声こ

え

が
響ひ

び

い
た
。
同ど

う

協き
ょ
う

会か
い

の
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

室し
つ

の
社し

ゃ

会か
い

人じ
ん

向む

け
と
子こ

供ど
も

向む

け
ク
ラ
ス
が

８
月が

つ

下げ

旬じ
ゅ
んか

ら
再さ

い

開か
い

し
て
い

る
と
い
う
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
一い

ち

番ば
ん

早は
や

い
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

再さ
い

開か
い

だ
。

　

ア
マ
ゾ
ナ
ス
州し

ゅ
う

で
は
７
月が

つ

６
日か

か
ら
私し

立り
つ

の
学が

っ

校こ
う

や

大だ
い

学が
く

な
ど
の
対た

い

面め
ん

授じ
ゅ

業ぎ
ょ
う

再さ
い

開か
い

を
発は

っ

表ぴ
ょ
う

し
て
お
り
、
国こ

く

内な
い

で
一い

ち

番ば
ん

早は
や

く
対た

い

面め
ん

授じ
ゅ

業ぎ
ょ
うの

許き
ょ

可か

を
出だ

し
た
。
再さ

い

開か
い

開か
い

始し

と
な
る
６
日か

に
は
７
０
％

の
私し

立り
つ

学が
っ

校こ
う

が
許き

ょ

可か

を
得え

て
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
う

を
再さ

い

開か
い

し
て
い
る
。

　

錦
に
し
き

戸ど

会か
い

長ち
ょ
うは

同ど
う

協き
ょ
う

会か
い

の
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

再さ
い

開か
い

に
つ
い
て
「
予よ

防ぼ
う

対た
い

策さ
く

を
万ば

ん

全ぜ
ん

に
す
る
た
め

再さ
い

開か
い

が
遅お

そ

く
な
り
ま
し
た
」

と
述の

べ
た
。

　

万ま
ん

が
一い

ち

、
生せ

い

徒と

が
コ
ロ
ナ

感か
ん

染せ
ん

し
て
死し

亡ぼ
う

し
た
場ば

合あ
い

に

訴そ

訟し
ょ
うと

な
る
こ
と
も
考か

ん
が

え
ら

れ
る
た
め
、
職

し
ょ
く

員い
ん

や
教

き
ょ
う

師し

ら

と
共と

も

に
事じ

前ぜ
ん

予よ

防ぼ
う

対た
い

策さ
く

に
つ

い
て
話は

な

し
合あ

い
を
重か

さ

ね
て
い

た
と
い
う
。

　

対た
い

策さ
く

と
し
て
は
同ど

う

州し
ゅ
う

政せ
い

府ふ

の
指し

示じ

に
従し

た
が

い
、
玄げ

ん

関か
ん

で
の

ア
ル
コ
ー
ル
消

し
ょ
う

毒ど
く

と
検け

ん

温お
ん

や

日
にち

常
じょう

が戻
もど

りつつあるマナウス日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

　
周し

ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

特と
く

集し
ゅ
う

号ご
う

112
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醤し
ょ
う

油
醤
油
醤

ゆ

を
国こ

く

民み
ん

的て
き

調ち
ょ
う

味
調
味
調

み

料り
ょ
う

に

市し

場じ
ょ
う

占せ
ん

有ゆ
う

率り
つ

75
％
の
快か

い

挙き
ょ

中ち
ゅ
う

産さ
ん

階か
い

級き
ゅ
う

の
６
０
％

が
台だ

い

所ど
こ
ろ

に
醤し

ょ
う

油ゆ

を

　

大だ
い

豆ず

と
と
う
も
ろ
こ
し
と
い

う
１
０
０
％
ブ
ラ
ジ
ル
国こ

く

産さ
ん

の
原げ

ん

料り
ょ
うか
ら
作つ

く

ら
れ
た
サ
ク
ラ

醤し
ょ
う

油ゆ

は
、
大だ

い

豆ず

と
小こ

麦む
ぎ

を
原げ

ん

料り
ょ
うと
し
た
日に

本ほ
ん

の
醤

し
ょ
う

油ゆ

と
大お

お

き
な
違ち

が

い
が
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル

産さ
ん

醤し
ょ
う

油ゆ

は
、
と
う
も
ろ
こ
し
の

甘あ
ま

み
と
ま
ろ
や
か
さ
が
特と

く

徴ち
ょ
う

だ
。
こ
れ
に
比く

ら

べ
る
と
日に

っ

本ぽ
ん

産さ
ん

醤し
ょ
う

油ゆ

は
塩し

お

味あ
じ

が
強つ

よ

い
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
南な

ん

欧お
う

系け
い

の
イ

タ
リ
ア
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
系け

い

の

移い

民み
ん

が
人じ

ん

口こ
う

の
約や

く

７
０
％
を

占し

め
て
お
り
、
サ
ク
ラ
醤

し
ょ
う

油ゆ

の
味み

覚か
く

は
こ
の
南な

ん

欧お
う

系け
い

の
調

ち
ょ
う

味み

料り
ょ
う

文ぶ
ん

化か

と
の
適て

き

合ご
う

性せ
い

を
も
っ

て
い
る
。
サ
ラ
ダ
、焼や

き
そ
ば
、

肉に
く

料り
ょ
う

理り

、
魚

さ
か
な

料り
ょ
う

理り

、
パ
ス
タ

料り
ょ
う

理り

、
さ
ら
に
シ
ュ
ラ
ス
コ

料り
ょ
う

理り

な
ど
に
も
よ
く
な
じ
む
。

ブ
ラ
ジ
ル
の
国こ

く

民み
ん

的て
き

な
調

ち
ょ
う

味み

料り
ょ
うに
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、

ミ
ド
ル
層そ

う

以い

上じ
ょ
うの
６
０
％
の

家か

庭て
い

の
台だ

い

所ど
こ
ろに
サ
ク
ラ
醤

じ
ょ
う

油ゆ

が
入は

い

っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

　

１
９
３
０
年ね

ん

代だ
い

、
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

に
よ
る
醤

し
ょ
う

油ゆ

文ぶ
ん

化か

の
萌ほ

う

芽が

期き

に
、
小こ

麦む
ぎ

が
な
く
と
う
も
ろ

こ
し
と
い
う
代だ

い

用よ
う

品ひ
ん

を
使つ

か

っ
た

こ
と
が
結け

っ

果か

的て
き

に
ブ
ラ
ジ
ル
国こ

く

民み
ん

に
受う

け
入い

れ
ら
れ
た
。

　

中な
か

矢や

が
日に

本ほ
ん

へ
の
醤

し
ょ
う

油ゆ

留り
ゅ
う

学が
く

を
通と

お

し
て
得え

た
結け

つ

論ろ
ん

も
「
ブ
ラ

ジ
ル
に
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
醤

し
ょ
う

油ゆ

が

あ
っ
て
よ
い
」
だ
っ
た
。
こ
こ
は

中な
か

矢や

の
先せ

ん

見け
ん

性せ
い

と
慧け

い

眼が
ん

に
た
だ

う
な
ず
く
し
か
あ
る
ま
い
。
移い

民み
ん

の
国く

に

ブ
ラ
ジ
ル
で
サ
ク
ラ
は

８
０
年ね

ん

か
け
て
、
醤

し
ょ
う

油ゆ

文ぶ
ん

化か

を

ブ
ラ
ジ
ル
全ぜ

ん

土ど

で
市し

場じ
ょ
う

化か

さ
せ

た
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
功こ

う

績せ
き

は

絶ぜ
つ

大だ
い

な
も
の
が
あ
る
。

　

米べ
い

国こ
く

と
並な

ら

ぶ
世せ

界か
い

的て
き

な

移い

民み
ん

大た
い

国こ
く

ブ
ラ
ジ
ル
の
歴れ

き

史し

は
、
独ど

く

立り
つ

後ご

わ
ず
か
１
９
８

年ね
ん

し
か
経た

っ
て
い
な
い
。
２
年ね

ん

後ご

の
２
０
２
２
年ね

ん

に
は
独ど

く

立り
つ

２
０
０
年ね

ん

を
迎む

か

え
る
。
ま
だ

青せ
い

年ね
ん

期き

の
よ
う
な
若わ

か

々わ
か

し
い

国く
に

だ
。

　

日に

本ほ
ん

か
ら
の
移い

民み
ん

は
今こ

年と
し

で
１
１
２
年ね

ん

に
な
る
。
ブ
ラ
ジ

ル
の
醤

し
ょ
う

油ゆ

誕た
ん

生じ
ょ
うは
１
９
３
０

年ね
ん

前ぜ
ん

後ご

で
サ
ン
パ
ウ
ロ
か
ら

５
０
０
ｋ
ｍ
離は

な

れ
た
南な

ん

西せ
い

部ぶ

の
プ
レ
ジ
デ
ン
テ
・
プ
ル
デ
ン

テ
か
ら
始は

じ

ま
っ
た
と
い
わ
れ
、

そ
の
歴れ

き

史し

は
１
０
０
年ね

ん

に
満み

た
な
い
。

　

１
９
９
０
年ね

ん

頃ご
ろ

ま
で
は
ど

こ
の
日に

本ほ
ん

料り
ょ
う

理り

店て
ん

に
行い

っ
て
も

テ
ー
ブ
ル
の
上う

え

に
は
必か

な
ら

ず
と

言い

っ
て
よ
い
ほ
ど
３
、４
社し

ゃ

の

醤し
ょ
う

油ゆ

瓶び
ん

が
置お

か
れ
て
い
た
。
乱ら

ん

立り
つ

す
る
醤

し
ょ
う

油ゆ

業ぎ
ょ
う

界か
い

の
中な

か

で
い
ち

早は
や

く
醤

し
ょ
う

油ゆ

近き
ん

代だ
い

化か

に
着

ち
ゃ
く

手し
ゅ

し

た
の
が
「
サ
ク
ラ
ブ
ラ
ン
ド
」

を
販は

ん

売ば
い

す
る
サ
ク
ラ
中な

か

矢や

食し
ょ
く

品ひ
ん

だ
っ
た
。

中ち
ゅ
う

興こ
う

の
祖そ

、
改か

い

革か
く

担に
な

っ
た
レ
ナ
ト
現げ

ん

社し
ゃ

長ち
ょ
う

　

し
か
も
そ
の
改か

い

革か
く

の
リ
ー

ダ
ー
は
創そ

う

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

・
中な

か

矢や

末す
え

吉き
ち

の
次じ

男な
ん

で
ブ
ラ
ジ
ル
生う

ま
れ
の

現げ
ん

社し
ゃ

長ち
ょ
うで
あ
る
レ
ナ
ト
健け

ん

二じ

だ
っ
た
。
６
歳さ

い

に
な
っ
た
頃こ

ろ

か

ら
家か

業ぎ
ょ
うの
手て

伝つ
だ

い
を
し
て
お

り
、
醤

し
ょ
う

油ゆ

業ぎ
ょ
う

界か
い

の
申も

う

し
子ご

的て
き

な
存そ

ん

在ざ
い

だ
っ
た
。
大だ

い

学が
く

も
醤

し
ょ
う

油ゆ

の
品ひ

ん

質し
つ

向こ
う

上じ
ょ
うに
繋つ

な

が
る
化か

学が
く

部ぶ

発は
っ

酵こ
う

科か

を
専せ

ん

攻こ
う

し
卒そ

つ

業ぎ
ょ
うし

て
い
る
。

　

７
１
年ね

ん

の
入

に
ゅ
う

社し
ゃ

前ま
え

か
ら
醤

し
ょ
う

油ゆ

を
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

に
広ひ

ろ

く
利り

用よ
う

し
て
も
ら
う
こ
と
を
考か

ん
が

え
て

い
た
が
、
そ
の
目も

く

的て
き

の
一ひ

と

つ
は

日に
っ

系け
い

人じ
ん

が
経け

い

営え
い

す
る
醤

し
ょ
う

油ゆ

市し

場じ
ょ
うで
勝か

ち
残の

こ

り
市し

場じ
ょ
うの
覇は

者し
ゃ

に
な
る
こ
と
だ
っ
た
。

　

そ
の
理り

由ゆ
う

と
実じ

っ

態た
い

は
古ふ

る

い

因い
ん

習し
ゅ
うに
と
ら
わ
れ
た
量は

か

り
売う

り
中

ち
ゅ
う

心し
ん

で
、
家か

族ぞ
く

経け
い

営え
い

に
よ

る
商

し
ょ
う

店て
ん

商し
ょ
う

売ば
い

だ
っ
た
。
中な

か

矢や

は
２
０
代だ

い

の
後こ

う

半は
ん

か
ら
４
０

代だ
い

に
か
け
て
、
日に

本ほ
ん

の
最さ

い

先せ
ん

端た
ん

技ぎ

術じ
ゅ
つを
持も

つ
醤

し
ょ
う

油ゆ

製せ
い

造ぞ
う

法ほ
う

や

品ひ
ん

質し
つ

向こ
う

上じ
ょ
う

策さ
く

、
さ
ら
に
販は

ん

売ば
い

方ほ
う

法ほ
う

や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
組そ

織し
き

経け
い

営え
い

な
ど
を
学ま

な

ぶ
た
め
に
、

日に

本ほ
ん

に
頻ひ

ん

繁ぱ
ん

に
醤

し
ょ
う

油ゆ

留り
ゅ
う

学が
く

を

し
て
い
る
。

　

１
９
８
５
年ね

ん

に
父ち

ち

の
急

き
ゅ
う

逝せ
い

に
伴と

も
ない
４
０
歳さ

い

で
社し

ゃ

長ち
ょ
うに
就

し
ゅ
う

任に
ん

し
た
中な

か

矢や

は
、
い
ま
ま
で
温お

ん

存ぞ
ん

し
て
い
た
醤

し
ょ
う

油ゆ

改か
い

革か
く

計け
い

画か
く

を

次つ
ぎ

々つ
ぎ

と
実じ

っ

行こ
う

し
て
い
っ
た
。
瓶び

ん

か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ボ
ト
ル

に
、
家か

庭て
い

向む

け
に
３
タ
イ
プ

(

５
０
０
ｍ
ｌ
、
３
０
０
ｍ
ｌ
、

１
５
０
ｍ
ｌ)

の
小し

ょ
う
サ
イ
ズ
に
。

　

さ
ら
に
商

し
ょ
う

品ひ
ん

ラ
ベ
ル
の
工く

夫ふ
う

、
近き

ん

代だ
い

的て
き

な
機き

械か
い

化か

に
よ

る
生せ

い

産さ
ん

態た
い

勢せ
い

と
量

り
ょ
う

産さ
ん

化か

、
近き

ん

代だ
い

的て
き

な
配は

い

送そ
う

シ
ス
テ
ム
の
構こ

う

築ち
く

、
ブ
ラ
ジ
ル
全ぜ

ん

土ど

を
カ
バ
ー

す
る
営え

い

業ぎ
ょ
う

販は
ん

売ば
い

態た
い

勢せ
い

の
シ
ス
テ

ム
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
社し

ゃ

員い
ん

の

人じ
ん

材ざ
い

育い
く

成せ
い

、
ち
密み

つ

な
ス
ト
ラ

テ
ジ
ー
方ほ

う

針し
ん

に
沿そ

っ
た
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
構こ

う

築ち
く

、
会か

い

社し
ゃ

経け
い

営え
い

の
組そ

織し
き

化か

、
合が

っ

併ぺ
い

に
よ
る
業

ぎ
ょ
う

界か
い

の
集

し
ゅ
う

約や
く

化か

な
ど
、
醤

し
ょ
う

油ゆ

業ぎ
ょ
う

界か
い

で
誰だ

れ

も
手て

が
け
て
い
な
か
っ

た
未み

開か
い

の
領

り
ょ
う

域い
き

を
業

ぎ
ょ
う

界か
い

の
先せ

ん

頭と
う

に
立た

っ
て
改か

い

革か
く

し
て
き
た
。

　

同ど
う

時じ

に
日に

本ほ
ん

へ
の
醤

し
ょ
う

油ゆ

留り
ゅ
う

学が
く

で
辿た

ど

り
つ
い
た
結け

つ

論ろ
ん

が
、
原げ

ん

材ざ
い

料り
ょ
うを
大だ

い

豆ず

と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に

す
る
『
ブ
ラ
ジ
ル
に
は
ブ
ラ
ジ

ル
の
醤

し
ょ
う

油ゆ

が
あ
っ
て
よ
い
』だ
っ

た
。
こ
の
確か

く

信し
ん

の
も
と
に
醤

し
ょ
う

油ゆ

改か
い

革か
く

と
近き

ん

代だ
い

化か

、
そ
し
て
業

ぎ
ょ
う

界か
い

の
集

し
ゅ
う

約や
く

化か

に
邁ま

い

進し
ん

し
た
。

　

同ど
う

時じ

に
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

に
は
馴な

染じ

み
の
な
か
っ
た
醤

し
ょ
う

油ゆ

市し

場じ
ょ
うを

創そ
う

出し
ゅ
つす
る
た
め
に
、
長な

が

年ね
ん

に
わ

た
り
醤

し
ょ
う

油ゆ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
定て

い

期き

的て
き

に
サ
ン
パ
ウ
ロ
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
ブ

ラ
ジ
ル
各か

く

地ち

で
行お

こ
なっ
た
。

ブラジル醤
しょうゆ

油市
しじょう

場の75％を占
し

める醤
しょうゆ

油工
こうじょう

場の内
ない

部
ぶ

　

日に
っ

系け
い

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う

の
歴れ

き

史し

は

１
１
２
年ね

ん

を
迎む

か

え
た
。
こ
の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

が
創そ

う

業ぎ
ょ
うし
た
会か

い

社し
ゃ

は
、
日に

本ほ
ん

の
伝で

ん

統と
う

的て
き

な
食

し
ょ
く

品ひ
ん

調ち
ょ
う

味み

料り
ょ
う

で
あ
る
醤

し
ょ
う

油ゆ

を
８
０
年ね

ん

か
け
て

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

の
国こ

く

民み
ん

的て
き

な
調

ち
ょ
う

味み

料り
ょ
うに
浸し

ん

透と
う

さ
せ
た
。
そ
の
功こ

う

績せ
き

は
絶ぜ

つ

大だ
い

な
も
の
が
あ
る
。
日に

っ

伯ぱ
く

相そ
う

互ご

理り

解か
い

と
文ぶ

ん

化か

交こ
う

流り
ゅ
うの
極き

わ

め

つ
け
の
話は

な
しで
も
あ
る
。

　

サ
ク
ラ
中な

か

矢や

食し
ょ
く

品ひ
ん

が
８
０

年ね
ん

に
わ
た
り
、
波は

乱ら
ん

と
激げ

き

動ど
う

の

ブ
ラ
ジ
ル
の
歴れ

き

史し

を
勝か

ち
抜ぬ

い

て
き
た
こ
と
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の

会か
い

社し
ゃ

興こ
う

亡ぼ
う

史し

か
ら
言い

っ
て
も
大お

お

い
に
賞

し
ょ
う

賛さ
ん

す
べ
き
こ
と
だ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
意い

味み

で
も
日に

っ

系け
い

人じ
ん

社し
ゃ

会か
い

が
生う

ん
だ
名め

い

門も
ん

企き

業ぎ
ょ
うと

いって
よ
い
。
ブ
ラ
ジ
ル
醤

し
ょ
う

油ゆ

業ぎ
ょ
う

界か
い

近き
ん

代だ
い

化か

の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ

り
、
い
ま
で
も
変へ

ん

革か
く

の
旗き

手し
ゅ

で

あ
り
続つ

づ

け
て
い
る
。
同ど

う

時じ

に
ブ

ラ
ジ
ル
で
生せ

い

産さ
ん

し
た
自じ

社し
ゃ

の
醤

し
ょ
う

油ゆ

を
、
中

ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

各か
く

地ち

は
も
ち
ろ

ん
北ほ

く

米べ
い

、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
日に

本ほ
ん

、

ア
ジ
ア
、
中

ち
ゅ
う

近き
ん

東と
う

、
ア
フ
リ
カ

な
ど
、
地ち

球き
ゅ
う

規き

模ぼ

で
世せ

界か
い

３
０

数す
う

ヵ
国こ

く

に
輸ゆ

出し
ゅ
つし
て
い
る
。

　

サ
ク
ラ
中な

か

矢や

食し
ょ
く

品ひ
ん

に
と
っ
て

は
、
い
ま
ま
で
の
８
０
年ね

ん

と

１
０
０
年ね

ん

企き

業ぎ
ょ
うを
目め

指ざ

す
こ

れ
か
ら
の
２
０
年ね

ん

間か
ん

は
会か

い

社し
ゃ

勝か

ち
残の

こ

り
の
試し

金き
ん

石せ
き

に
な
り
そ
う

だ
。
中

ち
ゅ
う

国ご
く

系け
い

や
キ
ッ
コ
ー
マ
ン

の
新あ

ら

た
な
市し

場じ
ょ
う

参さ
ん

入に
ゅ
うで
競

き
ょ
う

争そ
う

が
一い

っ

層そ
う

激は
げ

し
さ
を
増ま

し
、
同ど

う

時じ

に
経け

い

営え
い

面め
ん

で
も
世せ

界か
い

的て
き

な
Ｉ
Ｔ

時じ

代だ
い

に
よ
る
ス
ピ
ー
ド
と
変へ

ん

化か

の
速は

や

さ
が
一い

ち

段だ
ん

と
加か

速そ
く

す
る
。

　
『
サ
ク
ラ
ブ
ラ
ン
ド
』
に
と
っ

て
、
２
１
世せ

い

紀き

は
『
環か

ん

境き
ょ
うの

時じ

代だ
い

』
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

地ち

球き
ゅ
う

環か
ん

境き
ょ
うへ
の
配は

い

慮り
ょ

と
優や

さ

し
さ

を
会か

い

社し
ゃ

と
し
て
ど
う
取と

り
組く

ん
で
い
く
か
、
新あ

ら

た
な
経け

い

営え
い

課か

題だ
い

も
生う

ま
れ
て
い
る
。

（
文ぶ

ん

責せ
き　

カ
ン
ノ
エ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー
代だ

い

表ひ
ょ
う　

菅か
ん

野の

英ひ
で

明あ
き

）

100
年ね

ん

企き

業ぎ
ょ
う

へ
の
道み

ち

　

そ
の
凄す

ご

さ
の
片へ

ん

鱗り
ん

は
次つ

ぎ

の
事じ

実じ
つ

か
ら
伺う

か
が

わ
れ

る
。
★
８
４
年ね

ん

に
４
０
歳さ

い

で
社し

ゃ

長ち
ょ
う

就し
ゅ
う

任に
ん

以い

来ら
い

、
絶た

え
ず
価か

値ち

造ぞ
う

成せ
い

型が
た

の
積せ

っ

極き
ょ
く

経け
い

営え
い

を
貫つ

ら
ぬい
て
い
る
こ

と
。
★
経け

い

営え
い

に
欠か

か
せ
な
い
探た

ん

求き
ゅ
う

心し
ん

と
事じ

業ぎ
ょ
う

家か

イ
ズ
ム
は
人ひ

と

一い
ち

倍ば
い

旺お
う

盛せ
い

。
★
私し

心し
ん

が
全ま

っ
た

く
な
い
こ

と
、
物も

の

事ご
と

を
公こ

う

平へ
い

に
見み

れ
る
こ
と
。
★
人に

ん

間げ
ん

性せ
い

重じ
ゅ
う

視し

の
経け

い

営え
い

、
全す

べ

て
に
わ
た
って
世せ

界か
い

基き

準じ
ゅ
んで
物も

の

事ご
と

を
見み

て
決け

つ

断だ
ん

す
る
経け

い

営え
い

を
行お

こ
なって
い
る
こ
と
。
★
こ

れ
ら
を
社し

ゃ

長ち
ょ
う

就し
ゅ
う

任に
ん

時じ

か
ら
現げ

ん

在ざ
い

に
至い

た

る
ま
で
３
６

年ね
ん

間か
ん

に
わ
た
り
一い

っ

貫か
ん

し
て
継け

い

続ぞ
く

し
て
い
る
こ
と
。

▼
従

じ
ゅ
う

来ら
い

型が
た

の
考か

ん
が

え
方か

た

や

販は
ん

売ば
い

方ほ
う

法ほ
う

を
抜ば

っ

本ぽ
ん

的て
き

に

改か
い

革か
く

し
醤

し
ょ
う

油ゆ

業ぎ
ょ
う

界か
い

近き
ん

代だ
い

化か

を
達た

っ

成せ
い

し
た
パ
イ
オ
ニ
ア
と
い
わ
れ
る
の
が
中な

か

矢や

な
の
だ
。
尊そ

ん

父ぷ

の
急

き
ゅ
う

死し

に
よ
り
１
９
８
４
年ね

ん

４
０
歳さ

い

で
２
代だ

い

目め

社し
ゃ

長ち
ょ
うに
就

し
ゅ
う

任に
ん

。

　

サ
ク
ラ
は
１
９
４
０
年ね

ん

の
創そ

う

業ぎ
ょ
う

以い

来ら
い

８
０
年ね

ん

の
歴れ

き

史し

を
誇ほ

こ

る
ジ
ャ
ク
ト
農の

う

機き

と
並な

ら

ぶ
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
名め

い

門も
ん

会が
い

社し
ゃ

だ
。

　

８
０
年ね

ん

た
っ
た
い
ま
で
も
、
絶た

え
ざ
る
改か

い

革か
く

と

改か
い

良り
ょ
う、
そ
し
て
最さ

い

新し
ん

技ぎ

術じ
ゅ
つの
導ど

う

入に
ゅ
うと
新し

ん

商し
ょ
う

品ひ
ん

の

提て
い

供き
ょ
うで
お
客

き
ゃ
く

様さ
ま

満ま
ん

足ぞ
く

度ど

の
高た

か

い
価か

値ち

創そ
う

造ぞ
う

型が
た

の

ブ
ラ
ン
ド
力り

ょ
く
を
守ま

も

り
貫つ

ら
ぬい
て
い
る
。

　

常つ
ね

に
最さ

い

新し
ん

の
経け

い

営え
い

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
最さ

い

新し
ん

の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
最さ

い

新し
ん

の
生せ

い

産さ
ん

技ぎ

術じ
ゅ
つ、
優す

ぐ

れ
た

人じ
ん

材ざ
い

の
確か

く

保ほ

な
ど
を
通と

お

し
て
時じ

代だ
い

を
先さ

き

取ど

り
し

た
経け

い

営え
い

を
展て

ん

開か
い

し
て
い
る
。

　

中な
か

で
も
驚お

ど
ろ

く
の
は
、
１
０
年ね

ん

以い

上じ
ょ
う

前ま
え

か
ら
サ

ク
ラ
は
、
会か

い

社し
ゃ

と
し
て
の
１
５
年ね

ん

先さ
き

・
２
０
年ね

ん

先さ
き

の
会か

い

社し
ゃ

の
あ
る
べ
き
像ぞ

う

を
描か

い
た
超

ち
ょ
う

長ち
ょ
う

期き

ビ

ジ
ョ
ン
計け

い

画か
く

を
持も

っ
て
き
た
こ
と
だ
。

経けい
営えい
者しゃ
中
なか

矢
や

レナト
健
けん

二
じ

 との

Q中
なか

矢
や

社
しゃ

長
ちょう

らしさは日
にち

常
じょう

どのよう
な所
ところ

で分
わ

かるか。A「私
わたし

はわが
社
しゃ

のどこに行
い

っても常
つね

に周
まわ

りにい
る誰

だれ

とでも会
あ

い挨
あい

拶
さつ

したいと思
おも

っ
ている」「人

ひと

は気
き

持
も

ちが大
だい

事
じ

！」「み
なさんの顔

かお

を知
し

ることだ」。
Qサクラ中

なか

矢
や

食
しょく

品
ひん

は今
こ

年
とし

10月
がつ

に創
そう

業
ぎょう

80周
しゅう

年
ねん

を迎
むか

える。その感
かん

想
そう

を聞
き

きたい。A「社
しゃ

長
ちょう

として私
わたし

は、消
しょう

費
ひ

者
しゃ

、ユーザー、および
関
かん

係
けい

者
しゃ

に対
たい

して、サクラ中
なか

矢
や

食
しょく

品
ひん

の誠
せい

実
じつ

な食
しょく

品
ひん

生
せい

産
さん

が社
しゃ

会
かい

的
てき

な価
か

値
ち

と使
し

命
めい

を果
は

たし、世
よ

の中
なか

に貢
こう

献
けん

するだけでなく、(醤
しょう

油
ゆ

など調
ちょう

味
み

料
りょう

の生
せい

産
さん

を通
とお

して)ブラジルと
世
せ

界
かい

の食
しょく

生
せい

活
かつ

の向
こう

上
じょう

と進
しん

歩
ぽ

に貢
こう

献
けん

してきた。この80年
ねん

かけて築
きず

いてきた遺
い

産
さん

と信
しん

頼
らい

を、今
こん

後
ご

さら
に高

たか

めていきたい」。
Q100年

ねん

企
き

業
ぎょう

に向
む

けてこれから
20年

ねん

の超
ちょう

長
ちょう

期
き

ビジョンを聞
き

きた
い。A「起

き

業
ぎょう

家
か

精
せい

神
しん

は、(将
しょう

来
らい

も継
けい

続
ぞく

する)環
かん

境
きょう

問
もん

題
だい

を解
かい

決
けつ

し、
同
どう

時
じ

にスピードと変
へん

化
か

対
たい

応
おう

のデジ
タル世

せ

界
かい

も視
し

野
や

に、健
けん

康
こう

的
てき

な有
ゆう

機
き

食
しょく

品
ひん

を生
せい

産
さん

していくことをはっ
きりさせている」
Q業
ぎょう

界
かい

のリーダーとして頑
がん

張
ば

って
いる中

なか

矢
や

社
しゃ

長
ちょう

の強
つよ

さを聞
き

きたい。
A「今

こん

後
ご

、先
せん

例
れい

の無
な

い様
さま

々
ざま

な困
こん

難
なん

が出
で

てくると思
おも

う。我
われ

々
われ

は神
かみ

を
信
しん

頼
らい

している！ ブラジルは恵
めぐ

みの
豊
ゆた

かな国
くに

であり更
さら

に大
たい

西
せい

洋
よう

が助
たす

けてくれる」

一
いち

問
もん

一
いっ

答
とう

世
せ

界
かい

企
き

業
ぎょう

に育
そだ

てた中
なか

矢
や

レナト健
けん

二
じ

社
しゃ

長
ちょう

サクラ中
なか

矢
や

食
しょく

品
ひん

創
そう

業
ぎょう

80周
しゅう

年
ねん

家
か

族
ぞく

と少
しょう

年
ねん

時
じ

代
だい

■中
なか

矢
や

レナト健
けん

二
じ

＝ 1944 年
ねん

生
う

まれ
■父

ちち

＝中
なか

矢
や

末
すえ

吉
きち

。中
なか

矢
や

末
すえ

吉
きち

のブラジ
ル移

い

住
じゅう

年
ねん

は1932年
ねん

で、２年
ねん

後
ご

にはブ
ラジル中

なか

矢
や

家
け

移
い

住
じゅう

90 周
しゅう

年
ねん

を迎
むか

える。
ブラジル中

なか

矢
や

家
け

と愛
え

媛
ひめ

県
けん

松
まつ

山
やま

市
し

の中
なか

矢
や

家
け

本
ほん

家
け

とは88年
ねん

たった今
いま

でも親
しん

族
ぞく

とし
て親

しん

密
みつ

な交
こう

流
りゅう

が続
つづ

いている。長
なが

い年
ねん

月
げつ

を超
こ

えて一
いち

族
ぞく

が結
むす

ばれているシンボル
的
てき

な存
そん

在
ざい

だ
■母

はは

＝千
ち

代
よ

子
こ

。日
に

本
ほん

を出
で

た時
とき

は大
おお

原
はら

流
りゅう

生
い

け花
ばな

の先
せん

生
せい

だった母
はは

は、愛
え

媛
ひめ

県
けん

で看
かん

護
ご

婦
ふ

をしていた
■妻

つま

＝マリーザ、1974 年
ねん

に結
けっ

婚
こん

。夫
ふ

人
じん

の内
ない

助
じょ

の功
こう

について＝毎
まい

日
にち

がありが
とうと感

かん

謝
しゃ

の日
ひ

々
び

■長
ちょう

女
じょ

＝ミワ・プリシラ　
■長
ちょう

男
なん

＝エンリ・ヒサシ（サクラ中
なか

矢
や

食
しょく

品
ひん

の最
さい

高
こう

財
ざい

務
む

責
せき

任
にん

者
しゃ

）
■次

じ

男
なん

＝ジュン・レジス（リハビリの
医
い

者
しゃ

だが和
わ

牛
ぎゅう

農
のう

場
じょう

の経
けい

営
えい

者
しゃ

）
■次

じ

女
じょ

＝エミ・メリン       
■孫

まご

＝４人
にん

親
おや

の手
て

伝
つだ

いを始
はじ

めたのは
何
なん

歳
さい

の時
とき

から

　６歳
さい

から手
て

伝
つだ

っていた。大
だい

豆
ず

とトウ
モロコシの選

せん

別
べつ

作
さ

業
ぎょう

から始
はじ

めた。当
とう

時
じ

は家
いえ

の近
きん

所
じょ

の子
こ

供
ども

たちは皆
みんな

小
ちい

さい
時
とき

から親
おや

の手
て

伝
つだ

いをしていた。小
ちい

さい
時
とき

に親
おや

から教
おし

えられたことは、父
ちち

（末
すえ

吉
きち

）―親
おや

の背
せ

中
なか

を見
み

て育
そだ

った ( 父
ちち

は
醤
しょう

油
ゆ

製
せい

造
ぞう

の経
けい

験
けん

がなくもともとは素
しろうと

人
だった )。

中
なか

矢
や

の経
けい

営
えい

者
しゃ

としての凄
すご

さ
ここまで同

どう
社
しゃ
を発
はっ
展
てん
させたのが２代

だい
目
め
創
そう
業
ぎょう
型
がた
経
けい
営
えい
者
しゃ
で二

に
世
せい
の中
なか
矢
や

レナト健
けん
二
じ
だ。２代

だい
目
め
が創

そう
業
ぎょう
者
しゃ
である父

ちち
の中
なか
矢
や
末
すえ
吉
きち
を凌
しの
いで会

かい
社
しゃ

を成
せい
長
ちょう
させ事

じ
業
ぎょう
規
き
模
ぼ
を拡
かく
大
だい
させた。

　

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
社し

ゃ

員い
ん

で
ブ
ラ

ジ
ル
駐

ち
ゅ
う

在ざ
い

経け
い

験け
ん

も
あ
る
元も

と

Ｏ

Ｂ
社し

ゃ

員い
ん

は
「
サ
ク
ラ
は
ブ
ラ
ジ

ル
人じ

ん

の
嗜し

好こ
う

と
市し

場じ
ょ
うを
熟

じ
ゅ
く

知ち

し
て
い
る
。
世せ

界か
い

同ど
う

一い
つ

品ひ
ん

質し
つ

基き

準じ
ゅ
んの
我わ

れ

々わ
れ

に
は
手て

が
出で

な
い
領

り
ょ
う

圧あ
っ

倒と
う

的て
き

な
市し

場じ
ょ
う

占せ
ん

有ゆ
う

率り
つ

75
％

域い
き

だ
」
と
当と

う

時じ

、
白し

ろ

旗は
た

を
掲か

か

げ
て
日に

本ほ
ん

に
帰き

国こ
く

し
た
ほ
ど
サ

ク
ラ
の
存そ

ん

在ざ
い

は
大お

お

き
か
っ
た
。

　

そ
し
て
い
ま
、
醤

し
ょ
う

油ゆ

最さ
い

大だ
い

の

消し
ょ
う

費ひ

国こ
く

で
あ
る
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
業

ぎ
ょ
う

者し
ゃ

が

ブ
ラ
ジ
ル
に
本ほ

ん

格か
く

的て
き

に
参さ

ん

入に
ゅ
うし

て
い
る
。「
中

ち
ゅ
う

国ご
く

産さ
ん

の
醤

し
ょ
う

油ゆ

も

最さ
い

近き
ん

で
は
徐じ

ょ

々じ
ょ

に
品ひ

ん

質し
つ

が
向こ

う

上じ
ょ
う

し
低て

い

価か

格か
く

で
勝

し
ょ
う

負ぶ

し
て
い
る
。

特と
く

に
レ
ス
ト
ラ
ン
や
食

し
ょ
く

堂ど
う

な
ど

業ぎ
ょ
う

務む

用よ
う

に
そ
れ
が
言い

え
る
」
と

業ぎ
ょ
う

界か
い

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

は
語か

た

って
い
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
醤

し
ょ
う

油ゆ

市し

場じ
ょ
う

の

７
５
％
（
ニ
ー
ル
セ
ン
調

ち
ょ
う

査さ

）

を
占し

め
る
サ
ク
ラ
醤

し
ょ
う

油ゆ

。
特と

く

に
家か

庭て
い

用よ
う

分ぶ
ん

野や

で
は
ひ
と
き
わ

ブ
ラ
ン
ド
力り

ょ
く

が
輝か

が
や

き
を
増ま

す
。

ブ
ラ
ジ
ル
中な

か

の
最さ

い

高こ
う

級き
ゅ
うホ
テ
ル

や
一い

ち

流り
ゅ
うレ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
必

か
な
ら

ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
、
サ
ク

ラ
ブ
ラ
ン
ド
の
最さ

い

高こ
う

品ひ
ん

質し
つ

を
誇ほ

こ

る
『
サ
ク
ラP

rem
iu
m

』

が
使つ

か

わ
れ
て
い
る
。
ブ
ラ
ジ
ル

人じ
ん

の
味み

覚か
く

に
適て

き

合ご
う

し
た
製せ

い

品ひ
ん

品ひ
ん

質し
つ

力り
ょ
くと
営え

い

業ぎ
ょ
う

力り
ょ
くの
凄す

ご

さ
が

市し

場じ
ょ
うを
通と

お

し
て
よ
く
わ
か
る
。

　

さ
ら
に
サ
ク
ラ
醤

し
ょ
う

油ゆ

が
一い

っ

般ぱ
ん

消し
ょ
う

費ひ

者し
ゃ

か
ら
信し

ん

頼ら
い

さ
れ
て
い

る
理り

由ゆ
う

の
一ひ

と

つ
に
「
安あ

ん

全ぜ
ん

・
安あ

ん

心し
ん

・
清せ

い

潔け
つ

・
品ひ

ん

質し
つ

」
に
支さ

さ

え

ら
れ
た
商

し
ょ
う

品ひ
ん

づ
く
り
が
あ
る
。

広こ
う

告こ
く

で
も
使し

用よ
う

さ
れ
て
い
る

　
「
醤

し
ょ
う

油ゆ

原げ
ん

料り
ょ
うが
１
０
０
％
天て

ん

然ね
ん

の
大だ

い

豆ず

と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

特と
く

殊し
ゅ

発は
っ

酵こ
う

技ぎ

術じ
ゅ
つの
蓄ち

く

積せ
き

、
遺い

伝で
ん

子し

組く
み

換か

え
農の

う

産さ
ん

物ぶ
つ

の
不ふ

使し

用よ
う

、
癌が

ん

の
原げ

ん

因い
ん

に
も
な
る
グ
ル

テ
ン
の
不ふ

使し

用よ
う

」
と
、
安あ

ん

全ぜ
ん

の

確た
し

か
さ
が
サ
ク
ラ
に
対た

い

す
る
信し

ん

用よ
う

力り
ょ
くを
増ま

し
て
お
り
、
国こ

く

内な
い

で

も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市し

場じ
ょ
うで
も
そ
の

評ひ
ょ
う

価か

と
信し

ん

頼ら
い

は
極き

わ

め
て
高た

か

い
。

経け
い

営え
い

資し

源げ
ん

の
一い

っ

極き
ょ
く

集し
ゅ
う

中ち
ゅ
う

化か

で
抜ぬ

け
出だ

す

　

戦せ
ん

後ご

の
日に

っ

伯ぱ
く

関か
ん

係け
い

は
、
日に

本ほ
ん

か
ら
の
移い

民み
ん

と
と
も
に
、

１
９
６
０
年ね

ん

代だ
い

か
ら
始は

じ

ま
っ

た
日に

本ほ
ん

の
官か

ん

民み
ん

に
よ
る
ブ
ラ
ジ

ル
へ
の
投と

う

資し

ブ
ー
ム
だ
っ
た
。

そ
れ
が
７
０
年ね

ん

代だ
い

後こ
う

半は
ん

ま
で

続つ
づ

き
、
こ
れ
に
伴と

も
な
い
こ
の
１
５

年ね
ん

間か
ん

の
間あ

い
だ

に
サ
ン
パ
ウ
ロ
や
リ

オ
を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
日に

本ほ
ん

料り
ょ
う

理り

店て
ん

が

次つ
ぎ

々つ
ぎ

と
開か

い

店て
ん

し
て
い
っ
た
。

　

和わ

食し
ょ
くイ
コ
ー
ル
醤

し
ょ
う

油ゆ

は
日に

本ほ
ん

の
食

し
ょ
く

文ぶ
ん

化か

の
原げ

ん

点て
ん

で
あ
る
。

１
９
７
０
年ね

ん

代だ
い

半は
ん

ば
こ
ろ
か

ら
日に

っ

系け
い

人じ
ん

や
日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
対た

い

す

る
差さ

別べ
つ

的て
き

な
見み

方か
た

が
消

し
ょ
う

失し
つ

し
、

イ
コ
ー
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

の
間あ

い
だ
に
急

き
ゅ
う

速そ
く

に
和わ

食し
ょ
くの
浸し

ん

透と
う

と
と
も
に
醤

し
ょ
う

油ゆ

が
普ふ

及き
ゅ
うし
て
い
っ
た
。

　

中な
か

矢や

は
自じ

分ぶ
ん

の
体た

い

験け
ん

を
こ
う

語か
た

る
。「
公こ

う

私し

と
も
に
転て

ん

機き

と

思お
も

っ
た
の
は
１
９
７
４
年ね

ん

に
結け

っ

婚こ
ん

し
た
時と

き

だ
。
そ
れ
ま
で
は
私

わ
た
し

を
含ふ

く

め
て
日に

っ

系け
い

人じ
ん

は
ブ
ラ
ジ
ル

で
目め

に
見み

え
な
い
差さ

別べ
つ

を
受う

け

て
苦く

労ろ
う

し
て
き
た
。
こ
の
頃こ

ろ

を

転て
ん

機き

に
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

の
日に

本ほ
ん

や
日に

っ

系け
い

人じ
ん

に
対た

い

す
る
評

ひ
ょ
う

価か

が

大お
お

き
く
変か

わ
っ
て
き
た
」、
同ど

う

時じ

に
「
寿す

司し

や
刺さ

し

身み

な
ど
が
美び

容よ
う

と
健け

ん

康こ
う

に
良よ

い
と
い
う
こ
と

で
日に

本ほ
ん

食し
ょ
く

文ぶ
ん

化か

が
ブ
ラ
ジ
ル
で

開か
い

花か

し
て
い
く
時じ

代だ
い

に
入は

い

っ
た
」

と
醤

し
ょ
う

油ゆ

業ぎ
ょ
う

界か
い

に
も
追お

い
風か

ぜ

が
吹ふ

き
始は

じ

め
た
時じ

期き

で
も
あ
っ
た
。

　

中な
か

矢や

は
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

自じ

社し
ゃ

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
取と

り
入い

れ
て
、
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
経け

い

営え
い

（
経け

い

営え
い

資し

源げ
ん

の
一い

っ

極き
ょ
く

集し
ゅ
う

中ち
ゅ
う

化か

）
を
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

に
加か

速そ
く

さ
せ
て

い
っ
た
。
ど
ん
ぐ
り
の
背せ

い

比く
ら

べ

状じ
ょ
う

態た
い

だ
っ
た
ブ
ラ
ジ
ル
の
醤

し
ょ
う

油ゆ

業ぎ
ょ
う

界か
い

か
ら
一い

っ

気き

に
抜ぬ

け
出だ

し
た

の
が
サ
ク
ラ
醤

し
ょ
う

油ゆ

だ
っ
た
。

　

同ど
う

業ぎ
ょ
うの
、
日ひ

の
本も

と

、
東と

う

山ざ
ん

な
ど
は
サ
ク
ラ
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
力り

ょ
く

と
営え

い

業ぎ
ょ
う

力り
ょ
くに
つ
い
て
い

け
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
格か

く

差さ

が
出で

た
の
は
中な

か

矢や

が
社し

ゃ

長ち
ょ
う

に
就

し
ゅ
う

任に
ん

し
た
１
９
８
５
年ね

ん

が

節ふ
し

目め

だ
っ
た
。
１
０
年ね

ん

後ご

の

１
９
９
５
年ね

ん

頃ご
ろ

に
な
る
と
ブ

ラ
ジ
ル
国こ

く

内な
い

の
市し

場じ
ょ
う

占せ
ん

有ゆ
う

率り
つ

は
９
０
％
を
超こ

え
て
い
た
。

画
かっ

期
き

的
てき

新
しん

商
しょう

品
ひん

『ＯＵＲＯ』
サクラのイメージが一

いっ

変
ぺん

する画
かっ

期
き

的
てき

な新
しん

商
しょう

品
ひん

で、醤
しょう

油
ゆ

としての透
とう

明
めい

性
せい

が極
きわ

めて高
たか

い『金
きん

』
(オーロ)を４月

がつ

から発
はつ

売
ばい

している。全
すべ

てブラジ
ル産

さん

の原
げん

材
ざい

料
りょう

で醤
しょう

油
ゆ

を製
せい

品
ひん

化
か

独
どく

自
じ

のＲ＆Ｄ
(研
けん

究
きゅう

開
かい

発
はつ

)で 100％天
てん

然
ねん

の大
だい

豆
ず

とトウモロコ
シの特

とく

殊
しゅ

発
はっ

酵
こう

技
ぎ

術
じゅつ

の蓄
ちく

積
せき

、遺
い

伝
でん

子
し

組
くみ

換
か

え農
のう

産
さん

物
ぶつ

の不
ふ

使
し

用
よう

、癌
がん

の原
げん

因
いん

にもなるグルテンの不
ふ

使
し

用
よう

」と安
あん

全
ぜん

の確
たし

かさがサクラに対
たい

する信
しん

用
よう

力
りょく

に
繋
つな

がっている。国
こく

内
ない

でもヨーロッパ市
し

場
じょう

でもその評
ひょう

価
か

と信
しん

頼
らい

は極
きわ

めて高
たか

い。

▶今
こ
年
とし
４月
がつ
から新

しん
発
はつ
売
ばい
した画

かっ
期
き
的
てき
な醤
しょう
油
ゆ
『金
きん
』

（ＯＵＲＯ)

際き
わ

立だ

つ
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
パ
ワ
ー

ブラジルを代
だい

表
ひょう

する食
しょく

品
ひん

会
がい

社
しゃ

代表 食品会社
　
『
サ
ク
ラ(

Ｓ
ａ
ｋ
ｕ
ｒ
ａ)
』
ブ
ラ
ン
ド
の
醤

し
ょ
う

油ゆ

は
、
中

ち
ゅ
う

産さ
ん

階か
い

級き
ゅ
うの
６
０
％
以い

上じ
ょ
うが
食

し
ょ
く

卓た
く

必ひ
つ

需じ
ゅ

品ひ
ん

と
認み

と

め
る
。
そ
ん
な
ブ
ラ
ジ
ル
を
代だ

い

表ひ
ょ
うす
る
食

し
ょ
く

品ひ
ん

会が
い

社し
ゃ

を
親お

や

子こ

２
代だ

い

で
育そ

だ

て
た
の
が
日に

っ

系け
い

二に

世せ
い

の
中な

か

矢や

レ
ナ
ト
健け

ん

二じ

だ
。
現げ

ん

在ざ
い

７
５
歳さ

い

。
４
０
歳さ

い

で
社し

ゃ

長ち
ょ
うに
就

し
ゅ
う

任に
ん

し
、
以い

来ら
い

、
ブ
ラ
ジ
ル
醤

し
ょ
う

油ゆ

業ぎ
ょ
う

界か
い

近き
ん

代だ
い

化か

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
先せ

ん

頭と
う

に
立た

っ
て
市し

場じ
ょ
う

創そ
う

出し
ゅ
つと
発は

っ

展て
ん

に
励は

げ

ん
で
い
る
。
来ら

い

月げ
つ

１
０
月が

つ

に
サ
ク
ラ
中な

か

矢や

食し
ょ
く

品ひ
ん

(

本ほ
ん

社し
ゃ

・
サ
ン
パ
ウ
ロ)

は
創そ

う

業ぎ
ょ
う８
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

を
迎む

か

え
る
。
米べ

い

国こ
く

に
次つ

ぐ
累る

い

計け
い

で

４
４
０
万ま

ん

人に
ん

以い

上じ
ょ
う(

９
月が

つ

１
７
日に

ち

現げ
ん

在ざ
い)

の
コ
ロ
ナ
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

を
出だ

し
て
い
る
経け

い

済ざ
い

最さ
い

悪あ
く

期き

の
ブ
ラ
ジ
ル
で
、
サ
ク
ラ
は
コ
ロ
ナ
以い

前ぜ
ん

の
業

ぎ
ょ
う

績せ
き

及お
よ

び
醤

し
ょ
う

油ゆ

生せ
い

産さ
ん

と
販は

ん

売ば
い

量り
ょ
うを

維い

持じ

し
て
お
り
、
そ
の
経け

い

営え
い

力り
ょ
くが
改あ

ら
た
め
て
評

ひ
ょ
う

価か

さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
市し

場じ
ょ
う

環か
ん

境き
ょ
うの
中な

か

で
市し

場じ
ょ
う

占せ
ん

有ゆ
う

率り
つ

７
５
％
を
占し

め
る
の
が
サ
ク
ラ
中な

か

矢や

食し
ょ
く

品ひ
ん

だ
。
社し

ゃ

長ち
ょ
うの
中な

か

矢や

レ
ナ
ト
健け

ん

二じ

は
、
二に

世せ
い

な
が
ら
父ち

ち

・
末す

え

吉き
ち

の
跡あ

と

を
継つ

ぎ
、

創そ
う

業ぎ
ょ
う

型が
た

社し
ゃ

長ち
ょ
うと
し
て
業

ぎ
ょ
う

界か
い

の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
に
同ど

う

社し
ゃ

を
躍や

く

進し
ん

さ
せ
た
。

　
さ
ら
に
輸ゆ

出し
ゅ
つで
も
三さ

ん

十じ
ゅ
う

数す
う

カ
国こ

く

と
取と

り

引ひ
き

し
て
お
り
、
同ど

う

時じ

に
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
が
強つ

よ

い
北ほ

く

欧お
う(

例た
と

え
ば
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン) 

地ち

域い
き

で
も
市し

場じ
ょ
う

拡か
く

大だ
い

が
続つ

づ

い
て
い
る
。

　
い
ま
で
は
農の

う

機き

具ぐ

メ
ー
カ
ー
の
ジ
ャ
ク
ト
農の

う

機き

と
並な

ら

ぶ
ブ
ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

を
代だ

い

表ひ
ょ
うす
る
世せ

界か
い

企き

業ぎ
ょ
うと
し
て
知し

ら
れ
て
い
る
。
ブ
ラ
ン
ド
の
サ
ク
ラ

が
イ
コ
ー
ル
醤

し
ょ
う

油ゆ

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
ブ
ラ
ジ
ル
国こ

く

民み
ん

に
浸し

ん

透と
う

し
て
お
り
、

醤し
ょ
う

油ゆ

文ぶ
ん

化か

を
通と

お

し
て
日に

本ほ
ん

の
食

し
ょ
く

文ぶ
ん

化か

を
ブ
ラ
ジ
ル
国こ

く

民み
ん

に
定て

い

着ち
ゃ
くさ

せ
た
功こ

う

績せ
き

は
極き

わ

め
て
大お

お

き
い
。

　

日に

本ほ
ん

か
ら
の
移い

民み
ん

の
歴れ

き

史し

は
１
１
２
年ね

ん

に
な
る
が
、

日に

本ほ
ん

の
伝で

ん

統と
う

的て
き

な
調ち

ょ
う

味み

料り
ょ
う
で
あ
る
醤し

ょ
う

油ゆ

文ぶ
ん

化か

を
、

８
０
年ね

ん

か
け
て
ブ
ラ
ジ
ル
に
定て

い

着ち
ゃ
くさ
せ
た
サ
ク
ラ

中な
か

矢や

食し
ょ
く

品ひ
ん

と
中な

か

矢や

の
取し

ゅ

材ざ
い

を
通と

お

し
て
、
ブ
ラ

ジ
ル
で
多た

文ぶ
ん

化か

共き
ょ
う

生せ
い

社し
ゃ

会か
い

を
生い

き
る
新あ

た
ら

し

い
日に

本ほ
ん

人じ
ん

像ぞ
う

が
誕た

ん

生じ
ょ
う
し
て
い
る
こ
と
を

伝つ
た

え
た
い
。

域
で
も
市
場
拡
大
が
続
い
て
い
る
。

メ
ー
カ
ー
の
ジ
ャ
ク
ト
農の

う

機き

と
並な

ら

ぶ
ブ
ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

ら
れ
て
い
る
。
ブ
ラ
ン
ド
の
サ
ク
ラ

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
ブ
ラ
ジ
ル
国こ

く

民み
ん

に
浸し

ん

透と
う

し
て
お
り
、

を
ブ
ラ
ジ
ル
国こ

く

民み
ん

に
定て

い

着ち
ゃ
くさ

は
１
１
２
年ね

ん

に
な
る
が
、

で
あ
る
醤し

ょ
う

油ゆ

文ぶ
ん

化か

を
、

さ
せ
た
サ
ク
ラ

し
て
、
ブ
ラ

き
る
新あ

た
ら

し

し
て
い
る
こ
と
を

カンノエージェンシー代
だい
表
ひょう

菅
かん

野
の

英
ひで

明
あき

寄
き

稿
こう
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ラ
イ
ン
会か

い

議ぎ

や
電で

ん

話わ

で
友ゆ

う

人じ
ん

と
会か

い

話わ

を

し
て
日ひ

び々

過す

ご
し
て
い
る

と
い
う
。

　
「
自じ

粛し
ゅ
く

中ち
ゅ
うは

オ
ン
ラ
イ
ン

ア
プ
リ
や
ワ
ッ

ツ
ア
ッ
プ
、
電で

ん

話わ

な
ど
を
通と

お

し
て
友ゆ

う

人じ
ん

や

知ち

人じ
ん

と
話は

な
し

を

し
て
い
ま
す
。

通つ
う

信し
ん

手し
ゅ

段だ
ん

も
多お

お

く
便べ

ん

利り

に
な

り
ま
し
た
が
、直

ち
ょ
く

接せ
つ

会あ

って
ゆ
っ

く
り
話は

な

す
の
と
画が

面め
ん

越ご

し
に
話は

な

す
の
は
違ち

が

い
ま
す
ね
。
お
互た

が

い

顔か
お

と
顔か

お

を
見み

な
が
ら
笑え

顔が
お

で
話

は
な
し

を
す
る
こ
と
が
、
何な

に

よ
り
も
よ

い
と
今こ

ん

回か
い

改あ
ら
ため
て
実じ

っ

感か
ん

し
ま
し

た
」
と
語か

た

る
。

　

自じ

粛し
ゅ
く

生せ
い

活か
つ

の
心

こ
こ
ろ

構が
ま

え
を
聞き

く
と
「
世せ

界か
い

中じ
ゅ
う

同お
な

じ
条

じ
ょ
う

件け
ん

な
の

で
、
と
に
か
く
我が

慢ま
ん

強づ
よ

く
生い

き

る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
」
と
語か

た

る
。

　

さ
ら
に
高た

か

安や
す

さ
ん
も
家い

え

で
の

毎ま
い

日に
ち

の
運う

ん

動ど
う

は
欠か

か
さ
な
い
と

い
う
。「
毎ま

い

日に
ち

１
時じ

間か
ん

ほ
ど
日に

っ

光こ
う

浴よ
く

を
行お

こ
ない
、
ラ
ジ
オ
体た

い

操そ
う

や

庭て
い

園え
ん

内な
い

を
歩あ

る

く
な
ど
、
自じ

粛し
ゅ
く

生せ
い

活か
つ

で
体か

ら
だ

が
鈍に

ぶ

ら
な
い
よ
う

欠か

か
さ
ず
運う

ん

動ど
う

し
て
い
ま
す
。

こ
の
問も

ん

題だ
い

が
早は

や

く
終お

わ
っ
て
皆

み
ん
な

と
会あ

え
る
こ
と
を
望の

ぞ

ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
来ら

い

年ね
ん

日に

本ほ
ん

で
開か

い

催さ
い

予よ

定て
い

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
待ま

ち
遠ど

お

し
い
で
す
ね
」
と
今こ

ん

後ご

へ

の
期き

待た
い

も
語か

た

っ
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

及お
よ

び
ブ
ラ
ジ
ル
沖お

き

縄な
わ

文ぶ
ん

化か

セ
ン

タ
ー
の
岩い

わ

谷や

賢け
ん

治じ

事じ

務む

局き
ょ
く

長ち
ょ
う

に
も
現げ

ん

状じ
ょ
うを
取し

ゅ

材ざ
い

し
た
。

　

沖お
き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

は
今こ

年と
し

３
月が

つ

よ
り
コ
ロ
ナ
感か

ん

染せ
ん

防ぼ
う

止し

の
た

め
、
活か

つ

動ど
う

を
中

ち
ゅ
う

止し

。
当と

う

初し
ょ

３

月が
つ

の
イ
ベ
ン
ト
を
４
月が

つ

に
延え

ん

期き

す
る
な
ど
検け

ん
と
う討
し
て
い
た
が
、

感か
ん

染せ
ん

者し
ゃ

が
急

き
ゅ
う

増ぞ
う

し
た
こ
と
か

ら
、
本ほ

ん

年ね
ん

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
す

べ
て
来ら

い

年ね
ん

に
延え

ん

期き

す
る
こ
と
に

な
っ
た
と
い
う
。

　
「
毎ま

い

年と
し

２
０
回か

い

程ほ
ど

あ
る
イ
ベ

ン
ト
が
す
べ
て
中

ち
ゅ
う

止し

に
な
り
ま

し
た
。
特と

く

に
３
月が

つ

は
目め

玉だ
ま

イ
ベ

ン
ト
の
ビ
ン
ゴ
大た

い

会か
い

が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
大た

い

会か
い

は
１
日に

ち

述の

べ

６
０
０
人に

ん

程ほ
ど

出で

入い

り
す
る
た
め
、

楽た
の

し
み
に
し
て
い
る
方か

た

も
多お

お

かっ

た
だ
け
に
執し

っ

行こ
う

部ぶ

は
苦く

渋じ
ゅ
うの
決け

つ

断だ
ん

で
し
た
」
と
現げ

ん

状じ
ょ
うを
語か

た

る
。

　

現げ
ん

在ざ
い

、
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

は
火か

曜よ
う

日び

と
金き

ん

曜よ
う

日び

の
み
１
０
時じ

か
ら
１
４
時じ

ま
で
開か

い

放ほ
う

し
て
い

る
と
い
う
。

　

岩い
わ

谷や

事じ

務む

局き
ょ
く

長ち
ょ
うは
「
こ
の

自じ

粛し
ゅ
く

生せ
い

活か
つ

は
大た

い

変へ
ん

で
す
が
、
一い

っ

刻こ
く

も
早は

や

く
収

し
ゅ
う

束そ
く

し
て
以い

前ぜ
ん

の

よ
う
に
戻も

ど

る
こ
と
を
願ね

が

っ
て
い

ま
す
」
と
の
願ね

が

い
を
語か

た

っ
た
。

「
外が

い

出し
ゅ
つ
や
運う

ん

動ど
う

す
る
機き

会か
い

が

ぐ
っ
と
少す

く

な
く
な
っ
た
た
め
、

毎ま
い

日に
ち

家い
え

で
体た

い

操そ
う

や
庭に

わ

を
歩あ

る

い

た
り
し
て
体か

ら
だ

を
動う

ご

か
し
て
い
ま

す
。
こ
ん
な
中な

か

で
も
し
っ
か
り

と
体た

い

力り
ょ
くを
温お

ん

存ぞ
ん

し
て
お
か
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
の
で
」
と

力ち
か
ら

強づ
よ

く
語か

た

っ
た
。

同お
な

じ
く
「
群む

り

星ぶ
し

」
の
編へ

ん

纂さ
ん

委い

員い
ん

の
高た

か

安や
す

宏ひ
ろ

治は
る

さ
ん
（
７
３

歳さ
い

、
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

）
も
コ
ロ
ナ
禍か

に

関か
ん

し
て
、「
家か

族ぞ
く

で
南な

ん

米べ
い

に
移い

住じ
ゅ
うし
６
０
年ね

ん

経た

ち
ま
し
た
が
、

今こ
ん

回か
い

の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
コ
ロ
ナ
の

影え
い

響き
ょ
うで
自じ

粛し
ゅ
くに
な
り
色い

ろ

々い
ろ

な
団だ

ん

体た
い

の
活か

つ

動ど
う

が
止と

ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
本ほ

ん

当と
う

に
大た

い

変へ
ん

な
こ
と
で

す
よ
」と
驚お

ど
ろ
き
の
胸

き
ょ
う

中ち
ゅ
うを
語か

た

る
。

沖お
き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

が
多お

お

く
住す

む
聖せ

い

市し

ヴ
ィ
ラ
カ
ロ
ン
区く

に
在ざ

い

住じ
ゅ
うの

高た
か

安や
す

さ
ん
も
、
半は

ん

年と
し

は
自じ

粛し
ゅ
く

生せ
い

活か
つ

を
行お

こ
なっ
て
い
る
。
毎ま

い

年と
し

楽た
の

し
み
に
し
て
い
た
沖お

き

縄な
わ

祭ま
つ

り

も
、
今こ

年と
し

は
延え

ん

期き

に
な
っ
た
。

　
「
本ほ

ん

当と
う

な
ら
８
月が

つ

に
一い

ち

大だ
い

イ
ベ

ン
ト
の
沖お

き

縄な
わ

祭ま
つ

り
が
行お

こ
な

わ
れ
る

予よ

定て
い

で
し
た
が
こ
の
コ
ロ
ナ
の

影え
い

響き
ょ
うで
延え

ん

期き

に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
他ほ

か

の
行

ぎ
ょ
う

事じ

も
中

ち
ゅ
う

止し

に
な

り
、
友ゆ

う

人じ
ん

に
会あ

え
な
い
日ひ

び々

が

続つ
づ

い
て
本ほ

ん

当と
う

に
寂さ

び

し
い
気き

持も

ち

で
す
。
今こ

年と
し

２
月が

つ

に
沖お

き

縄な
わ

へ
行い

く
予よ

定て
い

で
し
た
が
そ
れ
も
コ
ロ

ナ
が
原げ

ん

因い
ん

で
中

ち
ゅ
う

止し

に
な
り
ま
し

た
。
こ
ん
な
経け

い

験け
ん

は
初は

じ

め
て
で

す
よ
」
と
困こ

ん

惑わ
く

の
様よ

う

子す

。

高た
か

安や
す

さ
ん
は
、
現げ

ん

在ざ
い

オ
ン

会か
い

活か
つ

動ど
う

は
当と

う

面め
ん

、完か
ん

全
完
全
完

ぜ
ん

停て
い

止し

『
群む

り

星ぶ
し

』６
巻か

ん

編へ
ん

纂さ
ん

に
集し

ゅ
う

中ち
ゅ
う

　新
しん

型
がた

コロナウイルスによる外
がい

出
しゅつ

自
じ

粛
しゅく

令
れい

が発
はつ

令
れい

されてから早
はや

くも７カ月
げつ

――。
「沖

おき

縄
なわ

県
けん

人
じん

の団
だん

体
たい

活
かつ

動
どう

もコロナの影
えい

響
きょう

で止
と

まり、自
じ

粛
しゅく

生
せい

活
かつ

続
つづ

きです。このコロ
ナ禍

か

生
せい

活
かつ

は『群
むり

星
ぶし

』第
だい

６巻
かん

の発
はっ

刊
かん

準
じゅん

備
び

に専
せん

念
ねん

しています」。ブラジル沖
おき

縄
なわ

県
けん

人
じん

移
い

民
みん

研
けん

究
きゅう

塾
じゅく

の宮
みや

城
ぎ

あきら塾
じゅく

長
ちょう

（82歳
さい

、沖
おき

縄
なわ

県
けん

）はそう語
かた

った。沖
おき

縄
なわ

県
けん

人
じん

や同
どう

県
けん

人
じん

団
だん

体
たい

の動
どう

向
こう

、自
じ

粛
しゅく

生
せい

活
かつ

の過
す

ごし方
かた

についてサンパウロ市
し

在
ざい

住
じゅう

の沖
おき

縄
なわ

県
けん

人
じん

に電
でん

話
わ

取
しゅ

材
ざい

を行
おこな

った。
　

宮み
や

城ぎ

さ
ん
は
自じ

粛し
ゅ
く

生せ
い

活か
つ

中ち
ゅ
う、

『
群む

り

星ぶ
し

』
第だ

い

６
巻か

ん

の
発は

っ

刊か
ん

に

向む

け
て
、
原げ

ん

稿こ
う

整せ
い

理り

な
ど
準

じ
ゅ
ん

備び

を
行お

こ
なっ
て
い
る
と
い
う
。『
群む

り

星ぶ
し

』
は
「
移い

民み
ん

自じ

身し
ん

に
よ
る

手て

作づ
く

り
の
移い

民み
ん

史し

」
を
標

ひ
ょ
う

榜ぼ
う

す
る
日に

ち

ポ
両

り
ょ
う

語ご

の
同ど

う

人じ
ん

誌し

で

あ
り
、
昨さ

く

年ね
ん

１
０
月が

つ

に
は
第だ

い

５
巻か

ん

が
刊か

ん

行こ
う

さ
れ
た
。

　

宮み
や

城ぎ

さ
ん
は
「
当と

う

初し
ょ

は
９

月が
つ

末ま
つ

に
発は

っ

刊か
ん

予よ

定て
い

で
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
の
影え

い

響き
ょ
うで
サ
ン
ト
ス
強

き
ょ
う

制せ
い

退た
い

去き
ょ

に
つ
い
て
の
直

ち
ょ
く

接せ
つ

取し
ゅ

材ざ
い

が
で
き
ず
、
発は

っ

刊か
ん

延え
ん

期き

に
な
り

ま
し
た
。
や
は
り
歴れ

き

史し

的て
き

大だ
い

事じ

件け
ん

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
失し

つ

礼れ
い

の
な
い
よ
う
直

ち
ょ
く

接せ
つ

会あ

っ
て
取し

ゅ

材ざ
い

を
し
た
い
の
で
。
先さ

き

行ゆ

き
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
年ね

ん

末ま
つ

に

は
な
ん
と
か
発は

っ

刊か
ん

し
た
い
で
す

ね
」
と
考か

ん
が

え
て
い
る
。

　

自じ

粛し
ゅ
く

生せ
い

活か
つ

の
心

こ
こ
ろ

構が
ま

え
に
つ
い

て
も
、「
こ
ん
な
窮

き
ゅ
う

屈く
つ

な
生せ

い

活か
つ

は
生う

ま
れ
て
初は

じ

め
て
で
す
。
こ

の
生せ

い

活か
つ

は
本ほ

ん

当と
う

に
き
つ
い
で
す

が
、
日ひ

び々

目も
く

的て
き

を
も
っ
て
過す

ご
す
こ
と
で
、
毎ま

い

日に
ち

の
生せ

い

活か
つ

に

ハ
リ
が
で
る
と
思お

も

い
ま
す
。
こ

の
『
群む

り

星ぶ
し

』
を
完か

ん

成せ
い

さ
せ
る

こ
と
を
使し

命め
い

だ
と
考か

ん
が

え
て
い
ま

す
。
な
ん
と
し
て
も
コ
ロ
ナ
禍か

を
乗の

り
越こ

え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
」
と
意い

気き

込ご

ん
だ
。

　

健け
ん

康こ
う

維い

持じ

に
関か

ん

し
て
も

自
じ

粛
しゅく

生
せい

活
かつ

に耐
た

える沖
おき

縄
なわ

県
けん

人
じん

高
たか

安
やす

宏
ひろ

治
はる

さんと宮
みや

城
ぎ

あきらさん

岩い
わ

谷や

賢け
ん

治じ

事じ

務む

局き
ょ
く

長ち
ょ
う

むりぶしの合
がっ

評
ぴょう

会
かい

で挨
あい

拶
さつ

をする宮
みや

城
ぎ

あきら塾
じゅく

長
ちょう

昨
さく

年
ねん

の沖
おき

縄
なわ

祭
まつ

りで披
ひ

露
ろう

された芸
げい

能
のう

の様
よう

子
す

昨
さく

年
ねん

開
かい

催
さい

された沖
おき

縄
なわ

祭
まつ

りの様
よう

子
す

日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

　
周し

ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

特と
く

集し
ゅ
う

号ご
う

112

号ご
う
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